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１ 指定等文化財一覧 

表 7‐1 国指定文化財 

No. 区 分 名  称 時 代 指定年月日 所在地 所有者  
管理者 

１ 有形 工芸 金銅獅子唐草文鉢（国宝） 奈良 
昭 30.2.2 
（1955） 

長良雄総 
194－1 護国之寺 

２ 有形 絵画 絹本著色斎藤道三像斎藤義龍像 戦国 昭 50.6.12 
（1975） 

梶川町 9 常在寺 

３ 有形 絵画 裸婦図＜山本芳翠筆／油絵 麻布＞ 明治 平 26.8.21 
（2014） 

宇佐
4-1-22 

岐阜県 

４ 有形 絵画 絹本著色兜率天曼荼羅図 鎌倉 
平 29.9.15 
（2017） 

伊奈波通 
1－43 誓願寺 

５ 有形 彫刻 木造薬師如来立像 平安 大 3.8.25 
（1914） 

岩井
2-1-25 

延算寺 

６ 有形 彫刻 木造千手観音坐像 平安 大 3.8.25 
（1914） 

溝口中 
138－1 

慈恩寺 

７ 有形 彫刻 木造千手観音立像 平安 
大 3.8.25 
（1914） 

鏡島中
2-8-1 乙津寺 

８ 有形 彫刻 木造毘沙門天立像 鎌倉 大 3.8.25 
（1914） 

鏡島中
2-8-1 

乙津寺 

９ 有形 彫刻 乾漆十一面観音立像 奈良 大 3.8.25 
（1914） 

美江寺町  
2－3 

美江寺 

10 有形 彫刻 木造釈迦如来坐像 平安 
大 4.3.26 
（1915） 三輪 778－1 真長寺 

11 有形 彫刻 木造毘沙門天立像 鎌倉 大 4.3.26 
（1915） 

岩滝東  
3－421 

岩滝山 
奉賛会 

12 有形 彫刻 木造韋駄天立像 鎌倉 大 14.4.24 
（1939） 

鏡島中
2-8-1 

乙津寺 

13 有形 工芸 太刀 銘景依造 鎌倉 
昭 17.6.26 
（1942） 

伊奈波通 
1－1 

伊奈波
神社 

14 有形 工芸 太刀 銘兼氏 室町 昭 27.3.29 
（1952） 

(岐阜市内） (個人所有）

15 有形 書跡 寸松庵色紙（ふみわけて） 平安 昭 34.6.27 
（1959） 

(岐阜市内） (個人所有）

16 有形 古文書 
楽市楽座制札 附 
織田信長百姓帰住制札 戦国 

平 5.6.10 
（1993） 

神田町 
6－24 円徳寺 

17 有形 考古 老洞１号窯跡出土品 奈良 平 5.6.10 
（1993） 

大宮町  
2－18－1 

岐阜市 

18 記念物 史跡 琴塚古墳 古墳 昭 9.8.9 
（1934） 

琴塚 3－5
－37 ほか 

国、岐阜
市ほか 

19 記念物 史跡 老洞・朝倉須恵器窯跡 奈良 
昭 54.5.31 
（1979） 

芥見 6 丁目、
諏訪山 1 丁目 

岐阜市 
ほか 

20 記念物 史跡 加納城跡 江戸 昭 58.10.28 
（1983） 

加納丸の内 国、岐阜
市ほか 

21 記念物 史跡 岐阜城跡 戦国 平 23.2.7 
（2011） 

金華山 
国有林ほか 

国、岐阜
市ほか 

22 記念物 天然記念物 中将姫誓願ザクラ ― 
昭 4.4.2 
（1929） 

大洞 
1－21－2 願成寺 

23 民俗 有形民俗 長良川鵜飼用具 ― 昭 30.4.22 
（1955） 

(岐阜市内） 岐阜長良川 
鵜飼保存会 

24 民俗 無形民俗 長良川の鵜飼漁の技術 ― 平 27.3.2 
（2015） 

(岐阜市内） 岐阜長良川 
鵜飼保存会 

25 
文化的
景観 文化的景観 

長良川中流域における 
岐阜の文化的景観 ― 

平 26.3.18 
（2014） 

大宮町  
1 丁目ほか 

国、岐阜
市ほか 
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表 7‐2 県指定文化財１ 
№ 区 分 名  称 時 代 指定年月日 所在地 所有者  

管理者 

26 有形 絵画 絹本著色涅槃図 室町 昭 34.3.10 
（1959） 

小野  
598－1 

正法寺 

27 有形 絵画 絹本著色涅槃図 室町 昭 34.3.10 
（1959） 

小野  
598－1 

正法寺 

28 有形 絵画 絹本著色刀八毘沙門天像 室町 
昭 43.8.6 
（1968） 

大洞   
1－21－2 願成寺 

29 有形 絵画 紙本水墨仙厓筆老子図 江戸 昭 45.1.20 
（1970） 

粟野 2339 大龍寺 

30 有形 絵画 紙本水墨仙厓筆狗子仏性図 江戸 昭 45.1.20 
（1970） 

粟野 2339 大龍寺 

31 有形 絵画 絹本著色当麻曼荼羅 鎌倉 
昭 46.9.14 
（1971） 

西荘   
3－7－11 立政寺 

32 有形 絵画 絹本著色十一面観音像 室町 昭 46.9.14 
（1971） 

西荘   
3－7－11 

立政寺 

33 有形 絵画 絹本著色阿弥陀如来像 鎌倉 昭 46.9.14 
（1971） 

西荘   
3－7－11 

立政寺 

34 有形 絵画 絹本著色善導大師像 鎌倉 
昭 46.9.14 
（1971） 

西荘   
3－7－11 立政寺 

35 有形 絵画 絹本著色十三尊仏像 室町 昭 46.9.14 
（1971） 

西荘   
3－7－11 

立政寺 

36 有形 絵画 絹本著色五大力菩薩像 鎌倉 昭 46.9.14 
（1971） 

西荘   
3－7－11 

立政寺 

37 有形 絵画 絹本著色親鸞聖人御絵伝附紙本墨書
蓮如裏書 

室町 昭 49.3.6 
（1974） 

茜部本郷 
3－116－2 

河野六坊
組合 

38 有形 絵画 紙本著色白隠筆白沢図・観音像 江戸 昭 49.11.13 
（1974） 

粟野 2339 大龍寺 

39 有形 絵画 絹本著色親鸞聖人御影 室町 
昭 45.1.20 
（1970） 

長森本町 
1－12－7 願養寺 

40 有形 絵画 絹本著色如覚上人像 室町 
昭 45.1.20 
（1970） 

長森本町 
1－12－7 願養寺 

41 有形 絵画 紙本著色鷹図六曲屏風 江戸 昭 56.9.16 
（1981） 

長良雄総 
194－1 

護国之寺 

42 有形 絵画 絹本著色涅槃図 室町 
平 19.2.2 
（2007） 

三輪 778－
1 真長寺 

43 有形 絵画 絹本著色文殊菩薩像 室町 
平 19.2.2 
（2007） 

三輪 778－
1 真長寺 

44 有形 彫刻 二王尊 鎌倉 昭 31.11.14 
（1956） 

大洞   
1－21－2 

願成寺 

45 有形 彫刻 木造四天王立像 鎌倉 
昭 41.9.14 
（1966） 

粟野西  
8－175 済法寺 

46 有形 彫刻 木造地蔵菩薩立像 鎌倉 
昭 41.9.14 
（1966） 

粟野西  
8－175 済法寺 

47 有形 彫刻 木造十一面観音立像 平安 昭 41.9.14 
（1966） 

粟野西  
8－175 

済法寺 

48 有形 彫刻 木造不動明王立像 鎌倉 
昭 41.9.14 
（1966） 

粟野西  
8－175 済法寺 

49 有形 彫刻 木造阿弥陀如来立像 鎌倉 
昭 43.3.27 
（1968） 

福富 
647－1 浄土寺 

50 有形 彫刻 木造聖観音立像 平安 昭 43.3.27 
（1968） 

福富 
647－1 

浄土寺 

51 有形 彫刻 木造十一面観音立像 鎌倉 
昭 43.8.6 
（1968） 

大洞   
1－21－2 願成寺 

52 有形 彫刻 木造阿弥陀如来坐像 平安 
昭 43.8.6 
（1968） 

大洞   
1－21－2 願成寺 

53 有形 彫刻 木造大日如来坐像 鎌倉 昭 43.8.6 
（1968） 

大洞   
1－21－2 

願成寺 

54 有形 彫刻 木造阿弥陀如来立像 鎌倉 
昭 6.12.14 
（1971） 

江崎南  
24－12 立江寺 
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表 7‐3 県指定文化財２ 

№ 区 分 名  称 時 代 指定年月日 所在地 所有者  
管理者 

55 有形 彫刻 石造狛犬 
安土桃

山 
昭 47.3.17 
（1972） 

伊奈波通  
1－1 

伊奈波
神社 

56 有形 彫刻 籠大仏附木造薬師如来坐像 
江戸 

(平安) 
昭 49.3.6 
（1974） 大仏町 8 正法寺 

57 有形 彫刻 木造阿弥陀如来坐像 平安 昭 49.6.18 
（1974） 

大仏町 8 正法寺 

58 有形 彫刻 木造釈迦如来坐像 平安 
昭 56.5.19 
（1981） 

城田寺
1821 舎衛寺 

59 有形 彫刻 塑造仏頭及び残欠 奈良 
昭 57.5.14 
（1982） 

長良雄総  
194－1 

護国之
寺 

60 有形 工芸 太刀 銘国宗 鎌倉 昭 31.3.28 
（1956） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

61 有形 工芸 
太刀 銘備前国長船住右近庄監保弘
造 鎌倉 

昭 31.3.28 
（1956） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

62 有形 工芸 短刀 銘信国 室町 
昭 31.3.28 
（1956） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

63 有形 工芸 鰐口（銘 乾元二年） 鎌倉 昭 31.11.14 
（1956） 

大洞    
1－21－2 

願成寺 

64 有形 工芸 華瓶及び閼伽桶 鎌倉 
昭 31.11.14 
（1956） 

大洞    
1－21－2 願成寺 

65 有形 工芸 太刀 銘助真作 鎌倉 
昭 35.3.30 
（1960） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

66 有形 工芸 太刀 銘兼氏 鎌倉 昭 36.3.6 
（1961） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

67 有形 工芸 銅製鰐口 （銘応永） 室町 
昭 45.1.20 
（1970） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

68 有形 工芸 銅製鰐口 （銘文和） 室町 
昭 45.1.20 
（1970） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

69 有形 工芸 獅子頭 江戸 昭 47.3.17 
（1972） 

伊奈波通  
1－1 

伊奈波
神社 

70 有形 工芸 獅子頭 鎌倉 
昭 47.3.17 
（1972） 

日野北   
1－6－5 

諏訪神
社 

71 有形 工芸 刀 銘近江守源久道 江戸 
昭 52.3.11 
（1977） 御手洗 393 

岐阜護
国神社 

72 有形 工芸 金銅割五鈷杵 鎌倉 昭 57.5.14 
（1982） 

城田寺
1821 

舎衛寺 

73 有形 書跡 
紙本墨書念誦次第※念踊次第五種伝
叡尊筆 鎌倉 

昭 32.7.9 
（1957） 

大洞    
1－21－2 願成寺 

74 有形 書跡 美濃国第三宮因幡社本縁起 室町 
昭 47.3.17 
（1972） 

伊奈波通  
1－1 

伊奈波
神社 

75 有形 典籍 春日版大般若経 鎌倉 昭 43.8.6 
（1968） 

大洞    
1－21－2 

願成寺 

76 有形 考古 銅経筒 平安 
昭 49.3.6 
（1974） 

大宮町   
2－18－1 岐阜市 

77 有形 建造物 延算寺本堂 江戸 
昭 31.9.7 
（1956） 

岩井    
2－1－25 延算寺 

78 有形 建造物 八幡神社社殿 桃山 昭 32.12.19 
（1957） 

芥見 
2－93 

八幡神
社 

79 有形 建造物 日吉神社社殿 桃山 
昭 32.12.19 
（1957） 

芥見 
2－93 

日吉神
社 

80 有形 建造物 岐阜別院本門 江戸 昭 50.7.17 
（1975） 

西野町 
3－1 

本願寺
岐阜別
院 

81 有形 建造物 岐阜別院裏門 江戸 
昭 50.7.17 
（1975） 

西野町 
3－1 

本願寺
岐阜別
院 

82 有形 建造物 護国之寺宝篋印塔 鎌倉 
昭 57.5.14 
（1982） 

長良雄総  
194－1 

護国之
寺 

83 記念物 史跡 智通光居墓 室町 
昭 32.3.25 
（1957） 

西荘    
3－7－11 立政寺 
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表 7‐4 県指定文化財３ 

№ 区 分 名  称 時 代 指定年月日 所在地 所有者  
管理者 

84 記念物 史跡 獅子庵 江戸～ 
昭 38.9.10 
（1963） 

山県北野  
681 番地 獅子門 

85 記念物 史跡 宝暦治水工事義没者墓 江戸 
昭 41.2.8 
（1966） 

岩崎    
3－15－1 霊松院 

86 記念物 史跡 土岐成頼墓 戦国 昭 47.3.17 
（1972） 

寺町 19 瑞龍寺 

87 記念物 史跡 斎藤妙椿墓 戦国 
昭 47.3.17 
（1972） 寺町 19 瑞龍寺 

88 記念物 史跡 悟渓国師墓 戦国 
昭 47.3.17 
（1972） 寺町 19 瑞龍寺 

89 記念物 史跡 厚見寺跡 白鳳 昭 47.3.17 
（1972） 

寺町 19 瑞龍寺 

90 記念物 天然記念物 鏡岩 ― 
昭 33.7.16 
（1958） 

加野 1762
－1 

（個人所
有） 

91 記念物 天然記念物 白山神社のスギ ― 
昭 43.3.27 
（1968） 

福富 2011
－1 白山神社 

92 記念物 天然記念物 大智寺の大ヒノキ ― 昭 43.8.6 
（1968） 

山県北野  
668－1 

大智寺 

93 記念物 天然記念物 浅見化石コレクション ― 
昭 45.1.20 
（1970） 

長良梅子
2972－2 

浅見化石
会館 

94 民俗 有形民俗 手漉美濃和紙製造用具 ― 
昭 45.1.20 
（1970） 

大宮町   
2－18－1 岐阜市 

95 民俗 無形民俗 手力雄神社火祭り ― 昭 52.3.11 
（1977） 

蔵前    
6－8－18 

手力雄火
祭り奉賛
会 

 

表 7‐5 市指定文化財１ 

№ 区 分 名  称 時 代 指定年月日 所在地 所有者  
管理者 

96 有形 絵画 絹本著色豊臣秀吉像 江戸 昭 33.4.9 
（1958） 

大宮町   
2－18－1 

岐阜市 

97 有形 絵画 絹本著色悟渓国師頂相 戦国 
昭 34.10.30 
（1959） 粟野 2339 大龍寺 

98 有形 絵画 絹本著色瑞翁国師頂相 戦国 昭 34.10.30 
（1959） 

粟野 2339 大龍寺 

99 有形 絵画 絹本著色快川国師頂相 戦国 昭 34.10.30 
（1959） 

粟野 2339 大龍寺 

100 有形 絵画 紙本水墨白鷺蓮盧図 室町 
昭 44.7.14 
（1969） 

大宮町   
2－18－1 岐阜市 

101 有形 絵画 絹本著色阿弥陀如来像 
鎌倉末 
～南北

朝 

昭 45.9.14 
（1970） 

江崎南   
24－12 

立江寺 

102 有形 絵画 絹本著色勢至菩薩像 南北朝 
昭 55.3.18 
（1980） 

長良雄総  
194－1 護国之寺 

103 有形 絵画 絹本著色蓮台阿字 南北朝 昭 55.3.18 
（1980） 

長良雄総  
194－1 

護国之寺 

104 有形 絵画 絹本著色阿弥陀如来像 
鎌倉末
～南北

朝 

昭 55.3.18 
（1980） 

長良雄総  
194－1 護国之寺 

105 有形 絵画 絹本著色十三仏像 室町 昭 55.3.18 
（1980） 

長良雄総  
194－1 

護国之寺 

106 有形 絵画 絹本著色釈迦十六善神像 南北朝 
昭 55.3.18 
（1980） 

長良雄総  
194－1 護国之寺 

107 有形 絵画 絹本著色愛染明王像 室町 昭 55.3.18 
（1980） 

長良雄総  
194－1 

護国之寺 

108 有形 絵画 絹本著色不動明王像 室町 昭 55.3.18 
（1980） 

長良雄総  
194－1 

護国之寺 

109 有形 絵画 絹本著色両界曼荼羅図 室町 
昭 55.3.18 
（1980） 

長良雄総  
194－1 護国之寺 
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表 7‐6 市指定文化財２ 

№ 区 分 名  称 時 代 指定年月日 所在地 所有者  
管理者 

110 有形 絵画 絹本著色妙観察智弥陀像 室町前期 
昭 55.7.22 
（1980） 

城田寺
1821 舎衛寺 

111 有形 絵画 絹本著色悟渓宗頓像 
文明 18
（1486）

自賛 

昭 55.7.22 
（1980） 

山県北野 
668－1 

大智寺 

112 有形 絵画 絹本著色玉浦宗珉像 
永正 6

（1509） 
昭 55.7.22 
（1980） 

山県北野 
668－1 大智寺 

113 有形 絵画 絹本著色不動明王二童子像 室町 
前期 

昭 58.3.18 
（1983） 

下鵜飼 
1422－1 

下鵜飼区 

114 有形 絵画 紙本著色斎藤妙椿像 
江戸 
中期 

昭 58.3.18 
（1983） 寺町 19 開善院 

115 有形 絵画 絹本著色亀姫像 江戸 昭 58.10.13 
（1983） 

加納奥平
町 1－
22 

盛徳寺 

116 有形 絵画 絹本著色亀姫像 江戸 
昭 58.10.13 
（1983） 

加納西広
江町  
2－28 

光国寺 

117 有形 絵画 紙本墨画二起二睡図 戦国 
昭 62.10.15 
（1987） 

大宮町   
2－18－1 岐阜市 

118 有形 絵画 絹本著色聖徳太子六臣像 
鎌倉～ 
南北朝 

昭 63.3.30 
（1988） 

西荘    
2－17－8 敬念寺 

119 有形 絵画 絹本著色十字名号 室町 昭 63.3.30 
（1988） 

西荘    
2－17－8 

敬念寺 

120 有形 絵画 非情成仏絵巻 室町 
昭 63.7.15 
（1988） 

長良福光
2403－1 崇福寺 

121 有形 絵画 紙本水墨白隠筆白衣観音像 
江戸 
中期 

平元.5.30 
（1989） 

岩井    
2－1－25 延算寺 

122 有形 絵画 板戸絵 江戸 
中期 

平元.5.30 
（1989） 

岩井    
2－1－25 

延算寺 

123 有形 絵画 絹本著色奥平信昌像 江戸 
平 10.9.16 
（1998） 

加納奥平
町 1－22 盛徳寺 

124 有形 絵画 絹本著色涅槃図 南北朝 
平 10.9.16 
（1998） 

伊奈波通  
1－43 誓願寺 

125 有形 絵画 絹本著色当麻曼荼羅図 南北朝 平 10.9.16 
（1998） 

伊奈波通  
1－43 

誓願寺 

126 有形 絵画 絹本著色土岐成頼像 室町 
平 12.3.24 
（2000） 寺町 19 瑞龍寺 

127 有形 絵画 絹本著色悟渓宗頓像 室町 
平 12.3.24 
（2000） 寺町 19 瑞龍寺 

128 有形 絵画 絹本著色五大尊像 
南北朝 
室町 
前期 

平 19.3.27 
（2007） 

三輪 
778－1 

真長寺 

129 有形 絵画 絹本著色釈迦十六善神像 
南北朝 
室町 
前期 

平 19.3.27 
（2007） 

三輪 
778－1 

真長寺 

130 有形 絵画 絹本著色涅槃図 室町 
平 21.9.30 
（2009） 

長良福光
2403－1 崇福寺 

131 有形 絵画 絹本著色釈迦三尊十六羅漢図 南北朝 平 21.9.30 
（2009） 

長良福光
2403－1 

崇福寺 

132 有形 絵画 絹本著色三十番神像 
16 世紀 
前半 

平 27.4.7 
（2015） 

矢島町 1
丁目55番
地 

法華寺 

133 有形 絵画 
絹本著色十二天像附三幅（水天・梵
天・地天） 

14 世紀・ 
16 世紀
後半・ 

江戸中～
明治 

平 30.2.28 
（2018） 

大宮町   
2-18-1 真長寺 

134 有形 彫刻 木造延命地蔵菩薩坐像 平安 
後期 

昭 32.10.1 
（1957） 

大門町 23 慈恩寺 

135 有形 彫刻 石造救世観音立像 伝 唐 
昭 33.4.9 
（1958） 

野一色   
8－18－3 白龍観音 

136 有形 彫刻 木造僧形神像 
伝 鎌倉
～南北朝 

昭 34.10.30 
（1959） 

蔵前    
6－8－22 

手力雄神
社 

 



資料編 

87 
 

表 7‐7 市指定文化財３ 

№ 区 分 名  称 時 代 指定年月日 所在地 所有者  
管理者 

137 有形 彫刻 木造薬師如来坐像（薬師寺） 
江戸 
前期 

昭 34.10.30 
（1959） 中屋西 76 薬師寺 

138 有形 彫刻 木造尼僧像（薬師寺） 江戸 
昭 34.10.30 
（1959） 中屋西 76 薬師寺 

139 有形 彫刻 木造芭蕉像 江戸 
中期 

昭 39.3.23 
（1964） 

大門町 23 慈恩寺 

140 有形 彫刻 木造阿弥陀如来立像 
室町 
前期 

昭 39.3.23 
（1964） 

島栄町 
3－43 真蔵寺 

141 有形 彫刻 木造神像 不詳 
昭 43.4.17 
（1968） 三輪 965 三輪神社 

142 有形 彫刻 木造不動明王立像 室町 昭43.11.26 
（1968） 

大洞    
1－21－2 

願成寺 

143 有形 彫刻 木造弘法大師坐像 室町 
昭43.11.26 
（1968） 

大洞    
1－21－2 願成寺 

144 有形 彫刻 木造阿弥陀如来立像 
鎌倉末～
南北朝 

昭 50.6.14 
（1975） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

145 有形 彫刻 木造閻魔王坐像 戦国 昭 50.9.9 
（1975） 

金華山 岐阜市 

146 有形 彫刻 木造不動明王及二童子立像 鎌倉 
昭 50.9.9 
（1975） 

長森岩戸 
944－99 弘峰寺 

147 有形 彫刻 木造十一面観音坐像 室町 昭56.11.20 
（1981） 

柳津町高
桑   
3－174 

慈恩寺 

148 有形 彫刻 正蓮寺の欄間 江戸 
昭59.12.25 
（1984） 

柳津町上
佐波  
1－94 

正連寺 

149 有形 彫刻 木造大日如来坐像 付木札 
平安 
後期 

昭 60.7.22 
（1985） 

石原    
3－60－1 石原区 

150 有形 彫刻 木造両頭愛染明王坐像 室町 
昭 62.3.30 
（1987） 

三田洞
131 法華寺 

151 有形 彫刻 木造阿弥陀如来立像 12 世紀 
後半 

平 8.7.3 
（1996） 

三田洞
131 

法華寺 

152 有形 彫刻 
木造阿弥陀如来立像附関連文書二
通 鎌倉 

平 8.11.13 
（1996） 木造町 10 蓮生寺 

153 有形 彫刻 木造四天王立像 平安 
平 9.2.3 
（1997） 

岩井    
2－1－25 延算寺 

154 有形 彫刻 木造十一面観音立像 鎌倉 平 14.9.30 
（2002） 

芥見  
2－91 

真聖寺 

155 有形 彫刻 木造釈迦如来坐像 平安後期 
平 14.9.30 
（2002） 

伊奈波通  
1－8 安乗院 

156 有形 彫刻 木造十一面観音立像 12 世紀末 
平 24.8.27 
（2012） 

美江寺町  
2－3 美江寺 

157 有形 彫刻 木造菩薩坐像 11 世紀頃 平 24.8.27 
（2012） 

美江寺町 
2－3 

美江寺 

158 有形 彫刻 木造不動明王半跏像 鎌倉 
平 27.12.1 
（2015） 

美江寺町  
2－3 美江寺 

159 有形 工芸品 丹波焼茶入 銘 柴の戸 不詳 
昭 31.4.17 
（1956） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

160 有形 工芸品 梵鐘 戦国～ 
江戸 

昭 31.10.2 
（1956） 

神田町 
6－24 

円徳寺 

161 有形 工芸品 鐔 不詳 
昭33.11.13 
（1958） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

162 有形 工芸品 神酒壺 
伝 鎌倉
末～南北

朝 

昭34.10.30 
（1959） 

蔵前  
6－8－22 

手力雄神
社 

163 有形 工芸品 美濃彫 
戦国～桃

山 
昭 44.7.14 
（1969） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

164 有形 工芸品 後藤派目貫 室町～ 
桃山 

昭 44.7.14 
（1969） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

165 有形 工芸品 三十三間堂通矢図小柄 室町 昭 45.5.11 
（1970） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 
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表 7‐8 市指定文化財４ 

№ 区 分 名 称 時 代 指定年月日 所在地 所有者  
管理者 

166 有形 工芸品 松上舞鶴二所物 18 世紀
前半 

昭 45.5.11 
（1970） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

167 有形 工芸品 銀箔押烏帽子形兜 安土 
桃山 

昭 60.12.26 
（1985） 

神田町 
6－24 

円徳寺 

168 有形 工芸品 刀 銘 藤原利隆作関住兼定同作 
16 世紀 
前葉 

昭 62.10.15
（1987） 

大宮町   
2－18－1 岐阜市 

169 有形 工芸品 刀 銘 濃州岐阜住兼舛作 安土 
桃山 

昭 62.10.15
（1987） 

大宮町   
2－18－1 

岐阜市 

170 有形 工芸品 猩々面 
室町後
期～江
戸初期 

昭 63.12.24 
（1988） 

美江寺町  
2－3 美江寺 

171 有形 工芸品 木造獅子頭 鎌倉 平 27.12.1 
（2015） 

美江寺町  
2－3 

美江寺 

172 有形 書跡 金銀切箔散料紙墨書歌集断翰松葉切
（ないかしの） 

伝 
南北朝
～室町 

昭 31.4.17 
（1956） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

173 有形 書跡 
金銀切箔散料紙墨書歌集断翰松葉切
（松すきの） 

伝 
南北朝
～室町 

昭 31.4.17 
（1956） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

174 有形 書跡 専福寺文書 
戦国 
安土 
桃山 

昭 31.10.2 
（1956） 

加納新町
47 専福寺 

175 有形 書跡 本願寺顕如消息 戦国 昭 32.10.1 
（1957） 

神田町 
6－24 

円徳寺 

176 有形 書跡 快川国師書跡 戦国 
昭 34.10.30 
（1959） 粟野 2339 大龍寺 

177 有形 書跡 淡墨の綸旨 室町 
昭 44.4.9 
（1969） 

西荘    
3－7－11 立政寺 

178 有形 書跡 本寺末寺聖教僧衆弘通定置事智通筆 室町 昭 44.4.9 
（1969） 

西荘    
3－7－11 

立政寺 

179 有形 書跡 松尾芭蕉筆 城跡や 江戸 
昭 48.3.2 
（1973） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

180 有形 書跡 禁制 禁札 
安土 
桃山 

昭 48.8.22 
（1973） 

東川手 
1－7 正福寺 

181 有形 書跡 紙本墨書嗔銘 白隠筆 江戸 
中期 

昭 49.7.10 
（1974） 

福富 1072 少林寺 

182 有形 書跡 舎衛寺縁起 
南北朝
～室町 

昭 55.9.29 
（1980） 

城田寺
1821 舎衛寺 

183 有形 書跡 護国之寺縁起 
天正 8 
(1580)
以前 

昭 56.7.14 
（1981） 

長良雄総  
194－1 

護国之寺 

184 有形 典籍 大般若経 
平安～
戦国 

昭 46.8.10 
（1971） 

太郎丸  
597－1 

上諏訪神
社 

185 有形 典籍 大般若経 
平安・南
北朝・江
戸・明治 

昭 54.3.19 
（1979） 

長良雄総  
194－1 

護国之寺 

186 有形 典籍 両界念誦次第 鎌倉 
昭 55.9.29 
（1980） 

城田寺
1821 舎衛寺 

187 有形 考古資料 須恵器 奈良 昭 31.10.2 
（1956） 

(岐阜市
内） 

(個人所
有） 

188 有形 考古資料 龍門寺古墳出土品 1 号墳 古墳 
昭 40.4.28 
（1965） 

大宮町   
2－18－1 岐阜市 

189 有形 考古資料 龍門寺古墳出土品 12 号墳 古墳 
昭 40.4.28 
（1965） 

大宮町   
2－18－1 岐阜市 

190 有形 考古資料 龍門寺古墳出土品 13 号墳 古墳 昭 40.4.28 
（1965） 

大宮町   
2－18－1 

岐阜市 

191 有形 考古資料 龍門寺古墳出土品 14 号墳 古墳 
昭 40.4.28 
（1965） 

大宮町   
2－18－1 岐阜市 

192 有形 考古資料 龍門寺古墳出土品 15 号墳 古墳 
昭 40.4.28 
（1965） 

大宮町   
2－18－1 岐阜市 

193 有形 考古資料 史跡岐阜城跡（織田信長居館跡）出
土金箔飾り瓦 

戦国 平 25.11.6 
（2013） 

大宮町   
2－18－1 

岐阜市 
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表 7‐9 市指定文化財５ 

№ 区 分 名  称 時 代 指定年月日 所在地 所有者  
管理者 

194 有形 歴史資料 丸窓電車（モ 513 号車） 大正 
平 31.3.28 
（2019） 

橋本町
1-100 岐阜市 

195 有形 建造物 三輪神社社殿 桃山 
昭 43.4.17 
（1968） 三輪 965 三輪神社 

196 有形 建造物 岐阜別院経蔵 江戸 昭 50.7.10 
（1975） 

西野町 
3－1 

本願寺岐
阜別院 

197 有形 建造物 三輪神社石鳥居 江戸 
昭 51.8.23 
（1976） 三輪 965 三輪神社 

198 有形 建造物 護国之寺楼門 江戸 
昭 57.2.16 
（1982） 

長良雄総  
194－1 護国之寺 

199 有形 建造物 護国之寺奥之院 江戸 昭 59.3.19 
（1984） 

長良雄総  
194－1 

護国之寺 

200 有形 建造物 延算寺鐘楼 江戸 
昭 59.3.19 
（1984） 

岩井    
2－1－25 延算寺 

201 有形 建造物 名和昆虫研究所記念昆虫館 明治 
平 2.12.26 
（1990） 

大宮町 
2－18 

名和昆虫
研究所 

202 有形 建造物 妙照寺本堂 江戸 平 9.7.31 
（1997） 

梶川町 14 妙照寺 

203 有形 建造物 妙照寺庫裡 江戸 
平 9.7.31 
（1997） 梶川町 14 妙照寺 

204 有形 建造物 正法寺大仏殿 江戸 
平 27.4.7 
（2015） 

大仏町 8
番地 正法寺 

205 記念物 史跡 道三塚 江戸 昭 30.12.22 
（1955） 

長良福光
2495 

岐阜市 

206 記念物 史跡 土岐政房墓 戦国 
昭 30.12.22 
（1955） 

茜部寺屋
敷 （個人） 

207 記念物 史跡 成就院跡 戦国 
昭 30.12.22 
（1955） 

茜部寺屋
敷 （個人） 

208 記念物 史跡 黒野城跡 戦国 昭 30.12.22 
（1955） 

黒野 298
ほか 

岐阜市 

209 記念物 史跡 織田信長父子廟 江戸 
昭 30.12.22 
（1955） 

長良福光
2403－1 崇福寺 

210 記念物 史跡 切通陣屋跡 江戸 
昭 30.12.22 
（1955） 切通 （個人） 

211 記念物 史跡 奥平信昌夫妻墓 江戸 昭 31.4.17 
（1956） 

加納奥平
町   
1－22 

盛徳寺 

212 記念物 史跡 隠山円照禅師墓 戦国 昭 31.10.2 
（1956） 

寺町 19 瑞龍寺 

213 記念物 史跡 伝織田塚改葬地 江戸 昭 32.2.12 
（1957） 

神田町 
6－24 

円徳寺 

214 記念物 史跡 賀夫良命塚 古墳 
昭 32.2.12 
（1957） 金町 5－3 金神社 

215 記念物 史跡 御薗の榎 戦国 昭 32.10.1 
（1957） 

若宮町 1
－8 

橿森神社 

216 記念物 史跡 森田草平生誕の地 明治 昭 42.10.25 
（1967） 

鷺山
390-1 

岐阜市 

217 記念物 史跡 鎧塚古墳 古墳 
昭 44.12.16 
（1969） 粟野西 （個人） 

218 記念物 史跡 岩崎 1 号墳 古墳 昭 45.8.18 
（1970） 

岩崎字山
手 

（個人） 

219 記念物 史跡 日野 1 号墳 古墳 昭 45.8.18 
（1970） 

日野東 1
丁目 

（個人） 

220 記念物 史跡 石谷 1 号墳 古墳 
昭 46.4.14 
（1971） 

石谷字北
山 610－3 八幡神社 

221 記念物 史跡 正法寺跡 戦国 昭 47.9.7 
（1972） 

薬師町 25 正福寺 

222 記念物 史跡 智照院古墳 古墳 昭 55.3.18 
（1980） 

岩田西   
3－476 

智照院 
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表 7‐10 市指定文化財６ 

№ 区 分 名  称 時 
代 

指定年月日 所在地 所有者  
管理者 

223 記念物 史跡 西山 4 号墳 古墳 
昭 58.3.18 
（1983） 

長良六本
松 （個人） 

224 記念物 史跡 畑繋堤跡 江戸 
昭 62.3.17 
（1987） 

柳津町丸
野   
2－173 

畑繋堤跡
保存会 

225 記念物 史跡 上城田寺第 4 古墳群 古墳 平 10.5.18 
（1998） 

城田寺字
大平 

（個人） 

226 記念物 史跡 瑞龍寺山頂遺跡 弥生 
平 25.4.8 
（2013） 

上加納山
4700－1
ほか３筆 

瑞龍寺ほ
か 

227 記念物 史跡 織田塚 戦国 平 25.4.8 
（2013） 

霞町 18 岐阜市 

228 記念物 史跡 則武輪中跡・尉殿堤跡 江戸 
平 30.7.27 
（2018） 

則武   
565－1 ほ
か 

天神社 

229 記念物 史跡 長山城跡 戦国 
平 31.3.28 
（2019） 

芥見緑山
1-6106-1
ほか 

芳野神社 

230 記念物 名勝 真長寺の石庭 江戸 昭 46.8.10 
（1971） 

三輪 
778－1 

真長寺 

231 記念物 名勝 法華寺庭園 江戸 平 9.2.3 
（1997） 

三田洞
131 

法華寺 

232 記念物 天然記念物 円龍寺の大イチョウ ― 
昭 35.4.28 
（1960） 大門町 18 円龍寺 

233 記念物 天然記念物 延算寺のヤマモモ ― 昭 41.2.24 
（1966） 

岩井    
2－1－25 

延算寺 

234 記念物 天然記念物 次木のツバキ ― 昭 41.11.1 
（1966） 

次木 （個人） 

235 記念物 天然記念物 次木の藤九郎ギンナン ― 
昭 41.11.1 
（1966） 次木 （個人） 

236 記念物 天然記念物 上宮寺の大イチョウ ― 昭 43.7.9 
（1968） 

大門町 12 上宮寺 

237 記念物 天然記念物 日置江のモミジ ― 昭 50.6.14 
（1975） 

日置江 （個人） 

238 記念物 天然記念物 三輪神社のスギ ― 
昭 51.12.7 
（1976） 三輪 965 三輪神社 

239 記念物 天然記念物 北野神社のスギ ― 昭 52.9.27 
（1977） 

北野東
827 

北野神社 

240 記念物 天然記念物 古津のサザンカ ― 昭 55.3.18 
（1980） 

長良古津 （個人） 

241 記念物 天然記念物 三田洞弘法のボダイジュ ― 
昭 55.9.29 
（1980） 

三田洞
131 法華寺 

242 記念物 天然記念物 福満寺のサルスベリ ― 昭 55.9.29 
（1980） 

石谷 478 福満寺 

243 記念物 天然記念物 真聖寺のサザンカ ― 昭 57.2.16 
（1982） 

芥見  
2－91 

真聖寺 

244 記念物 天然記念物 高桑のムクノキ ― 昭 60.12.25 
（1985） 

柳津町高
桑   
1－167 

神明神社 

245 記念物 天然記念物 天満神社のシイ ― 
平元.5.30 
（1989） 福富 2137 天満神社 

246 記念物 天然記念物 大洞のシデコブシ群落 ― 
平 2.11.30 
（1990） 大洞緑山 岐阜市 

247 記念物 天然記念物 深坂神社のスギ ― 平 3.11.20 
（1991） 

洞 726 深坂神社 

248 記念物 天然記念物 岩滝のヤマモモ ― 
平 9.2.3 
（1997） 岩滝東 （個人） 

249 記念物 天然記念物 延算寺のコバノミツバツツジ群落 ― 
平 10.9.16 
（1998） 

岩井    
2－1－25 延算寺 

250 記念物 天然記念物 大洞のコバノミツバツツジ群落 ― 平 30.7.27 
（2018） 

大洞  
2－324 

岐阜市 
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表 7‐11 市指定文化財７ 

№ 区 分 名  称 時 代 指定年月日 所在地 所有者  
管理者 

251 記念物 天然記念物 真性寺のサルスベリ ― 
令 2.3.27 
（2020） 

長良
129-1 

河野真性
寺 

252 民俗 有形民俗 山車 ― 

昭 33.11.13 
（1958）※追加
指定昭 54. 
3.19(1979) 

伊奈波通  
1－1 

伊奈波神
社 

253 民俗 有形民俗 山車 ― 
昭 59.3.19 
（1984） 

加納天神
町 4－1 

加納天満
宮 

254 民俗 有形民俗 木造町神輿 ― 平 9.2.3 
（1997） 

木造町 49 木造町自
治会 

255 民俗 無形民俗 三輪神社稚児山の芸能 ― 
昭 57.2.16 
（1982） 三輪 965 

三輪まつ
り保存会 

256 民俗 無形民俗 高桑太鼓 ― 昭 63.3.17 
（1988） 

柳津町高
桑 2－
156 

高桑太鼓
保存会 

257 民俗 無形民俗 獅子門正式俳諧 ― 
平 20.3.27 
（2008） 

山県北野  
681 番地 獅子門 

258 民俗 無形民俗 鵜匠家に伝承する鮎鮓製造技術 ― 
平 22.3.29 
（2010） 長良 

岐阜長良
川鵜飼保

存会 

259 民俗 無形民俗 長良川鵜飼観覧船造船技術 ― 平 22.3.29 
（2010） 

湊町 391 （個人） 

260 民俗 無形民俗 長良川鵜飼観覧船操船技術 ― 
平 24.3.23 
（2012） 湊町 1－2 

長良川鵜
飼観覧船
操船技術
保存継承

会 

261 民俗 無形民俗 鵜匠装束（藁製品）製作技術 ― 
平 29.4.25 
（2017） 長良 

岐阜長良
川鵜飼保

存会 

262 民俗 無形民俗 伊奈波神社祭礼に伴う岐阜まつ
り行事 

― 平 31.3.28 
（2019） 

伊奈波通
1-1 

伊奈波神
社、岐阜
まつり宵
宮実行委

員会 
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表 7‐12 国登録文化財 

№ 区 分 名  称 時 代 指定年月日 所在地 所有者  
管理者 

263 有形 建造物 名和昆虫博物館 大正 8 年 
平 8.12.20 
（1996） 

千畳敷大
道西 
308－1 

名和昆虫
研究所 

264 有形 建造物 鏡岩水源地旧エンジン室 昭和 5 年 平 13.8.28 
（2001） 

鏡岩
408-2 
米廩谷
1-2 

岐阜市上
下水道事

業部 

265 有形 建造物 鏡岩水源地旧ポンプ室 昭和 5 年 
平 13.8.28 
（2001） 

鏡岩
408-2 
米廩谷
1-1～2 

岐阜市都
市建設部 

266 有形 建造物 岐阜公園三重塔 大正 6 年 平 17.11.10 
（2005） 

槻谷  
13－2 

岐阜市 

267 有形 建造物 葛西家住宅主屋 明治 28 年 平 17.11.10 
（2005） 

敷島町 （個人） 

268 有形 建造物 葛西家住宅長屋門 明治 28 年 
平 17.11.10 
（2005） 敷島町 （個人） 

269 有形 建造物 震災紀念堂 明治 26 年 平 18.8.3 
（2006） 

若宮町 （個人） 

270 有形 建造物 旧松喜仏壇店店舗兼主屋 明治 44 年 平 20.10.23 
（2008） 

白木町 （個人） 

271 有形 建造物 旧櫻井銘木店店舗兼住宅 明治後半 
平 23.7.25 
（2011） 元浜町 （個人） 

272 有形 建造物 旧櫻井銘木店土蔵 明治前半 平 23.7.25 
（2011） 

元浜町 （個人） 

273 有形 建造物 空穂屋店舗兼主屋 明治 25 年頃 平 25.6.21 
（2013） 

靱屋町 （個人） 

274 有形 建造物 空穂屋土蔵 明治中期 
平 25.6.21 
（2013） 靱屋町 （個人） 

275 有形 建造物 抱石庵（久松真一記念館） 大正 2 年 平 29.10.27 
（2017） 

長良福光 （個人） 

276 有形 建造物 藤田家住宅主屋 明治 45 年頃 
平 30.11.2 
（2018） 東材木町 （個人） 

277 有形 建造物 藤田家住宅土蔵 昭和 4 年 平 30.11.2 
（2018） 

東材木町 （個人） 

278 民俗 有形民俗 岐阜提灯の製作用具及び製品 ― 
平 28.3.2 
（2016） 

大宮町  
2-18-1 岐阜市 
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表 7‐13 文化的景観の重要な構成要素１ 

種別 番号 名  称 所在地区 所有者等 文化財等指定状況 

Ａ 

区 

域 

1 長良川 長良川地区 国土交通省 景観重要河川 

2 金華山 金華山地区 林野庁 
金華山国有林 

国指定岐阜城跡 

3 
長良自治会連合会範囲 

鵜飼屋景観まちづくり協議会範囲 
鵜飼屋地区 民間   

4 金華自治会連合会範囲 
旧城下町地区 

川原町地区 
民間   

5 川原町まちづくり会範囲 川原町地区 民間   

6 井の口まちづくり会範囲 旧城下町地区 民間   

7 伊奈波界隈まちつくり会範囲 旧城下町地区 民間   

Ｂ 

道 

路 

8 市道長良 1 号線 鵜飼屋地区 岐阜市   

9 市道長良 2 号線 鵜飼屋地区 岐阜市   

10 市道長良 3 号線 鵜飼屋地区 岐阜市   

11 市道長良 4 号線  鵜飼屋地区 岐阜市   

12 市道長良 4 の 1 号線 鵜飼屋地区 岐阜市   

13 市道長良 5 号線 鵜飼屋地区 岐阜市   

14 市道長良 5 の 1 号線 鵜飼屋地区 岐阜市   

15 市道長良 5 の 2 号線 鵜飼屋地区 岐阜市   

16 市道長良 7 号線  鵜飼屋地区 岐阜市   

17 市道長良 8 号 鵜飼屋地区 岐阜市   

18 市道長良 8 の 3 号線 鵜飼屋地区 岐阜市   

19 市道長良 23 号線 鵜飼屋地区 岐阜市   

20 市道鵜飼屋東西線 鵜飼屋地区 岐阜市   

21 市道長良南町長良北町線（旧高富街道） 鵜飼屋地区 岐阜市   

22 市道長良 10 号線  鵜飼屋地区 岐阜市   

23 市道長良 10 の 2 号線 鵜飼屋地区 岐阜市   

24 市道東材木町湊町線（旧高富街道） 
旧城下町地区 

川原町地区 
岐阜市 景観重要道路 

25 市道島 403 号線  川原町地区 岐阜市 景観重要道路 

26 市道元浜町支線  川原町地区 岐阜市 景観重要道路 

27 市道玉井町南北線  川原町地区 岐阜市 景観重要道路 

28 市道堤外支線 川原町地区 岐阜市 景観重要道路 

29 市道松ヶ枝町湊町線 旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

30 市道山口町木挽町線 旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

31 市道梶川町元浜線  
旧城下町地区 

川原町地区 
岐阜市 景観重要道路 

32 市道今町 4 丁目元浜町線  
旧城下町地区 

川原町地区 
岐阜市   
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表 7‐14 文化的景観の重要な構成要素２ 

種別 番号 名  称 所在地区 所有者等 文化財等指定状況 

Ｂ 

道 

路 

33 市道本町 2 丁目西材木町線 旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

34 市道上茶屋町木挽町線 旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

35 市道木挽町大宮町１丁目線 旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

36 市道西材木町上茶屋町線 旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

37 市道中大桑町千畳敷下大道西線  旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

38 市道本町 4 丁目大仏町線 旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

39 市道松下町支線  旧城下町地区 岐阜市   

40 市道松ヶ枝町松下町 1 号線  旧城下町地区 岐阜市   

41 市道松ヶ枝町松山町線 旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

42 市道夕陽ヶ丘岩戸線の 1 旧城下町地区 岐阜市   

43 市道夕陽ヶ丘支線 旧城下町地区 岐阜市   

44 市道四屋町本町 4 丁目線  旧城下町地区 岐阜市   

45 市道本町 7 丁目線 旧城下町地区 岐阜市   

46 市道本町 4 丁目下新町線 旧城下町地区 岐阜市   

47 
市道本町２丁目支線（岐阜街道（御鮨

街道）） 
旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

48 市道靭屋町線（岐阜街道（御鮨街道）） 旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

49 市道米屋町線（岐阜街道（御鮨街道）） 旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

50 
市道白木町常盤町線（岐阜街道（御鮨

街道）） 
旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

51 市道中竹屋町中大桑町線 旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

52 市道松屋町栄扇町線 旧城下町地区 岐阜市   

53 市道矢島町 1 丁目伊奈波通 1 丁目線 旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

54 市道矢島町 2 丁目松屋町線 旧城下町地区 岐阜市   

55 市道矢島町 2 丁目若松町線 旧城下町地区 岐阜市   

56 市道矢島町 2 丁目西野町 2 丁目線 旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

57 市道堀江町本町 6 丁目線 旧城下町地区 岐阜市   

58 市道矢島町 1 丁目末広町線 旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

59 市道伊奈波通 1 丁目本町 1 丁目線  旧城下町地区 岐阜市 景観重要道路 

60 市道万力町線 旧城下町地区 岐阜市   

61 市道万力町支線 旧城下町地区 岐阜市   

62 市道伊奈波通 1 丁目白木町線 旧城下町地区 岐阜市   

63 市道白木町線  旧城下町地区 岐阜市   

64 市道水ノ手支線（金華山登山道） 金華山地区 岐阜市   

65 市道百曲支線（金華山登山道）  金華山地区 岐阜市   

66 市道金華山登山本線（金華山登山道） 金華山地区 岐阜市   

67 市道七曲支線（金華山登山道） 金華山地区 岐阜市   

68 市道達目線（金華山登山道）  金華山地区 岐阜市   

69 鼻高ハイキングコース（金華山登山道） 金華山地区 岐阜市   
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表 7‐15 文化的景観の重要な構成要素３ 

種別 番号 名  称 所在地区 所有者等 文化財等指定状況 

Ｃ
水
路
等 

70 忠節放水路(湊コミュニティ水路） 川原町地区 岐阜市 景観重要水路 

71 今泉排水路（総構堀跡） 旧城下町地区 岐阜市   

72 梶川堀跡 旧城下町地区 岐阜市   

Ｄ 

建 

築 

物 

73 岐阜公園三重塔 金華山地区 岐阜市 登録有形文化財 

74 岐阜城復興天守 金華山地区 岐阜市 日本遺産構成文化財 

75 鏡岩水源地旧エンジン室 川原町地区 岐阜市 登録有形文化財 

76 鏡岩水源地旧ポンプ室 川原町地区 岐阜市 登録有形文化財 

77 旧櫻井銘木店（重要な家屋） 川原町地区 民間 
登録有形文化財 

都市景観重要建築物 

78 旧松喜仏壇店（重要な家屋） 旧城下町地区 民間 登録有形文化財 

79 空穂屋（重要な家屋）  旧城下町地区 民間 登録有形文化財 

80 近藤家（重要な家屋 川原町地区 民間   

81 丹羽家（重要な家屋） 旧城下町地区 民間   

82 旧麩兵（重要な家屋） 旧城下町地区 民間   

83 山下鵜匠家（マルイチ）（重要な家屋） 鵜飼屋地区 民間 日本遺産構成文化財 

84 杉山鵜匠家（マルワ）（重要な家屋） 鵜飼屋地区 民間 日本遺産構成文化財 

85 杉山鵜匠家（ワチガイ）（重要な家屋）  鵜飼屋地区 民間 日本遺産構成文化財 

86 山下鵜匠家（マルヤマ）（重要な家屋）  鵜飼屋地区 民間 日本遺産構成文化財 

87 杉山鵜匠家（ヤマジョウ）（重要な家屋） 鵜飼屋地区 民間 日本遺産構成文化財 

88 杉山鵜匠家（マルヨ）（重要な家屋） 鵜飼屋地区 民間 日本遺産構成文化財 

89 徳廣別館（重要な家屋）  旧城下町地区 民間   

90 後楽荘（重要な家屋） 旧城下町地区 民間 日本遺産構成文化財 

91 川原町屋（重要な家屋） 川原町地区 民間 
景観重要建造物 

日本遺産構成文化財 

Ｄ
・
Ｆ
建
築
物
・
敷
地 

92 神明神社 鵜飼屋地区 宗教法人   

93 庚申堂  川原町地区 宗教法人   

94 青面山般若寺 旧城下町地区 宗教法人   

95 教圓山地蔵寺 旧城下町地区 宗教法人   

96 金鳳山正法寺 旧城下町地区 宗教法人 

大仏殿：市重要文化財 

(大仏：県重要文化財) 

日本遺産構成文化財 

97 鷲林山常在寺 旧城下町地区 宗教法人   

98 三光山妙照寺 旧城下町地区 宗教法人 
市重要文化財 

日本遺産構成文化財 

99 鳳堆山法運寺 旧城下町地区 宗教法人   

100 大雄山妙覚院誓願寺 旧城下町地区 宗教法人   

101 善光寺安乗院 旧城下町地区 宗教法人   

Ｅ
工
作
物 

102 折戸橋 川原町地区 岐阜市   

103 霞橋 川原町地区 岐阜市   

104 美登里橋 川原町地区 岐阜市   
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表 7‐16 日本遺産の構成文化財１ 
 

番号 文化財の名称 ストーリーの中の位置づけ 指定等の状況 

１ 岐阜城跡 

信長の居城。山上の城郭と山麓の居館の 2 ヶ所でもてなし

が行われた。江戸時代も尾張藩主らが見物に訪れており、

明治以降になると一般に開放された。 

国史跡 

２ 岐阜城復興天守 

天守からの眺めは多くの人を魅了した。その姿は、遠くか

らでも存在感を示し、岐阜市のシンボルとして親しまれて

いる。現在は昭和 31 年に造られた２代目の復興天守。 

未指定 

３ 
史跡岐阜城跡(織田信長

居館跡)出土金箔飾り瓦 

岐阜城山麓のもてなしの場である中心建物を飾った金箔

瓦。日本で初めて城郭で用いられた。 
市重要文化財 

４ 長良川の鵜飼漁の技術 

近世以前からの伝統を継承した漁法。信長をはじめとする

時の権力者は、鵜飼見物をおもてなしとして用いた。江戸

時代以降もチャップリンをはじめ、世界の賓客が見物して

いる。 

国重要無形民俗

文化財 

５ 長良川鵜飼用具 
長良川の鵜飼に関する用具一式。鵜匠の伝統的な装束は江

戸時代後期には成立した。 

国重要有形民俗

文化財 

６ 
長良川鵜飼観覧船造船

技術 

客を乗せるために屋根を備えた観覧船の需要が高まり、他

の川船と異なる観覧船造船技術が発達した。 

市無形民俗文化

財 

７ 
長良川鵜飼観覧船操船

技術 

船からの鵜飼見物を支える船頭の操船技術。河床が川石で

ある環境に合わせ、サオを主体にカイを併用する操船技術

が発達した。 

市無形民俗文化

財 

８ 
鵜匠家に伝承する鮎鮓

製造技術 

古代から献上品として珍重されてきた鮎鮨の製造技術。岐

阜の食文化を示すもので、今も年末年始の贈答用に製造さ

れている。 

市無形民俗文化

財 

９ 長良川まつり・鮎供養 

鵜飼にまつわる祭事。旧暦６月６日に神明神社で行われる

水運安全祈願の祭礼で、同じ日には鵜匠をはじめとする関

係者による鮎供養の祭事が行われる。 

未指定 

10 船上の遊宴文化 

長良川の舟遊びの文化。中世においても鵜飼観覧と舟遊び

は一体のものであった。現在も長良川鵜飼から生まれた小

唄「風折烏帽子」などの伝統的な遊興文化が良好に継承さ

れている。 

未指定 

11 
長良川中流域における

岐阜の文化的景観 

もてなしの舞台となった長良川、岐阜城・金華山、城下町

一帯の景観。街区などのまちの骨格は戦国時代にまでさか

のぼる。 

国重要文化的景

観 

12 後楽荘（日本料理店） 
まちでのおもてなしの場のひとつ。明治時代以降、金華山

を眺望できる部屋で客をもてなした。 

文化的景観 

重要な構成要素 

13 川原町屋（喫茶店） 

まちでのおもてなしの場のひとつ。天守を眺望できる部屋

をもうけて、客をもてなした。部屋は明治末の復興天守建

設を受けて造られた。 

文化的景観 

重要な構成要素 

14 鵜匠家 

鵜飼屋地区に存在する６件の鵜匠の家。主屋のほか、鵜の

世話や漁の運営に必要な鳥屋、水場、松小屋などが設けら

れている。 

文化的景観 

重要な構成要素 
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表 7‐17 日本遺産の構成文化財２ 
番号 文化財の名称 ストーリーの中の位置づけ 指定等の状況 

15 川原町のまちなみ 

川湊の近くに発展した集落。かつては多くの紙問屋や材木

問屋が軒を連ね、現在も独特の白木の格子が続く美しい町

並みが継承されている。 

一部の建物は文化的景観の重要な構成要素となっている。 

文化的景観 

重要な構成要素 

16 御鮨街道のまちなみ 

当時の主要道路。江戸時代、鮎鮨を江戸まで運んだため御

鮨街道と呼ばれるようになった。現在も旧紙問屋など多く

の店舗が立ち並ぶ。 

文化的景観 

重要な構成要素 

17 妙照寺本堂・庫裏 

江戸時代、松尾芭蕉が約１ヶ月滞在した寺。芭蕉はここを

拠点に金華山登山や鵜飼見物を行った。また岐阜御成の際

には藩主の休憩所ともなった。 

市重要文化財 

18 
楽市楽座制札附織田信

長百姓帰住制札５点 

当時のまちのにぎわいを物語る資料。信長がまちの活性化

のため出した制札。 
国重要文化財 

19 善光寺 

山科言継が訪れた城下町の名所で、滞在中に２度お参りに

訪れている。信長の嫡子信忠により信州の善光寺如来が移

されていた時期もあった。 

未指定 

20 法華寺 

山科言継が訪れた城下町の名所。信長の入城後に清須から

移転したと伝えられる寺で、言継は長良川とセットで訪れ

ている。 

未指定 

21 御薗の榎 

当時のまちのにぎわいを物語る場所。楽市の市神として祀

られたとされる榎で、江戸時代、朝日文左衛門は金華山観

光をする前に立ち寄っている。 

市史跡 

22 伊奈波神社 
天文８（1539）年、築城に伴い斎藤道三が金華山から現在

地に移したと伝えられる。岐阜市の総氏神で旧県社。 
未指定 

23 岐阜まつり 

中世から続く伊奈波神社の祭礼。現在は 4 月第 1 土曜日に

行われている。江戸時代の史料には 27 台の山車が描かれ

るなど町を挙げての祭りであった。 

現在残されている４台の山車は、市の文化財に指定されて

いる。 

市有形民俗文化

財 

24 正法寺（岐阜大仏） 

材木や竹、和紙等からなる民芸的な大仏は、大仏殿と一体

で造られ、町のランドマークになっている。 

武家屋敷跡地に立地しており、まちでのおもてなしの拠点

の一つ。近年まで境内で精進料理も提供していた。 

文化的景観 

重要な構成要素 

県重要文化財 

市重要文化財 

25 岐阜提灯 

上流から運ばれた美濃和紙と近隣で産出された良質の竹

を利用して造られる工芸品。言継の記録にある、京都まで

評判が知れ渡っていた美濃の灯篭は、この提灯であった可

能性がある。 

国登録有形民俗

文化財 

26 岐阜団扇 

美濃の手漉き和紙と良質な竹を用いて作られた工芸品。室

町時代には岐阜の団扇が宮中に献上されていたとの記録

がある。 

未指定 

27 岐阜和傘 

江戸時代、下級武士の内職として奨励されたことにより、

地場産業としての基礎が確立された。現在も、加納地区を

中心に伝統の技が受け継がれている。 

未指定 
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２ 埋蔵文化財包蔵地一覧 

表 7‐18 岐阜市の埋蔵文化財包蔵地一覧表１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧

石
器

縄

文

弥

生

古

墳

古

代

中

世

戦

国

近

世

1 奥遺跡 遺物散布地 網代

2 下雛倉Ａ遺跡 遺物散布地 網代

3 下雛倉Ｂ遺跡 遺物散布地 網代

4 佐野遺跡 遺物散布地 方県

5 本郷山古墳群 古墳群 方県

6 石田沖古墳 古墳 三輪北

7 大廻古墳群 古墳群 三輪北

8 北野遺跡 遺物散布地 三輪北

9 秋沢第１古墳群 古墳群 網代

10 秋沢第２古墳群 古墳群 網代

11 秋沢Ａ遺跡 遺物散布地 網代

12 秋沢Ｂ遺跡 遺物散布地 網代

13 秋沢Ｃ遺跡 遺物散布地 網代

14 秋沢Ｄ遺跡 遺物散布地 網代

15 秋沢大洞古墳群 古墳群 網代

16 中山窯跡 生産遺跡 網代

17 則松遺跡 遺物散布地 網代

18 宇田古墳群 古墳群 網代

19 宇田遺跡 遺物散布地 網代

20 明音寺古墳群 古墳群 西郷

21 大洞中世墓 その他の墓 網代

22 則松第１古墳群 古墳群 網代

23 則松第２古墳群 古墳群 網代

24 安食古墳群 古墳群 方県

25 村山遺跡 遺物散布地 方県

26 岩利古墳 古墳 方県

27 岩利洞前遺跡 遺物散布地 方県

28 彦坂古墳群 古墳群 方県

29 須山古墳群 古墳群 方県

30 須山窯跡群 生産遺跡 方県

31 彦坂遺跡 遺物散布地 方県

32 石谷１号墳 古墳 方県

32 石谷古墳群 古墳群 方県

33 西粟野古墳群 古墳群 岩野田北

34 椿洞遺跡 遺物散布地 常磐

35 太郎丸Ａ遺跡 遺物散布地 三輪南

36 太郎丸Ｂ遺跡 遺物散布地 三輪南

37 内山古墳群 古墳群 三輪南

38 寺洞古墳群 古墳群 三輪南

39 岩野田古墳群 古墳群 岩野田

40 粟野古墳群 古墳群 岩野田

41 前河原古墳群 古墳群 三輪北

42 東洞古墳群 古墳群 三輪北

43 東北浦古墳群 古墳群 三輪南

44 福富古墳群 古墳群 三輪南

45 福富遺跡 遺物散布地 三輪南

番号 遺跡名 所在地区種類

時代
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表 7‐19 岐阜市の埋蔵文化財包蔵地一覧表２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧

石
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縄

文

弥

生

古

墳

古

代

中

世

戦

国

近

世

46 福富出口遺跡 遺物散布地 三輪南

47 三輪古墳群 古墳群 三輪北

48 真長寺山上遺跡 遺物散布地 三輪北

49 三輪宮西遺跡 遺物散布地 三輪北

50 三輪中世墓 その他の墓 三輪北

51 三輪遺跡 遺物散布地 三輪北

52 小山遺跡 遺物散布地 三輪北

53 北野南遺跡 遺物散布地 三輪北

54 門屋門遺跡 遺物散布地 三輪北

55 上西郷Ａ遺跡 遺物散布地 西郷

56 上西郷Ｂ遺跡 遺物散布地 西郷

57 上西郷Ｃ遺跡 遺物散布地 西郷

58 犬塚遺跡 遺物散布地 黒野

59 犬塚古墳群 古墳群 黒野

60 御望Ａ遺跡 遺物散布地 黒野

61 御望Ｂ遺跡 遺物散布地 黒野

62 御望Ｃ遺跡 遺物散布地 黒野

63 中西郷Ａ遺跡 遺物散布地 西郷

64 中西郷Ｂ遺跡 遺物散布地 西郷

65 中西郷Ｃ遺跡 遺物散布地 西郷

66 船来山古墳群 古墳群 西郷

67 中西郷中遺跡 遺物散布地 西郷

68 小西郷遺跡 遺物散布地 七郷

69 小西郷鶴木遺跡 遺物散布地 七郷

70 御望古墳群 古墳群 黒野

71 洞第１古墳群 古墳群 黒野

72 洞第２古墳群 古墳群 黒野

73 洞山上遺跡 遺物散布地 黒野

74 黒野洞遺跡 遺物散布地 黒野

75 今川遺跡 遺物散布地 黒野

76 小野Ａ遺跡 遺物散布地 西郷

77 小野Ｂ遺跡 遺物散布地 西郷

78 下西郷Ａ遺跡 遺物散布地 西郷

79 下西郷Ｂ遺跡 遺物散布地 西郷

80 下西郷Ｃ遺跡 遺物散布地 西郷

81 下西郷Ｄ遺跡 遺物散布地 西郷

82 下西郷一本松遺跡 集落跡 七郷

83 黒野城下町遺跡 城館・城下町 黒野

84 上城田寺第１古墳群 古墳群 常磐

85 上城田寺第２古墳群 古墳群 常磐

86 上城田寺第３古墳群 古墳群 常磐

87 上城田寺第４古墳群 古墳群 常磐

88 上城田寺遺跡 遺物散布地 常磐

89 坂尻古墳群 古墳群 常磐

90 城田寺葭原遺跡 遺物散布地 常磐

種類

時代

所在地区番号 遺跡名
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表 7‐20 岐阜市の埋蔵文化財包蔵地一覧表３ 
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91 鎌磨遺跡 遺物散布地 常磐

92 鎌磨古墳群 古墳群 常磐

93 下城田寺中世墓 その他の墓 常磐

94 下城田寺遺跡 遺物散布地 常磐

95 正明寺城之前遺跡 集落跡 鷺山

96 下土居遺跡 遺物散布地 鷺山

97 下土居若宮遺跡 集落跡 鷺山

98 下土居北門遺跡 集落跡 鷺山

99 鷺山古墳群 古墳群 鷺山

100 鷺山市場遺跡 遺物散布地 鷺山

101 椿洞第１古墳群 古墳群 常磐

102 椿洞第２古墳群 古墳群 常磐

103 椿洞第３古墳群 古墳群 常磐

104 鎧塚古墳 古墳 常磐・岩野田他

105 椿洞打越古墳群 古墳群 常磐

106 打越北山古墳群 古墳群 常磐

107 鶴山古墳群 古墳群 常磐・岩野田

108 山向古墳群 古墳群 常磐

109 岩崎１号墳 古墳 岩野田

109 岩崎第１古墳群 古墳群 岩野田

110 岩崎第２古墳群 古墳群 岩野田

111 打越遺跡 遺物散布地 常磐

112 中野古墳群 古墳群 常磐

113 西屋敷古墳群 古墳群 常磐

114 富塚古墳 古墳 常磐

115 八代遺跡 遺物散布地 長良西

116 福光東Ａ遺跡 遺物散布地 長良西

117 福光東Ｂ遺跡 遺物散布地 長良西

118 西野々遺跡 集落跡 長良東

119 長良天神遺跡 遺物散布地 長良

120 鷺山治郎丸遺跡 遺物散布地 鷺山・長良西

121 太田遺跡 遺物散布地 長良西

122 鷺山仙道遺跡 遺物散布地 鷺山

123 城之内遺跡 集落跡 長良東・長良

124 鷺山蝉遺跡 遺物散布地 鷺山・長良西

125 福光花ノ木町遺跡 遺物散布地 長良西

126 三田洞古墳群 古墳群 岩野田

127 西山４号墳 古墳 長良東

127 西山第１古墳群 古墳群 長良東

128 西山第２古墳群 古墳群 長良東

129 西山洞古墳群 古墳群 長良東

130 長良福泉遺跡 遺物散布地 長良東

131 龍門寺遺跡 遺物散布地 長良東

132 龍門寺古墳群 古墳群 長良東

133 長良窯跡群 生産遺跡 長良東

134 志段見第１古墳群 古墳群 長良東

135 志段見第２古墳群 古墳群 長良東

番号 遺跡名 種類

時代

所在地区
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表 7‐21 岐阜市の埋蔵文化財包蔵地一覧表４ 
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136 長良志段見遺跡 遺物散布地 長良東

137 岩井古墳群 古墳群 藍川・三輪南

138 番場山第１古墳群 古墳群 藍川

139 番場山第２古墳群 古墳群 藍川

140 番場山第３古墳群 古墳群 藍川

141 番場山第４古墳群 古墳群 藍川

142 北長塚古墳群 古墳群 藍川

143 北長塚遺跡 遺物散布地 藍川

144 加野西畑遺跡 遺物散布地 藍川

145 加野南遺跡 遺物散布地 藍川

146 大蔵山古墳 古墳 藍川

147 長良古津遺跡 遺物散布地 長良東

148 溝口中遺跡 遺物散布地 三輪南

149 芥見町屋遺跡 遺物散布地 芥見

150 東山古墳群 古墳群 芥見

151 北山古墳群 古墳群 芥見東

152 大船古墳群 古墳群 芥見

153 芥見長山遺跡 集落跡 芥見

154 蓑笠山古墳群 古墳群 芥見

155 大洞古墳群 古墳群 芥見東

156 大洞窯跡群 生産遺跡 芥見東

157 西改田村前遺跡 遺物散布地 七郷

158 西改田宮西遺跡 遺物散布地 七郷

159 上尻毛高田遺跡 遺物散布地 七郷

160 又丸遺跡 遺物散布地 七郷

161 又丸宮東遺跡 遺物散布地 七郷

162 曽我屋Ａ遺跡 遺物散布地 合渡

163 曽我屋Ｂ遺跡 遺物散布地 合渡

164 曽我屋Ｃ遺跡 遺物散布地 合渡

165 川部Ａ遺跡 遺物散布地 七郷

166 川部Ｂ遺跡 遺物散布地 七郷

167 川部Ｃ遺跡 遺物散布地 七郷

168 又丸柳町遺跡 遺物散布地 七郷

169 東改田再勝遺跡 遺物散布地 七郷

170 木田遺跡 遺物散布地 木田

171 上尻毛八幡遺跡 遺物散布地 七郷

172 東島寺屋敷遺跡 遺物散布地 島

173 鍵屋廃寺遺跡 寺院 木之本

174 鍵屋古墳 古墳 木之本

175 岐阜城下町遺跡 城下町 金華

176 岐阜奉行所跡 奉行所跡 金華

177 岐阜城千畳敷遺跡 城館 金華

178 岐阜城跡 城館 金華

179 北洞古墳群 古墳群 金華

180 権現山古墳群 古墳群 梅林・金華

番号 遺跡名 種類

時代

所在地区
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表 7‐22 岐阜市の埋蔵文化財包蔵地一覧表５ 
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181 上加納山古墳群 古墳群 梅林

182 鶯谷遺跡 遺物散布地 金華

183 水道山遺跡 遺物散布地 梅林・金華

184 瑞龍寺山西遺跡 遺物散布地 梅林

185 瑞龍寺山頂遺跡 遺物散布地 梅林

186 瑞龍寺山東遺跡 遺物散布地 梅林

187 岩戸古墳群 古墳群 長森西

188 美殿町遺跡 遺物散布地 梅林

189 殿町遺跡 遺物散布地 梅林

190 瑞龍寺山第１古墳群 古墳群 梅林

191 瑞龍寺山第２古墳群 古墳群 梅林

192 瑞龍寺山第３古墳群 古墳群 梅林

193 厚見寺遺跡 寺院 梅林

194 篠ヶ谷遺跡 遺物散布地 梅林

195 金園町遺跡 遺物散布地 梅林

196 梅林小学校遺跡 遺物散布地 梅林

197 雄総第１古墳群 古墳群 長良東

198 雄総第２古墳群 古墳群 長良東

199 護国之寺遺跡 遺物散布地 長良東

200 日野１号墳 古墳 日野

200 日野第１古墳群 古墳群 日野

201 日野第２古墳群 古墳群 日野

202 蝮塚古墳 古墳 日野

203 岩戸山古墳 古墳 長森西

204 二軒屋遺跡 遺物散布地 長森西

205 北一色古墳群 古墳群 長森北

206 野一色古墳群 古墳群 長森北

207 北一色Ａ遺跡 遺物散布地 長森北

208 北一色Ｂ遺跡 遺物散布地 長森西

209 岩田西遺跡 遺物散布地 岩

210 岩田古墳群 古墳群 岩

210 智照院古墳 古墳 岩

211 鍋坂古墳 古墳 岩

212 船伏山古墳群 古墳群 日野

213 日野窯跡群 生産遺跡 日野

214 岩田坂古墳群 古墳群 岩

215 岩田坂窯跡群 生産遺跡 岩

216 日野北石神遺跡 遺物散布地 日野

217 奥洞窯跡群 生産遺跡 岩

218 寺田遺跡 集落跡 日野

219 日野遺跡 集落跡 日野

220 寺田轟遺跡 遺物散布地 日野

221 雨池遺跡 遺物散布地 長森東

222 雨池東遺跡 遺物散布地 長森東

223

224 琴塚古墳 古墳 長森東

225

番号 遺跡名 種類

時代

所在地区

※欠番  282琴塚遺跡に統合

※欠番  282琴塚遺跡に統合
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表 7‐23 岐阜市の埋蔵文化財包蔵地一覧表６ 
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226 岩田東Ａ遺跡 遺物散布地 岩

227 岩田東Ｂ遺跡 遺物散布地 岩

228 老洞窯跡群 生産遺跡 芥見

229 朝倉窯跡群 生産遺跡 芥見

230 朝倉古墳群 古墳群 芥見

231 朝倉遺跡 遺物散布地 芥見

232 岩滝古墳群 古墳群 岩

233 岩滝西Ａ遺跡 遺物散布地 岩

234 岩滝西Ｂ遺跡 遺物散布地 岩

235 岩滝西Ｃ遺跡 遺物散布地 岩

236 岩滝Ａ遺跡 集落跡 岩

237 岩滝Ｂ遺跡 遺物散布地 岩

238 法花寺古墳群 古墳群 岩

239 岩滝窯跡群 生産遺跡 岩

240 鏡島城跡推定地 城館 鏡島

241 市橋Ａ遺跡 遺物散布地 市橋

242 市橋Ｂ遺跡 遺物散布地 市橋

243 宇佐遺跡 遺物散布地 三里

244 大宝廃寺遺跡 寺院 徹明

245 荒屋前遺跡 遺物散布地 三里

246 六条北遺跡 遺物散布地 三里

247 六条南遺跡 遺物散布地 三里

248 六条東遺跡 遺物散布地 三里

249 加納梅田町遺跡 遺物散布地 加納西

250 六条遺跡 遺物散布地 三里

251 江東遺跡 遺物散布地 三里

252 大野遺跡 遺物散布地 茜部

253 茜部本郷Ａ遺跡 遺物散布地 茜部

254 茜部本郷Ｂ遺跡 遺物散布地 茜部

255 水主町遺跡 遺物散布地 茜部

256 茜部大川遺跡 遺物散布地 茜部

257 溝旗町遺跡 遺物散布地 白山

258 鶴田町遺跡 遺物散布地 白山

259 竜田町遺跡 遺物散布地 華陽

260 華陽小学校遺跡 遺物散布地 華陽

261 祈年町遺跡 遺物散布地 華陽

262 加納城跡 城館 加納

263 下川手遺跡 遺物散布地 厚見

264 上川手遺跡 遺物散布地 厚見

265 東川手遺跡 遺物散布地 厚見

266 平塚古墳群 古墳群 長森西

267 前一色古墳群 古墳群 長森北

268 前一色遺跡 遺物散布地 長森北

269 長森岩地遺跡 遺物散布地 長森東

270 蔵前遺跡 遺物散布地 長森南

番号 遺跡名 種類
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表 7‐24 岐阜市の埋蔵文化財包蔵地一覧表７ 
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271 高田遺跡 遺物散布地 長森南

272 東鶉Ａ遺跡 遺物散布地 鶉

273 東鶉Ｂ遺跡 遺物散布地 鶉

274 茜部寺屋敷遺跡 遺物散布地 茜部

275 茜部辰新遺跡 遺物散布地 茜部

276 安食上洞遺跡 遺物散布地 方県

277 白山神社古墳 古墳 三輪南

278 日野不動洞遺跡 中世墓・瓦窯 日野

279 加納城下町遺跡 城下町・宿場町 加納

280 中河原遺跡 集落跡 金華

281 岐阜城周辺砦群 砦跡 金華

282 琴塚遺跡 遺物散布地 長森東

283 一柳氏宅跡 城館跡 京町

284 中山道 街道 加納・合渡他

285 長山城跡 城館跡 芥見東

286 河渡城跡 城館跡 合渡

287 北野城跡 城館跡 三輪北

288 奥村城跡 城館跡 網代

289 祐向山城跡 城館跡 網代

290 掛洞城跡 城館跡 網代

291 高桑城跡 城館跡 柳津

292 高桑城館跡 城館跡 柳津

293 大了寺古墳 古墳 柳津

294 畑間遺跡 遺物散布地 柳津

295 佐波城館 城館跡 柳津

296 柳津城跡 城館跡 柳津

297 安食遺跡 遺物散布地 方県

298 岩崎陣屋跡 城館跡 岩野田

299 達目洞古墳 古墳 日野

300 城田寺城跡 城館跡 常磐

301 小山城跡 城館跡 常磐

302 真福寺城跡 城館跡 長良東

303 茜部城跡 城館跡 茜部

304 日吉寺跡 社寺跡 三里

305 茶屋新田遺跡 遺物散布地 日置江

306 城ケ峰遺跡 遺物散布地 常磐

307 日置江城館跡 城館跡 日置江

308 中屋敷遺跡 遺物散布地 岩

309 中屋敷古墳 古墳 岩

310 芥見城館跡 城館跡 芥見

311 願成寺西遺跡 遺物散布地 芥見東

312 蟹田塚遺跡 遺物散布地 茜部

番号 遺跡名 種類

時代

所在地区
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３ 地域で大切にしている歴史遺産一覧 

表 7‐25 地域で大切にしている歴史遺産一覧表１ 

 
№ 名称 時代 所在地区 備考

1 有形 建造物 石原美術(旧日下部邸洋館) 大正 金華 近代化遺産調査

2 有形 建造物 十六銀行徹明支店 大正 徹明 近代化遺産調査

3 有形 建造物 霞橋 昭和 ― 近代化遺産調査

4 有形 建造物 忠節橋 昭和 ― 近代化遺産調査

5 有形 建造物 城田寺隧道 昭和 常盤 近代化遺産調査

6 有形 建造物 長良大橋 昭和 日置江 近代化遺産調査

7 有形 建造物 荒田川橋 昭和 厚美 近代化遺産調査

8 有形 建造物 境川橋 昭和 茜部 近代化遺産調査

9 有形 建造物 長良川橋梁 昭和 ― 近代化遺産調査

10 有形 建造物 忠節用水第２樋門 昭和 金華 近代化遺産調査

11 有形 建造物 忠節用水分水樋門 昭和 金華 近代化遺産調査

12 有形 建造物 今泉排水機場 昭和 本郷 近代化遺産調査

13 有形 建造物 荒田川・論田川排水機場 昭和 日置江 近代化遺産調査

14 有形 建造物 今泉排水樋門 昭和 本郷 近代化遺産調査

15 有形 建造物 岩船川堰堤群 明治 ― 近代化遺産調査

16 有形 建造物 忠節の特殊堤 昭和 京町 近代化遺産調査

17 有形 建造物 久保田外科 昭和 長良西 近代化遺産調査

18 有形 建造物 旧岐阜県庁 大正 明徳 近代化遺産調査

19 有形 建造物 水琴亭 昭和 金華 近代和風建築調査

20 有形 建造物 崇福寺 近世 長良 近世社寺建築調査

21 有形 建造物 円成寺 近世 合渡 近世社寺建築調査

22 有形 建造物 清水寺 近世 芥見 近世社寺建築調査

23 有形 建造物 現正寺 近世 金華 近世社寺建築調査

24 有形 建造物 東本願寺別院 近世 京町 近世社寺建築調査

25 有形 建造物 岡本太右衛門邸 近世 明徳 都市景観重要建物 他

26 有形 建造物 桑原善吉邸 江戸・明治 金華 景観重要建造物 他

27 有形 建造物 萬松館 明治 金華 身近な建造物

28 有形 建造物 笹川邸 ― 金華 身近な建造物

29 有形 建造物 正法寺 近世 金華 身近な建造物

30 有形 建造物 伊奈波神社 昭和 金華 身近な建造物

31 有形 建造物 郷邸 ― 黒野 身近な建造物

32 有形 建造物 上松邸 明治 鏡島 身近な建造物

33 有形 建造物 林春男邸 明治 金華 歴史的土木構造物

34 有形 建造物 平野和夫邸 明治 金華 都市景観重要建物

35 有形 建造物 旧青木医院 大正 金華 都市景観重要建物

36 有形 建造物 現NOA研究室 近世 金華 都市景観重要建物

37 有形 建造物 松井邸 明治 金華 都市景観重要建物

38 有形 建造物 後藤市三郎商店 近世 金華 都市景観重要建物

39 有形 建造物 川原町屋 明治 金華 景観重要建造物

40 有形 建造物 深尾商店 明治 金華 景観重要建造物

41 有形 建造物 桑原邸事務所 明治 金華 景観重要建造物

42 有形 建造物 野々垣邸 明治 金華 景観重要建造物

43 有形 建造物 後藤邸 大正 金華 景観重要建造物

44 有形 建造物 青木邸 明治 金華 景観重要建造物

45 有形 建造物 森邸 明治 厚見 景観重要建造物

46 有形 建造物 十六銀行富茂登出張所 明治 金華 景観重要建造物

47 有形 絵画 稲葉城趾之図 近世 金華 ワークショップ等

48 有形 歴史資料 梅林公園のＳＬ 昭和 梅林 ワークショップ等

49 記念物 史跡 奥村城跡 中世 網代 中世城館跡調査

50 記念物 史跡 則松城跡 中世 網代 中世城館跡調査

51 記念物 史跡 岩利城跡 中世 方県 中世城館跡調査

52 記念物 史跡 芦敷城跡 中世 方県 中世城館跡調査

53 記念物 史跡 彦坂城跡 中世 方県 中世城館跡調査

54 記念物 史跡 村山城跡 中世 方県 中世城館跡調査

55 記念物 史跡 上西郷城跡 中世 西郷 中世城館跡調査

区分
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表 7‐26 地域で大切にしている歴史遺産一覧表２ 

 

 

 

 

№ 名称 時代 所在地区 備考

56 記念物 史跡 石谷城跡 中世 方県 中世城館跡調査

57 記念物 史跡 鵜飼山城跡 中世 黒野 中世城館跡調査

58 記念物 史跡 御望陣屋跡 中世 黒野 中世城館跡調査

59 記念物 史跡 明神山城跡 中世 三輪 中世城館跡調査

60 記念物 史跡 太郎丸城跡 中世 三輪 中世城館跡調査

61 記念物 史跡 北野城跡 中世 三輪 中世城館跡調査

62 記念物 史跡 粟野陣屋跡 中世 岩野田 中世城館跡調査

63 記念物 史跡 粟野城跡 中世 岩野田 中世城館跡調査

64 記念物 史跡 岩崎陣屋跡 中世 岩野田 中世城館跡調査

65 記念物 史跡 岩崎城跡 中世 岩野田 中世城館跡調査

66 記念物 史跡 鶴ヶ峰砦跡 中世 常盤 中世城館跡調査

67 記念物 史跡 鶴山城跡 中世 常盤 中世城館跡調査

68 記念物 史跡 雨水山の陣跡 中世 ― 中世城館跡調査

69 記念物 史跡 藤樹市場の陣跡 中世 ― 中世城館跡調査

70 記念物 史跡 下鵜飼城跡 中世 黒野 中世城館跡調査

71 記念物 史跡 中村城跡 中世 西郷 中世城館跡調査

72 記念物 史跡 小野城跡 中世 西郷 中世城館跡調査

73 記念物 史跡 世保城跡 中世 三輪 中世城館跡調査

74 記念物 史跡 真福寺城跡（百々ヶ峰城跡） 中世 長良 中世城館跡調査

75 記念物 史跡 八代城跡 中世 長良 中世城館跡調査

76 記念物 史跡 福光城跡 中世 長良 中世城館跡調査

77 記念物 史跡 富塚寺の陣跡 中世 常盤 中世城館跡調査

78 記念物 史跡 小山城跡 中世 常盤 中世城館跡調査

79 記念物 史跡 城田寺城跡 中世 常盤 中世城館跡調査

80 記念物 史跡 荼毘墓の陣跡 中世 ― 中世城館跡調査

81 記念物 史跡 土居城跡 中世 常盤 中世城館跡調査

82 記念物 史跡 正木城跡 中世 鷺山 中世城館跡調査

83 記念物 史跡 木田城跡 中世 木田 中世城館跡調査

84 記念物 史跡 改田城跡 中世 七郷 中世城館跡調査

85 記念物 史跡 加野城跡 中世 藍川 中世城館跡調査

86 記念物 史跡 古津城跡 中世 長良 中世城館跡調査

87 記念物 史跡 枝広館跡推定地 中世 長良 中世城館跡調査

88 記念物 史跡 蝉土手城館跡　（蝉封彊城跡） 中世 鷺山 中世城館跡調査

89 記念物 史跡 斎藤利安館跡 中世 長良 中世城館跡調査

90 記念物 史跡 鷺山城跡 中世 鷺山 中世城館跡調査

91 記念物 史跡 鷺山館跡 中世 鷺山 中世城館跡調査

92 記念物 史跡 早田城跡 中世 早田 中世城館跡調査

93 記念物 史跡 曽我屋城跡 中世 合渡 中世城館跡調査

94 記念物 史跡 小島城跡 中世 合渡 中世城館跡調査

95 記念物 史跡 河渡城跡 中世 合渡 中世城館跡調査

96 記念物 史跡 芥見陣屋跡 中世 芥見 中世城館跡調査

97 記念物 史跡 岩滝陣屋跡 中世 岩 中世城館跡調査

98 記念物 史跡 岩田城跡 中世 岩 中世城館跡調査

99 記念物 史跡 岐阜奉行所跡 中世 金華 中世城館跡調査

100 記念物 史跡 長井長弘館跡 中世 ― 中世城館跡調査

101 記念物 史跡 上加納城跡 中世 梅林 中世城館跡調査

102 記念物 史跡 一柳氏宅跡 中世 京町 中世城館跡調査

103 記念物 史跡 鏡島城跡 中世 鏡島 中世城館跡調査

104 記念物 史跡 立政寺館跡 中世 市橋 中世城館跡調査

105 記念物 史跡 江崎城跡 中世 鏡島 中世城館跡調査

106 記念物 史跡 高田城跡 中世 長森 中世城館跡調査

107 記念物 史跡 長森城跡 中世 長森 中世城館跡調査

108 記念物 史跡 切通陣屋跡 近世 長森 中世城館跡調査

109 記念物 史跡 正法寺東方市場の陣跡 中世 厚美 中世城館跡調査

110 記念物 史跡 正法寺の陣跡 中世 厚見 中世城館跡調査

111 記念物 史跡 船田城跡 中世 茜部 中世城館跡調査

112 記念物 史跡 革手城跡（川手城跡） 中世 厚見 中世城館跡調査

113 記念物 史跡 革手城南の陣跡 中世 厚見 中世城館跡調査

114 記念物 史跡 茜部城跡 中世 茜部 中世城館跡調査

115 記念物 史跡 宇佐城跡 中世 三里 中世城館跡調査

区分
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表 7‐27 地域で大切にしている歴史遺産一覧表３ 

 

 

 

 

№ 名称 時代 所在地区 備考

116 記念物 史跡 鳥屋城跡 中世 本荘 中世城館跡調査

117 記念物 史跡 市橋城跡 中世 市橋 中世城館跡調査

118 記念物 史跡 今嶺城跡 中世 市橋 中世城館跡調査

119 記念物 史跡 薮田城跡 中世 市橋 中世城館跡調査

120 記念物 史跡 鶉城跡 中世 鶉 中世城館跡調査

121 記念物 史跡 日置江城跡 中世 日置江 中世城館跡調査

122 記念物 史跡 西方寺の陣屋跡 中世 ― 中世城館跡調査

123 記念物 史跡 安養寺の陣跡 中世 鷺山 中世城館跡調査

124 記念物 史跡 安養寺西南の陣跡 中世 鷺山 中世城館跡調査

125 記念物 史跡 長良の陣跡 中世 ― 中世城館跡調査

126 記念物 史跡 亀の渡し常夜灯 近代 本荘 ワークショップ等

127 記念物 史跡 一里塚跡石碑 近世 三里 ワークショップ等

128 記念物 史跡 菊池神社の往来の松 近世 三里 ワークショップ等

129 記念物 史跡 郡衙推定地 古代 鷺山 ワークショップ等

130 記念物 史跡 細畑の一里塚 近世 長森 ワークショップ等

131 記念物 史跡 日置江輪中 近世 日置江 ワークショップ等

132 記念物 史跡 岐阜城下町、総構え 中世 金華 ワークショップ等

133 記念物 史跡 濃姫の墓 中世？ 京町 ワークショップ等

134 記念物 史跡 伝燈寺跡 中世 金華 ワークショップ等

135 記念物 史跡 長良川役所跡 近世 金華 ワークショップ等

136 記念物 史跡 大宝廃寺 古代 徹明 ワークショップ等

137 記念物 史跡 鍵屋廃寺 古代 徹明 ワークショップ等

138 記念物 史跡 長良廃寺 古代 長良 ワークショップ等

139 記念物 史跡 浄泉坊推定地 中世 徹明 ワークショップ等

140 記念物 史跡 加納城下町 近世 加納 ワークショップ等

141 記念物 史跡 平田荘 中世 加納 ワークショップ等

142 記念物 史跡 茜部荘 中世 厚見 ワークショップ等

143 記念物 史跡 市橋荘 中世 市橋 ワークショップ等

144 記念物 史跡 芥見荘 中世 芥見 ワークショップ等

145 記念物 史跡 粟野荘 中世 岩野田 ワークショップ等

146 記念物 史跡 黒野城下町、外堀・土塁跡 近世 黒野 ワークショップ等

147 記念物 史跡 舟木山古墳群 原始 西郷 ワークショップ等

148 記念物 史跡 日子坐命墓 原始 岩 ワークショップ等

149 記念物 史跡 芭蕉・寸木句碑 近世 黒野 ワークショップ等

150 記念物 史跡 狂俳発祥之地 近世 金華 ワークショップ等

151 記念物 史跡 夫婦岩 ― 網代 ワークショップ等

152 記念物 史跡 舟繋石 ― 網代 ワークショップ等

153 記念物 史跡 特殊堤 近代 金華 ワークショップ等

154 記念物 史跡 横土手 近世 七郷 ワークショップ等

155 記念物 史跡 志段見砂防堰堤 近代 長良 ワークショップ等

156 記念物 史跡 山田省三郎顕彰記念碑 昭和 金華 ワークショップ等

157 記念物 史跡 長州藩士治水顕彰碑 昭和 金華 ワークショップ等

158 記念物 史跡 長良川上流改修記念碑 昭和 早田 ワークショップ等

159 記念物 史跡 東山先生青木君碑 昭和 日置江 ワークショップ等

160 記念物 天然記念物 ヒメコウホネ ― 日野 ワークショップ等

161 記念物 天然記念物 大洞の里山 ― 芥見 ワークショップ等

162 記念物 天然記念物 洞地形 ― 方県 ワークショップ等

163 記念物 天然記念物 伊自良川 ― ― ワークショップ等

164 記念物 天然記念物 清水川 ― ― ワークショップ等

165 記念物 天然記念物 板屋川 ― ― ワークショップ等

166 記念物 天然記念物 山田川 ― ― ワークショップ等

167 記念物 天然記念物 櫂立山 ― ― ワークショップ等

168 記念物 天然記念物 芥見権現山 ― ― ワークショップ等

169 記念物 天然記念物 御望山 ― ― ワークショップ等

170 記念物 天然記念物 大洞の里山 ― 芥見 ワークショップ等

171 記念物 天然記念物 ホタル ― ― ワークショップ等

172 記念物 天然記念物 濃尾断層帯 ― ― ワークショップ等

173 民俗 無形民俗 岐阜うちわ ― 金華 ワークショップ等

174 民俗 無形民俗 岐阜油紙（のぼり鯉・花合羽） ― 金華 ワークショップ等

175 民俗 無形民俗 船上の遊宴文化 ― 明徳 ワークショップ等

区分
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表 7‐28 地域で大切にしている歴史遺産一覧表４ 

 

 

№ 名称 時代 所在地区 備考

176 民俗 無形民俗 美濃筒引き本染め、手刷り捺染 ― 本郷 ワークショップ等

177 民俗 無形民俗 岐阜和傘 ― 加納 ワークショップ等

178 民俗 無形民俗 長良川まつり ― 長良 祭り・行事調査

179 民俗 無形民俗 加納天満宮例祭 ― 加納 ワークショップ等

180 民俗 無形民俗 加納天満宮　提灯まつり ― 加納 祭り・行事調査

181 民俗 無形民俗 正法寺　行灯まつり ― 金華 祭り・行事調査

182 民俗 無形民俗 地蔵禅寺　庚申待 ― 金華 祭り・行事調査

183 民俗 無形民俗 溝端神社　提灯まつり ― 白山 祭り・行事調査

184 民俗 無形民俗 伊奈波神社　提灯まつり ― 金華 祭り・行事調査

185 民俗 無形民俗 大龍寺　灯籠まつり ― 岩野田 祭り・行事調査

186 民俗 無形民俗 太龍寺だるま供養 ― 岩野田 ワークショップ等

187 民俗 無形民俗 地蔵盆 ― 柳津　他 祭り・行事調査

188 民俗 無形民俗 葛懸神社　池の上みそぎ祭 ― 島 祭り・行事調査

189 民俗 無形民俗 伊奈波神社　花の撓大祭 ― 金華 祭り・行事調査

190 民俗 無形民俗 天神神社　天神まつり ― 柳津 祭り・行事調査

191 民俗 無形民俗 水薬師寺万灯流し ― 加納 ワークショップ等

192 民俗 無形民俗 玉性院節分つり込み祭り ― 加納 ワークショップ等

193 民俗 無形民俗 本荘雨乞い踊り ― 本荘 ワークショップ等

194 民俗 無形民俗 鏡島弘法の縁日 ― 鏡島 ワークショップ等

195 民俗 無形民俗 提灯祭りと相撲大会 ― 方県 ワークショップ等

196 民俗 無形民俗 杵筑神社芋汁まつり ― 木田 ワークショップ等

197 民俗 無形民俗 水神祭 ― 河渡 ワークショップ等

198 民俗 無形民俗 川まつり ― 河渡 ワークショップ等

199 民俗 無形民俗 山神祭（山の子） ― 芥見 ワークショップ等

200 民俗 無形民俗 ヤマノコ ― 長森 祭り・行事調査

201 民俗 無形民俗 獅子舞 ― 芥見 ワークショップ等

202 民俗 無形民俗 日野太鼓 ― 日野 祭り・行事調査

203 民俗 無形民俗 山の子 ― 日野 祭り・行事調査

204 民俗 無形民俗 熊野神社　デンデラガハチ ― 三輪 祭り・行事調査

205 民俗 無形民俗 雨乞太鼓踊り ― 三輪 祭り・行事調査

206 民俗 無形民俗 住吉踊り ― 黒野 祭り・行事調査

207 民俗 無形民俗 天保宮下太鼓 ― 柳津 祭り・行事調査

208 民俗 無形民俗 雨乞い踊り・拍子踊り ― 早田 ワークショップ等

209 民俗 無形民俗 凧揚げ ― 鏡島 ワークショップ等

210 民俗 無形民俗 ぎふ梅まつり ― 梅林 ワークショップ等

211 民俗 無形民俗 長良川花火大会 ― 長良 ワークショップ等

212 民俗 無形民俗 民謡　綱捌き ― 常盤 民謡調査

213 民俗 無形民俗 民謡　土佐 ― 常盤 民謡調査

214 民俗 無形民俗 民謡　松前 ― 常盤 民謡調査

215 民俗 無形民俗 民謡　早掛須加 ― 常盤 民謡調査

216 民俗 無形民俗 民謡　笠口説 ― 常盤 民謡調査

217 民俗 無形民俗 民謡　豊年踊り ― 黒野 民謡調査

218 民俗 無形民俗 民謡　木遣歌・千本搗 ― 島 民謡調査

219 民俗 無形民俗 民謡　長持ち歌 ― 島 民謡調査

220 民俗 無形民俗 民謡　西粟野雨乞歌 ― 岩野田 民謡調査

221 民俗 無形民俗 民謡　雨乞歌 ― 岩野田 民謡調査

222 民俗 無形民俗 民謡　三田洞雨乞歌 ― 岩野田 民謡調査

223 民俗 無形民俗 民謡　雨乞いお礼歌 ― 岩野田 民謡調査

224 民俗 無形民俗 民謡　陣槍 ― 常盤 民謡調査

225 民俗 無形民俗 民謡　兵庫 ― 常盤 民謡調査

226 民俗 無形民俗 民謡　経口説 ― 常盤 民謡調査

227 民俗 無形民俗 民謡　伊勢音頭 ― 島 民謡調査

228 民俗 無形民俗 民謡　本荘節 ― 島 民謡調査

229 民俗 無形民俗 民謡　おばば ― 島 民謡調査

230 民俗 無形民俗 民謡　三河万才 ― 黒野 民謡調査

231 民俗 無形民俗 民謡　一つひよこは ― 黒野 民謡調査

232 民俗 無形民俗 民謡　おじゃみ ― 黒野 民謡調査

233 民俗 無形民俗 民謡　あちらへぶらり ― 黒野 民謡調査

234 民俗 無形民俗 民謡　中の中の小仏 ― 島 民謡調査

235 民俗 無形民俗 民謡　上がりめ下がりめ ― 島 民謡調査

区分
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表 7‐29 地域で大切にしている歴史遺産一覧表５ 

 

 

 

№ 名称 時代 所在地区 備考

236 民俗 無形民俗 民謡　だるまさん ― 島 民謡調査

237 民俗 無形民俗 民謡　島の冷えぼち ― 島 民謡調査

238 民俗 無形民俗 民謡　大師数え和讃 ― 島 民謡調査

239 民俗 無形民俗 民謡　一番はじめは ― 島 民謡調査

240 民俗 無形民俗 民謡　一年生で犬飼って ― 島 民謡調査

241 民俗 無形民俗 民謡　月夜の晩に ― 島 民謡調査

242 民俗 無形民俗 民謡　嫁さん嫁さん ― 島 民謡調査

243 民俗 無形民俗 伝え話　岩入巌 近世 金華 岐阜の伝え話

244 民俗 無形民俗 伝え話　火伏地蔵 昭和 京町 岐阜の伝え話

245 民俗 無形民俗 伝え話　烏帽子岩 ― 金華 岐阜の伝え話

246 民俗 無形民俗 伝え話　黒岩さま 近世 徹明 岐阜の伝え話

247 民俗 無形民俗 伝え話　一石山 ― 金華・長良 岐阜の伝え話

248 民俗 無形民俗 伝え話　池にともった龍の火 中世 梅林 岐阜の伝え話

249 民俗 無形民俗 伝え話　織田塚 戦国 白山 岐阜の伝え話

250 民俗 無形民俗 伝え話　御手洗池 戦国 金華 岐阜の伝え話

251 民俗 無形民俗 伝え話　久雲寺の鶏 近世 加納 岐阜の伝え話

252 民俗 無形民俗 伝え話　加納姫 近世 加納 岐阜の伝え話

253 民俗 無形民俗 伝え話　あわずの火 ― 茜部・鶉 岐阜の伝え話

254 民俗 無形民俗 伝え話　ぶたれ坊 近世 厚見・加納 岐阜の伝え話

255 民俗 無形民俗 伝え話　ごんぞうだぬき 明治 茜部 岐阜の伝え話

256 民俗 無形民俗 伝え話　弥八地蔵さま 戦国 明徳 岐阜の伝え話

257 民俗 無形民俗 伝え話　蛙の鳴かない池 中世 市橋 岐阜の伝え話

258 民俗 無形民俗 伝え話　小紅の渡し 近世 鏡島・合渡 岐阜の伝え話

259 民俗 無形民俗 伝え話　蛙と亀と智通上人 中世 鏡島・本荘 岐阜の伝え話

260 民俗 無形民俗 伝え話　尾なし竜 近世 鶉 岐阜の伝え話

261 民俗 無形民俗 伝え話　将軍の飲んだお茶 近世 日置江 岐阜の伝え話

262 民俗 無形民俗 伝え話　金のにわとり 戦国 芥見 岐阜の伝え話

263 民俗 無形民俗 伝え話　黒龍明神 昭和 芥見 岐阜の伝え話

264 民俗 無形民俗 伝え話　中将姫誓願桜 古代 芥見 岐阜の伝え話

265 民俗 無形民俗 伝え話　毘沙門さまと仁王さま 戦国 岩 岐阜の伝え話

266 民俗 無形民俗 伝え話　べんけいのしりもち ― 長森北 岐阜の伝え話

267 民俗 無形民俗 伝え話　琴塚の椀貸し ― 長森東 岐阜の伝え話

268 民俗 無形民俗 伝え話　日野のほうせんぼ ― 日野 岐阜の伝え話

269 民俗 無形民俗 伝え話　蛇首塚 近世 日野 岐阜の伝え話

270 民俗 無形民俗 伝え話　二つ岩 戦国 網代 岐阜の伝え話

271 民俗 無形民俗 伝え話　カッパのやくそく ― 網代 岐阜の伝え話

272 民俗 無形民俗 伝え話　駒が岩 中世 方県 岐阜の伝え話

273 民俗 無形民俗 伝え話　べんけいのくれた山 ― 西郷 岐阜の伝え話

274 民俗 無形民俗 伝え話　ゆうべが池 ― 合渡 岐阜の伝え話

275 民俗 無形民俗 伝え話　案外堀 戦国 七郷 岐阜の伝え話

276 民俗 無形民俗 伝え話　藪からご本尊 ― 木田 岐阜の伝え話

277 民俗 無形民俗 伝え話　こしきじぞう ― 島 岐阜の伝え話

278 民俗 無形民俗 伝え話　おたすけぎつね ― 城西 岐阜の伝え話

279 民俗 無形民俗 伝え話　おもかるさま 明治 早田 岐阜の伝え話

280 民俗 無形民俗 伝え話　火消し「のノ字組」 近世 則武 岐阜の伝え話

281 民俗 無形民俗 伝え話　西光寺の雨乞い 近世 三輪 岐阜の伝え話

282 民俗 無形民俗 伝え話　疱瘡神と小野小町 古代 藍川 岐阜の伝え話

283 民俗 無形民俗 伝え話　流れてきた仏様 中世 三輪 岐阜の伝え話

284 民俗 無形民俗 伝え話　うそつかん地蔵 ― 三輪 岐阜の伝え話

285 民俗 無形民俗 伝え話　三田洞のうんか送り 古代 岩野田 岐阜の伝え話

286 民俗 無形民俗 伝え話　道三塚の火の玉 戦国 鷺山 岐阜の伝え話

287 民俗 無形民俗 伝え話　サンコポぎつね ― 鷺山 岐阜の伝え話

288 民俗 無形民俗 伝え話　夜泣き地蔵 近世 常磐 岐阜の伝え話

289 民俗 無形民俗 伝え話　キツネ女とカミナリ女 ― 長良・黒野 岐阜の伝え話

290 民俗 無形民俗 伝え話　柿木金助の話 近世 長良 岐阜の伝え話

291 民俗 無形民俗 伝え話　おくわ様 近世 長良 岐阜の伝え話

292 民俗 無形民俗 伝え話　仏鉢と金丸 古代 長良 岐阜の伝え話

293 民俗 無形民俗 伝え話　久官やぶ 近世 長良 岐阜の伝え話

294 民俗 無形民俗 伝え話　畑つなぎ堤 近世 柳津 岐阜の伝え話

295 民俗 無形民俗 伝え話　三社ものがたり ― 金華他 岐阜の伝え話

区分
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表 7‐30 地域で大切にしている歴史遺産一覧表６ 

 

 

№ 名称 時代 所在地区 備考

296 景観 街道 東山道 古代 木田・七郷 ワークショップ等

297 景観 街道 加納宿 近世 加納 ワークショップ等

298 景観 街道 河渡宿 近世 河渡 ワークショップ等

299 景観 街道 中山道 近世 加納 ワークショップ等

300 景観 街道 美濃路 近世 日置江 ワークショップ等

301 景観 街道 御鮨街道 近世 金華明徳・本郷 ワークショップ等

302 景観 街道 湊街道 中・近世 明徳・本郷 ワークショップ等

303 景観 街道 郡上街道 近世 梅林 ワークショップ等

304 景観 街道 谷汲街道 近世 七郷 ワークショップ等

305 景観 街道 高富街道 近世 岩野田 ワークショップ等

306 景観 街道 伊自良街道 近世 長良 ワークショップ等

307 景観 街道 加納道 近世 河渡 ワークショップ等

308 景観 街道 馬頭観音 近世 加納、河渡 ワークショップ等

309 景観 街道 道標 近世 ワークショップ等

310 景観 湊・渡し お紅の渡し 近世 鏡島 ワークショップ等

311 景観 湊・渡し 中の渡し跡 近世 長良 ワークショップ等

312 景観 湊・渡し 長良の渡し跡 近世 長良 ワークショップ等

313 景観 湊・渡し 墨俣の渡し跡 近世 日置江 ワークショップ等

314 景観 湊・渡し 中川原湊跡 近世 金華 ワークショップ等

315 景観 湊・渡し 鏡島湊跡 近世 鏡島 ワークショップ等

316 景観 湊・渡し 長良湊跡 近世 長良 ワークショップ等

317 景観 湊・渡し 芥見湊跡 近世 芥見 ワークショップ等

318 景観 建物・敷地 西野の不動 中世 京町 ワークショップ等

319 景観 建物・敷地 善光寺 中世 金華 ワークショップ等

320 景観 建物・敷地 小熊の地蔵 中世 金華 ワークショップ等

321 景観 建物・敷地 弥八地蔵 明徳 ワークショップ等

322 景観 建物・敷地 金神社 古代 徹明 ワークショップ等

323 景観 建物・敷地 溝旗神社 ― 白山 ワークショップ等

324 景観 建物・敷地 橿森神社 古代 梅林 ワークショップ等

325 景観 建物・敷地 玄龍寺 華陽 ワークショップ等

326 景観 建物・敷地 久運寺 加納 ワークショップ等

327 景観 建物・敷地 閻魔堂 厚見 ワークショップ等

328 景観 建物・敷地 岐阜中教院 厚見 ワークショップ等

329 景観 建物・敷地 茜部神社 古代 茜部 ワークショップ等

330 景観 建物・敷地 本荘神社 ― 本荘 ワークショップ等

331 景観 建物・敷地 善超寺 三里 ワークショップ等

332 景観 建物・敷地 鶉田神社 古代 鶉 ワークショップ等

333 景観 建物・敷地 日置江神社 ― 日置江 ワークショップ等

334 景観 建物・敷地 佐波八幡神社 黒野 ワークショップ等

335 景観 建物・敷地 多賀神社 ― 黒野 ワークショップ等

336 景観 建物・敷地 黒野別院跡 黒野 ワークショップ等

337 景観 建物・敷地 専長寺 黒野 ワークショップ等

338 景観 建物・敷地 栄昌院 方県 ワークショップ等

339 景観 建物・敷地 熊野神社 方県 ワークショップ等

340 景観 建物・敷地 諏訪神社 西郷 ワークショップ等

341 景観 建物・敷地 八幡神社 網代 ワークショップ等

342 景観 建物・敷地 佛心寺 木田 ワークショップ等

343 景観 建物・敷地 教徳寺 七郷 ワークショップ等

344 景観 建物・敷地 津神社 ― 合渡 ワークショップ等

345 景観 建物・敷地 日吉神社 中世 則武 ワークショップ等

346 景観 建物・敷地 津島神社 早田 ワークショップ等

347 景観 建物・敷地 馬場地蔵尊 早田 ワークショップ等

348 景観 建物・敷地 葛懸神社 島 ワークショップ等

349 景観 建物・敷地 萱場稲荷神社 城西 ワークショップ等

350 景観 建物・敷地 神明神社 城西 ワークショップ等

351 景観 建物・敷地 熊野神社 三輪 ワークショップ等

352 景観 建物・敷地 洞泉寺 藍川 ワークショップ等

353 景観 建物・敷地 西光寺 藍川 ワークショップ等

354 景観 建物・敷地 心洞寺 鷺山 ワークショップ等

355 景観 建物・敷地 熊野神社 常盤 ワークショップ等
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表 7‐31 地域で大切にしている歴史遺産一覧表７ 

 № 名称 時代 所在地区 備考

356 景観 建物・敷地 長良天神神社 中世 長良 ワークショップ等

357 景観 建物・敷地 伊波乃西神社 ― 岩 ワークショップ等

358 景観 建物・敷地 川部の不動 七郷 ワークショップ等

359 景観 建物・敷地 浄音寺 三輪 ワークショップ等

360 景観 建物・敷地 真聖寺 芥見 ワークショップ等

361 景観 建物・敷地 西方寺 加納 ワークショップ等

362 景観 建物・敷地 阿賀多神社 中世 加納 ワークショップ等

363 景観 建物・敷地 猿田彦神社 ― 加納 ワークショップ等

364 景観 建物・敷地 加納八幡神社 ― 加納 ワークショップ等

365 景観 建物・敷地 八幡神社 三輪 ワークショップ等

366 景観 建物・敷地 杵築神社 ― 合渡 ワークショップ等

367 景観 建物・敷地 保食神社 近世 三輪 ワークショップ等

368 景観 建物・敷地 方県津神社 ― 長良 ワークショップ等

369 景観 建物・敷地 大洞光輪公園墓地 現代 芥見 ワークショップ等

370 景観 用水等 山県用水 中世 三輪 ワークショップ等

371 景観 用水等 忠節用水 近世 金華 ワークショップ等

372 景観 用水等 席田用水 中世 西郷 ワークショップ等

373 景観 用水等 各務用水 近代 岩 ワークショップ等

374 景観 用水等 於母ヶ池 ― 黒野 ワークショップ等

375 景観 用水等 佐野ノ池 ―　 網代 ワークショップ等

376 景観 用水等 夕べが池 ― 河渡 ワークショップ等

377 景観 用水等 松尾池 ― 長良 ワークショップ等

378 その他 人物 松尾芭蕉 近世 金華 ワークショップ等

379 その他 人物 川端康成 近代 金華 ワークショップ等

380 その他 人物 花子の墓 近代 金華 ワークショップ等

381 その他 人物 原三渓 近代 柳津 ワークショップ等

382 その他 人物 関谷伊八郎天政 近世 合渡 ワークショップ等

383 その他 人物 各務支考 近世 三輪 ワークショップ等

384 その他 人物 安楽庵策伝 中世 三輪 ワークショップ等

385 その他 人物 奥平信昌 近世 加納 ワークショップ等

386 その他 人物 加藤貞泰 近世 黒野 ワークショップ等

387 その他 人物 亀姫 近世 加納 ワークショップ等

388 その他 人物 神山寸木 近世 黒野 ワークショップ等

389 その他 人物 土岐氏 中世 ― ワークショップ等

390 その他 人物 斎藤氏 中世 ― ワークショップ等

391 その他 食文化 生麩、生ゆば ― 金華 ワークショップ等

392 その他 食文化 鮎、川魚 ― 金華 ワークショップ等

393 その他 食文化 鮎菓子 ― 金華 ワークショップ等

394 その他 食文化 米 ― ― ワークショップ等

395 その他 食文化 いちご ― 黒野　他 ワークショップ等

396 その他 食文化 花き ― 黒野　他 ワークショップ等

397 その他 食文化 柿 ― 黒野　他 ワークショップ等

398 その他 食文化 梨 ― 黒野　他 ワークショップ等

399 その他 食文化 枝豆 ― 河渡　他 ワークショップ等

400 その他 食文化 大根、守口大根 ― 則武　他 ワークショップ等

401 その他 食文化 ほうれん草 ― 則武　他 ワークショップ等

402 その他 食文化 ぶどう ― 長良 ワークショップ等

403 その他 食文化 ワイン ― 長良 ワークショップ等

404 その他 食文化 日本酒 ― 加納　他 ワークショップ等

405 その他 食文化 団子 ― ― ワークショップ等

406 その他 食文化 菜飯 ― ― ワークショップ等

区分
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４ 既往の調査成果一覧 

表 7‐32 調査で把握された歴史的建造物 

№ 名 称 時代 備考 № 名 称 時代 備考 

1 
天菊織物工場 
(滅失) 

大正14年 
1925 近遺産 31 岡本太右衛門邸  身近・景観 

2 あじろ亭 
(滅失) 

明治35年 
1902 

近遺産 32 桑原善吉邸 江戸  
明治 

身近・景観 

3 
石原美術 
(旧日下部邸洋館) 

大正 2 年 
1913 

近遺産・身近・
都市 33 萬松館  身近 

4 十六銀行徹明支店 大正12年 
1937 

近遺産・景観 34 笹川邸  身近 

5 霞橋 昭和 5 年 
1930 

近遺産 35 正法寺 江戸 身近 

6 忠節橋 
昭和23年 
1948 近遺産・土木 36 伊奈波神社 

昭和 8 年 
1933 身近 

7 城田寺隧道 昭和10年 
1935 

近遺産 37 郷邸  身近 

8 長良大橋 
昭和 8 年 
1933 近遺産・土木 38 上松邸 明治 身近 

9 荒田川橋 昭和 7 年 
1932 

近遺産 39 川原町通りの町並
み 

 身近 

10 境川橋 
昭和 7 年 
1932 近遺産 40 御鮨街道の町並み  身近 

11 長良川橋梁 
明治42年 
1909 近遺産 41 益屋町通り  身近 

12 忠節用水第２樋門 昭和 8 年 
1933 

近遺産・土木 42 伊奈波神社参道の
町並み 

 身近 

13 忠節用水分水樋門 
昭和 8 年 
1933 近遺産 43 久屋町通り  身近 

14 今泉排水機場 昭和 8 年 
1933 

近遺産・土木 44 中山道の町並み  身近 

15 
荒田川・論田川排水
機場 

昭和 8 年 
1933 近遺産 45 林春男邸 

明治 3 年 
1870 都市 

16 今泉排水樋門 昭和12年 
1937 

近遺産 46 平野和夫邸 明治45年 
1912 

都市 

17 岩船川堰堤群 
明治13年
～ 21 年
1880～ 

近遺産 47 旧青木医院 
大正元年 
1912 都市 

18 忠節の特殊堤 昭和15年 
1940 

近遺産・土木 48 現 NOA 研究室 江戸 都市 

19 久保田外科 
昭和 6 年 
1931 近遺産・都市 49 松井邸 明治 都市 

20 岐阜市学校給食会(滅
失) 

大正15年 
1926 

近遺産 50 後藤市三郎商店 江戸 都市 

21 旧岐阜県庁 
大正13年 
1938 近遺産 51 川原町屋 明治 景観 

22 水琴亭 昭和 4 年 近和風 52 深尾商店 明治 景観 

23 臨済宗  崇福寺 17 世紀後
半 

近社寺 53 桑原邸事務所 明治 景観 

24 臨済宗  崇福寺 
18 世紀後
半 近社寺 54 野々垣邸 明治 景観 

25 曹洞宗  円成寺 正保 3 年 
1646 

近社寺 55 後藤邸 大正 6 年 
1917 

景観 

26 黄檗宗  清水寺 
延宝 2 年 
1674 近社寺 56 青木邸 明治 景観 

27 日蓮宗  妙照寺 17 世紀後
半 

近社寺 57 森邸 明治29年 
1896 

景観 

28 日蓮宗  常在寺 17 世紀後
半 

近社寺 58 十六銀行旧富茂登
出張所 

明治30年 
1897 

景観 

29 日蓮宗  現正寺 
元禄 2 年  
1689 近社寺 59 鏡岩水源地 

昭和５年 
1930 土木 

30 
浄土真宗東本願寺
別院 

17 世紀後
半 近社寺  
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図 7‐1 歴史的建造物分布図 

 
出典：『岐阜県の近世社寺建築―近世社寺建築緊急調査報告書』岐阜県教育委員会 1980 

『岐阜県の近代化遺産―岐阜県近代化遺産(建造物等)総合調査報告書』岐阜県教育委員会 1996 
   『岐阜県近代和風建築総合調査報告書』岐阜県教育委員会 2016 
   「身近な飛騨・美濃歴史的建造物」岐阜県 

「ぎふ歴史的土木構造物」岐阜県  

「岐阜市都市景観重要建築物」岐阜市 

「景観重要建造物」岐阜市 
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表 7‐33 岐阜市の保存樹一覧表１ 

１ 保存樹 

通番 
指定 

番号 
保存樹名 幹の周囲 m 樹高 m 所在地 指定年度 

1 1  クスノキ 1.90  9.5   西改田村前  昭和 47 年度 

2 2  タラヨウ 2.51  15.0   粟野西  昭和 47 年度 

3 3  クロマツ 3.14  21.0   粟野西  昭和 47 年度 

4 13  クスノキ 2.92  19.0   八ッ寺町  昭和 47 年度 

5 20  クスノキ 4.71  16.0   木造町  昭和 56 年度 

6 21  クスノキ 3.45  12.0   木造町  昭和 56 年度 

7 25  ムクノキ 2.38  18.0   木造町  昭和 56 年度 

8 26  ムクノキ 2.70  20.0   木造町  昭和 56 年度 

9 27  エノキ 2.82  18.0   木造町  昭和 56 年度 

10 28  カゴノキ 1.88  10.0   長良  昭和 50 年度 

11 31  クロガネモチ 1.63  9.0   池ノ上町  昭和 47 年度 

12 35  イチョウ 3.89  8.0   長良古津  昭和 47 年度 

13 36  イチョウ 3.73  23.0   長良古津  昭和 47 年度 

14 37  ムクノキ 3.10  23.0   長良古津  昭和 47 年度 

15 38  エノキ 1.94  14.0   長良古津  昭和 47 年度 

16 43  クロガネモチ 測定不能 8.0   上尻毛  昭和 47 年度 

17 50  イチョウ 3.54  25.0   下新町  昭和 47 年度 

18 51  イチョウ 2.92  16.0   中大桑町  昭和 47 年度 

19 65  シラカシ 2.10  6.0   福富  昭和 47 年度 

20 72  イチョウ 3.14  18.0   中西郷  昭和 50 年度 

21 74  クロガネモチ 1.72  14.0   芋島  昭和 51 年度 

22 76  クロガネモチ 1.88  12.5   椿洞  昭和 51 年度 

23 78  ムクノキ 3.45  21.0   六条福寿町  昭和 48 年度 

24 79  ムクノキ 2.29  16.5   六条福寿町  昭和 48 年度 

25 80  ムクノキ 3.67  18.0   六条福寿町  昭和 48 年度 

26 82  イチョウ 2.70  14.0   野一色  昭和 48 年度 

27 83  クスノキ 3.89  18.0   野一色  昭和 48 年度 

28 84  イチョウ 4.08  20.0   清本町  昭和 48 年度 

29 85  タブノキ 4.71  18.0   洞  昭和 48 年度 

30 88  イチョウ 4.49  13.0   旦島  昭和 48 年度 

31 98  クスノキ 3.54  19.0   粟野西  昭和 48 年度 

32 104  ケヤキ 2.57  15.0   薮田  昭和 49 年度 

33 105  イチョウ 2.59  15.0   薮田  昭和 49 年度 

34 108  マキ 1.80  8.0   薮田中  昭和 49 年度 
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表 7‐34 岐阜市の保存樹一覧表２ 

通番 
指定 

番号 
保存樹名 幹の周囲 m 樹高 m 所在地 指定年度 

35 113  ケヤキ 3.50  15.0   鶉  昭和 49 年度 

36 115  クロガネモチ 1.44  12.0   茜部野瀬  昭和 49 年度 

37 117  モッコク 1.80  9.6   茜部菱野  昭和 49 年度 

38 119  クロガネモチ 2.08  8.5   茜部新所  昭和 49 年度 

39 122  クスノキ 4.50  25.0   加納八幡町  昭和 49 年度 

40 125  アラカシ 4.90  15.0   岩田  昭和 49 年度 

41 126  イチョウ 2.38  22.0   則武  昭和 49 年度 

42 127  イチョウ 2.65  14.0   則武  昭和 49 年度 

43 146  サルスベリ 1.45  2.9   長良  昭和 49 年度 

44 153  アラカシ 2.20  12.0   八代  昭和 49 年度 

45 164  アラカシ 1.72  8.0   木田  昭和 49 年度 

46 172  イチョウ 2.35  18.0   神田町  昭和 55 年度 

47 174  イチョウ 3.50  20.0   下尻毛  昭和 49 年度 

48 175  ケヤキ 3.70  20.0   下尻毛  昭和 49 年度 

49 178  クロガネモチ 2.05  12.0   川部  昭和 49 年度 

50 180  アラカシ 2.79  12.5   川部  昭和 49 年度 

51 186  カキ 1.40  13.0   御望  昭和 49 年度 

52 189  ケヤキ 3.44  10.0   芥見  昭和 49 年度 

53 192  ムクノキ 2.70  16.0   蔵前  昭和 49 年度 

54 194  ケヤキ 3.60  24.0   下尻毛  昭和 51 年度 

55 195  ケヤキ 3.18  21.0   下尻毛  昭和 51 年度 

56 196  ケヤキ 3.18  23.0   下尻毛  昭和 51 年度 

57 197  エノキ 3.14  18.0   下尻毛  昭和 51 年度 

58 212  シラカシ 2.30  6.5   福富  昭和 53 年度 

59 216  クロマツ 1.20  4.0   萱場  昭和 53 年度 

60 223  クロガネモチ 2.47  13.0   岩利  昭和 54 年度 

61 225  クスノキ 2.00  10.0   城田寺  昭和 54 年度 

62 229  モッコク 1.06  6.0   萱場  昭和 55 年度 

63 235  クスノキ 3.20  13.0   上西郷  昭和 56 年度 

64 236  シラカシ 1.90  7.0   石原  昭和 56 年度 

65 248  イヌマキ 18.0  9.0   山県北野  平成４年度 

66 251  スギ 2.70  31.0   粟野  平成 10 年度 

67 252  スギ 2.10  30.0   粟野  平成 10 年度 

68 253  スギ 2.92  30.0   粟野  平成 10 年度 

69 254  スギ 2.30  30.0   粟野  平成 10 年度 

70 255  スギ 4.60  39.0   粟野  平成 10 年度 
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表 7‐35 岐阜市の保存樹一覧表３ 

通番 
指定 

番号 
保存樹名 幹の周囲 m 樹高 m 所在地 指定年度 

71 256  ムクノキ 4.30  15.0   茜部寺屋敷  平成 10 年度 

72 257  クスノキ 2.98  20.0   茜部寺屋敷  平成 10 年度 

73 258  シダレザクラ 2.19  15.0   岩田西  平成 10 年度 

74 259  クロガネモチ 2.32  12.0   八坂  平成 10 年度 

75 262  ドウダンツツジ 1.05  4.0   村山  平成 14 年度 

76 263  ドウダンツツジ 1.00  4.0   村山  平成 14 年度 

77 264  サルスベリ 1.90  10.0   長良  平成 14 年度 

78 265  ツガ 3.04  20.0   雛倉  平成 14 年度 

79 266  クスノキ 2.95  25.0   加納八幡町  平成 16 年度 

80 267  ウメ   3.0   鏡島古市場  平成 16 年度 

81 268  クスノキ 3.76  20.0   鏡島古市場  平成 16 年度 

82 272  モチノキ 1.92  13.0   柳津町下佐波  平成 17 年度 

83 273  クスノキ 1.90  20.0   柳津町下佐波  平成 17 年度 

84 274  モチノキ 1.70  16.0   柳津町下佐波  平成 17 年度 

85 275  モチノキ 1.50  15.0   柳津町下佐波  平成 17 年度 

86 276  アラカシ     2.10  16.8   柳津町高桑  平成 17 年度 

87 280  イチョウ 2.75  16.6   柳津町本郷  平成 17 年度 

88 289  ケヤキ 2.98  20.0   鹿島町  平成 19 年度 

89 290  ケヤキ 2.10  20.0   鹿島町  平成 19 年度 

90 291  トウグミ 0.81  4.5   粟野西  平成 20 年度 

91 292  キンモクセイ 1.80  6.5   粟野西  平成 20 年度 

92 293  ウラクツバキ 1.50  10.0   日置江  平成 21 年度 

93 295 カゴノキ 1.88  7.0  日野西 平成 24 年度 

94 296 カイズカイブキ 1.50  8.0  西荘 平成 26 年度 

95 297 クロガネモチ 2.94  20.0  下西郷 平成 29 年度 
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表 7‐36 岐阜市の保存樹林一覧表 

通番 
指定 

番号 
主な樹種 面積 ㎡ 樹高 m 所在地 指定年度 

1 45  クロガネモチ・スギ 3,000.0 
16.0～

26.0 
 今川  昭和 47 年度 

2 58  クロガネモチ・シイ 1,500.0 
13.0～

23.0 
 西改田  昭和 47 年度 

3 67 
 スイリュウヒバ・チ

ャボヒバ・イスノキ 
600.0 

 9.0～

16.0 
 木田  昭和 47 年度 

4 130  スギ・ヒノキ 5,000.0 
26.0～

31.0 
 東正木  昭和 49 年度 

5 147  スギ 3,000.0 
21.0～

33.0 
 長良雄総  昭和 49 年度 

6 150  サカキ・モチノキ 1,600.0 
12.0～

17.0 
 八代  昭和 49 年度 

7 187  クロマツ 800.0 
12.0～

23.0 
 下鵜飼  昭和 49 年度 

8 200  ヒノキ 3,844.0 
21.0～

25.0 
 芥見  昭和 52 年度 

9 205  カキ・クロガネモチ 2,000.0 
11.0～

25.0 
 小野   昭和 52 年度 

10 238  シラカシ・スギ 3,709.0 
13.0～

20.0 
 芥見  昭和 57 年度 

11 269  イチョウ 1,200.0 
15.0～

20.0 
次木  平成 16 年度 

12 281 
 イチョウ・クスノ

キ・サクラ・ケヤキ 
4,786.5 

5.0～

20.0 
 柳津町高桑  平成 17 年度 

13 282  モチノキ・イチョウ 4,307.0 
5.0～

20.0 
 柳津町下佐波  平成 17 年度 

14 283  スギ・ヒノキ 1,900.0 
15.0～

20.0 
 中西郷   平成 19 年度 

15 284  スギ・ヒノキ 1,622.0 
15.0～

20.0 
 中  平成 19 年度 

16 285  ヒノキ・ツブラジイ 7,300.0 
15.0～

20.0 
 岩滝東  平成 19 年度 

17 286  ケヤキ・ムクノキ 2,200.0 
15.0～

20.0 
 向加野  平成 19 年度 

18 287  シイ・クスノキ 2,648.0 
15.0～

20.0 
 黒野  平成 19 年度 

19 288  スギ・シイ・コナラ 6,661.0 
15.0～

20.0 
 洞  平成 19 年度 

20 294 スギ・ヒノキ 3,193.0 
15.0～

30.0 
上西郷  平成 24 年度 
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表 7‐37 調査で把握された岐阜市の城館跡１ 

№ 城跡 所在地 残存状況 備考 

１ 奥村城跡 奥 地上全壊 村瀬八郎左エ門の居城『濃州城主誌略』他 

２ 則松城跡 則松 不明 山田孫四郎重村の居城か『美濃明細記』他 

３ 岩利城跡 岩利 地上全壊 大岡左馬助家帥の居城『美濃国諸旧記』他 

４ 芦敷城跡 安食 地上全壊 葦敷右京亮長正の居城か『美濃国諸旧記』 

５ 彦坂城跡 彦坂 不明 土岐氏の一族、彦坂氏の居城か『美濃国稲葉郡志』 

６ 村山城跡 村山 不明 土岐氏の一族、村山氏の居城か『美濃明細記』他 

７ 上西郷城跡 上西郷 地上全壊 西郷氏の居城か『美濃明細記』他 

８ 石谷城跡 石谷 地上全壊 室町幕府奉公衆石谷氏の居城『美濃国諸旧記』 

９ 鵜飼山城跡 御望 遺構なし 土岐頼秀の居城『美濃国稲葉郡志』他 

10 御望陣屋跡 御望 不明 『美濃国諸旧記』 

11 明神山城跡 三輪 不明 『山県郡志』 

12 太郎丸城跡 太郎丸 不明 土岐家家臣深尾重列の居城か『山県郡志』他 

13 北野城跡 山県北野 遺構なし 鷲見美作守保重らの居城『美濃明細記』他 

14 粟野陣屋跡 粟野東 不明 『日本城郭全集』他 

15 粟野城跡 粟野西 不明 『日本城郭全集』他 

16 岩崎陣屋跡 岩崎 地上全壊 南條金左衛門の陣屋か『山県郡志』 

17 岩崎城跡 岩崎 遺構なし 道三の砦『美濃明細記』他 

18 鶴ヶ峰砦跡 打越 遺構なし 道三の家臣、林道慶が築いた砦『美濃明細記』他 

19 鶴山城跡 打越 遺構なし 長良川の戦いで道三が布陣『信長公記』他 

20 雨水山の陣跡 ― 不明 城田寺の合戦で朝倉貞景が布陣『梅花無盡蔵』他 

21 藤樹市場の陣跡 ― ― 城田寺の合戦で織田与十郎兄弟が布陣『梅花無盡蔵』他 

22 黒野城跡【市指定】 黒野 完存 加藤貞泰の居城『美濃明細記』他 

23 下鵜飼城跡 下鵜飼 不明 土岐の一族、村山氏の陣城か『新撰美濃志』他 

24 中村城跡 中 不明 纐纈右京、纐纈源吾の城か『美濃明細記』他 

25 小野城跡 小野 遺構なし 『本巣郡志』 

26 世保城跡 世保 不明 『日本城郭全集』他 

27 
真福寺城跡 
（百々ヶ峰城跡） 長良 遺構なし 百々綱家の居城か『美濃国稲葉郡志』他 

28 八代城跡 八代 不明 南北朝時代の城『山県郡志』他 

29 福光城跡 長良福光 不明 『美濃国諸旧記』他 

30 富塚寺の陣跡 上土居 遺構なし 『加納町史』 

31 小山城跡 城田寺 遺構なし 『加納町史』他 

32 城田寺城跡 城田寺 遺構なし 土岐成頼らの城『美濃国稲葉郡志』他 

33 荼毘墓の陣跡 ― ― 『加納町史』 

34 土居城跡 上土居 地上全壊 土居駿河守頼継の居城か『美濃国稲葉郡志』 

35 正木城跡 正木 不明 『美濃明細記』他 

36 木田城跡 木田 不明 『岐阜市史』 

37 改田城跡 
西改田又は
東改田 不明 『本巣郡志』 

38 加野城跡 加野 不明 『日本城郭全集』他 

39 古津城跡 長良古津 不明 『新撰美濃志』 

40 枝広館跡推定地 長良 地上全壊 1532 年に移った土岐氏の守護所『実隆公記』他 

41 蝉土手城館跡  
（蝉封彊城跡） 

鷺山 部分存 守護に関係する館のひとつ『濃陽志略』他 

42 斎藤利安館跡 長良福光 遺構なし 『岐阜市史』 

43 鷺山城跡 鷺山 遺構なし 土岐頼芸の居所の伝承『美濃明細記』他 

44 鷺山館跡 鷺山 部分存 同上 土塁の一部が残る 
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表 7‐38 調査で把握された岐阜市の城館跡２ 

№ 城跡 所在地 残存状況 備考 

45 早田城跡 早田 不明 『新撰美濃志』他 

46 曽我屋城跡 曽我屋 不明 曽我部内臓の城か『美濃明細記』他 

47 小島城跡 寺田 不明 『日本城郭全集』他 

48 河渡城跡 河渡 遺構なし 井戸十郎、稲葉貞通の居城『美濃明細記』他 

49 芥見陣屋跡 芥見 不明 『岐阜市史』 

50 長山城跡【市指定】 芥見 完存 土岐成頼の四男、元頼の居城『宮本家古寺縁起』他 

51 岩滝陣屋跡 岩滝 不明 『山県郡志』他 

52 岩田城跡 岩田 不明 竹腰重綱、尚綱の居城か『美濃国稲葉郡志』 

53 岐阜城跡【国指定】 
（稲葉山城跡） 

明神洞他 部分存 斎藤道三、織田信長らの居城。『信長公記』他 

54 岐阜城主居館跡 
推定地 

大宮町 部分存 上に同じ 

55 岐阜奉行所跡 末広町 遺構なし 『新撰美濃志』他 

56 長井長弘館跡 ― 不明 『濃陽諸士伝』 

57 上加納城跡 上加納山 不明 守護代斎藤氏の居城『新撰美濃志』他 

58 一柳氏宅跡 西野町 遺構なし 一柳氏の居城『濃陽志略』他 

59 鏡島城跡 鏡島 遺構なし 石川駿河守光清の居城『新撰美濃志』他 

60 立政寺館跡 西荘 不明 『日本城郭全集』他 

61 江崎城跡 江崎 不明 林權内の居城か『美濃国稲葉郡志』他 

62 高田城跡 高田 不明 土岐頼員の居城か『新撰美濃志』他 

63 長森城跡 切通 遺構なし 土岐頼遠の居城『美濃国稲葉郡志』他 

64 切通陣屋跡 切通 遺構なし 『岐阜市史』 

65 旧加納城跡 加納 遺構なし 守護代斎藤氏の居城『美濃国諸旧記』他 

66 加納城跡【国指定】 加納 完存 奥平信昌ら加納藩主の居城『美濃国諸旧記』他 

67 
正法寺東方市場 
の陣跡 ― ― 『加納町史』他 

68 正法寺の陣跡 正法寺町他 遺構なし 『加納町史』他 

69 船田城跡 水主町 地上全壊 小守護代石丸利光の居城『美濃明細記』他 

70 
革手城跡 
（川手城跡） 光樹町 地上全壊 土岐氏の居城『新撰美濃志』他 

71 革手城南の陣跡 ― ― 『加納町史』他 

72 茜部城跡 茜部 遺構なし 堀秀政らの居城『美濃国稲葉郡志』他 

73 宇佐城跡 宇佐 不明 『日本城郭全集』他 

74 鳥屋城跡 本荘 不明 『日本城郭全集』他 

75 市橋城跡 市橋 不明 『日本城郭全集』他 

76 今嶺城跡 今嶺 不明 『美濃国諸旧記』他 

77 薮田城跡 薮田 不明 『新撰美濃志』 

78 鶉城跡 中鶉 不明 谷衛好、衛友の居城『美濃国稲葉郡志』 

79 日置江城跡 日置江 不明 青木紀伊守の居城『美濃国稲葉郡志』 

80 西方寺の陣屋跡 ― ― 『加納町史』 

81 安養寺の陣跡 ― ― 『加納町史』他 

82 安養寺西南 
の陣跡 

― ― 『岐阜県史』 

83 長良の陣跡 ― ― 『加納町史』 

84 祐向山城 奥、本巣市 完存 鎌倉時代築城、斎藤龍興が一時逃れた『新撰美濃志』他 

85 掛洞城跡 奥、本巣市 完存 ― 

86 舟木山城跡 中西郷、本
巣市 

全壊 『日本城郭全集』他 

86 高桑城跡 高桑 遺構なし 革手城の支城『柳津町史』他 

87 柳津城跡 柳津本郷 遺構なし 竹腰氏の居城『柳津町史』他 
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図 7‐2 岐阜市の城館跡分布図 

（位置の明らかな城館跡のみ掲載、図中番号は表 7‐37，38 との対応を示す） 

 

出典：『岐阜県中世城館跡総合調査報告書第 2 集』岐阜県教育委員会 2002 年 
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表 7‐39 調査で把握された岐阜市の民謡 

№ 曲  名 種類 伝 承 地 
伝 承
状態 演唱(奏)者 備   考 

1 綱捌き Ａｅ 上土居 Ａ 神谷伊市 交通運搬に関するもの 

2 土佐 Ａｅ 〃 Ａ 〃 〃 

3 松前 Ａｅ 〃  Ａ 〃 〃 

4 早掛須加 Ａｅ 〃 Ａ 〃 〃 

5 笠口説 Ａｅ 〃 Ａ 〃 他 2 名 〃 

6 豊年踊り Ａｅ 黒野 Ｂ 増田悦三 〃 

7 木遣歌・千本搗 Ａｅ 島 Ａ 
安田栄代松 他 1
名 〃 

8 長持ち歌 Ｂｂ 〃 Ｂ 市橋亀作 祝儀に関するもの 

9 西粟野雨乞歌 Ｃｃ 岩野田粟野西 Ａ 衣笠純一 他 2 名 踊り歌・歌謡 

10 雨乞歌 Ｃｃ 〃 Ａ 〃 〃 

11 三田洞雨乞歌 Ｃｃ 岩野田三田桐 Ａ 林作次郎 〃 

12 雨乞いお礼歌 Ｃｃ 〃 Ａ 〃 〃 

13 陣槍 Ｄ 上土居 Ａ 神谷伊市 座興歌 

14 兵庫 Ｄ 〃 Ａ 〃 〃 

15 経口説 Ｄ 〃 Ａ 〃 〃 

16 伊勢音頭 Ｄ 島池ノ上 Ａ 安田栄代松 〃 

17 本荘節 Ｄ 〃 Ａ 〃 〃 

18 おばば Ｄ  島 Ａ 岩田禮子 他 1 名 〃 

19 三河万才 Ｅｂ 黒野 Ａ 増田悦三 祝福芸の歌…万歳・大黒舞の
歌など 

20 一つひよこは Ｇａ 〃 Ａ 小川しずゑ他 3 名 遊戯歌 

21 おじゃみ Ｇａ 〃 Ｂ 〃 〃 

22 あちらへぶらり Ｇｂ 〃 Ｂ 梁瀬量覚 唱えごと 

23 中の中の小仏 Ｇａ  島 Ａ 小川しずゑ他 2 名 遊戯歌 

24 上がりめ下がりめ Ｇａ 〃 Ａ 岩田禮子 〃 

25 だるまさん Ｇａ 〃 Ａ 岩田禮 他 1 名 〃 

26 島の冷えぼち Ｇｂ 〃 Ｂ 北川偵治 唱えごと 

27 大師数え和讃 Ｇｂ 〃 Ａ 佐藤かつよ 〃 

28 一番はじめは Ｇａ 〃 Ａ 岩田禮子 遊戯歌 

29 〃 Ｇａ 〃 Ａ 佐藤かつよ他 2 名 〃 

30 一年生で犬飼って Ｇｂ 〃 Ｂ 岩田禮子 唱えごと 

31 月夜の晩に Ｇｂ 〃 Ｂ 〃 〃 

32 嫁さん嫁さん Ｇｂ 〃 Ａ 〃 〃 

 

【民謡の種類】                         【伝承状態】  

Ａ 労作歌 e 交通運搬に関するもの                Ａ 歌詞・曲とも完全伝承  
Ｂ 祭り歌・祝い歌 b 祝儀に関するもの           Ｂ 思い出して歌えるもの  
Ｃ 踊り歌・歌謡                 Ｃ 歌詞のみ 
Ｄ 座興歌    
Ｅ 語り歌・祝福芸の歌 b 祝福芸の歌…万歳・大黒舞の歌など  
Ｇ わらべ歌    a 遊戯歌  b 唱えごと  
 

出典：『岐阜県の民謡―民謡緊急調査報告書―』岐阜県教育委員会 1985 

 



資料編 

122 
 

表 7‐40 調査で把握された岐阜市の祭り・行事１ 

№ テーマ 祭り・行事の名称 実施日 中心となる
場所 概 要 

１ 
山車・神
輿 

三輪まつり 
(市無形民俗文化財） 

4 月 
第 1 土曜・日曜 

三輪神社 
稚児行列と神輿が三輪神社へ向

かい、神社にて稚児山を奉納する。 

２ 
山車・ 
神輿 

岐阜まつり 
4 月 

第 1 土曜・日曜 
伊奈波神社 

伊奈波神社から神輿渡御の行列
が金神社や橿森公園へ出向くほか、
伊奈波神社で山車カラクリの上演
が行われる。 

３ 
山車・ 
神輿 

手力雄神社の火祭り 
(県無形民俗文化財) 

4 月 
第 2 土曜 

手力雄神社 
手力雄神社にて、つくり神輿の宮

入、御神燈の点火、滝花火、手筒花
火の奉納などが行われる。 

４ 自然 長良川まつり 7 月 16 日 神明神社 

長良川の水難防止と鮎供養をか
ねて鵜匠などが参加する神事が神
明神社および提灯船にて実施され
る。 

５ その他 提灯まつり 7 月 14 日 加納天満宮 
町ごとに笹竹に赤丸提灯をつけ

て神社へ向かい、神社にてお祓いを
受ける。 

６ 盆 
行灯まつり 
（大仏フェスティバ
ル） 

7 月 
第 2 土曜・日曜 

正法寺 
施餓鬼の時期に合わせ、寺の周囲

を行灯で飾り立てる。行灯まつりと
あわせて盆踊りの行われる。 

７ 講集団 庚申待 8 月 1 日 地蔵禅寺 

庚申の日に寺へ門徒があつまり、
庚申真言など唱え庚申を祀る祭壇
へ手を合わせたのち、寺から参加者
へ昼食がふるまわれる。 

８ その他 提灯まつり 旧暦 6 月 15 日 溝端神社 

各町ごとに提灯を竹竿につるし
て溝旗神社に向かい、神社に到着す
ると神主より厄除けのお払いを受
ける。 

９ その他 提灯まつり 8 月 14 日 伊奈波神社 

伊奈波神社の提灯祭りは、各町ご
とに笹竹に提灯をつるし奉納する
「笹提灯奉納祭」と、境内社にて神
職が無病息災を祈願する「須佐之男
神社祭」に分かれる。 

10 盆 灯籠まつり 
8 月 

第 3 土曜・日曜 
大龍寺 

寺の周囲を灯籠で飾り付ける。参
拝者は本堂の前で、特大ろうそくに
願い事を書き奉納する。 

11 盆 地蔵盆 8 月下旬 
柳津、長良ほ
か 

地蔵は子どもを守護すると信じ
られ、8 月下旬になると各地区にて
地蔵盆として、地蔵へ食べ物やお囃
子を奉納したり、子どもに菓子を配
る、提灯をつる、盆踊りを踊るとい
った内容の行事を行う。 
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表 7‐41 調査で把握された岐阜市の祭り・行事２ 

№ テーマ 祭り・行事の名称 実施日 中心となる
場所 概 要 

12 講集団 ヤマノコ 
11 月 

第 3 日曜 
長森北 

山の神へ豊作の感謝と山での安
全を祈願し、子どもたちが松明を持
ち山の神の祭壇めがけてかけぬけ
る。 

13 
防ぎ・ 
送り 

池の上みそぎ祭 
12 月 

第 2 土曜 
葛懸神社 

神無月が終わり出雲から帰って
くる神を迎えるために、禰宜と裸男
たちがふんどしとハチマキ姿で長
良川の冷水につかり、みそぎを行
う。 

14 正月 デンデラガハチ 1 月 1 日 熊野神社 

元旦の早朝に「デンデラガハチ」
という詞章を唱えながら餅で作っ
た鍬を振っての田起こしや、松葉の
束を苗にみたてた田植えの所作を
行う神事と、矢を射る儀式が行われ
る。 

15 
つくり 
もの 

花の撓大祭 
旧 1 月の晦日 

（新暦 3 月） 
伊奈波神社 

花の撓大祭では 1 月 15 日に行わ
れた筒粥神事の占いの結果をジオ
ラマ風の農作業風景のセットへ
金・銀・赤の玉を持たせた人形を並
べることで知らせ、人の思い至らな
い点に注意を促し、農業繁栄を祈願
する。 

16 その他 
天神まつり 
（柳津まつり） 

10 月 25 日 
天神神社 
（旧柳津町） 

岐阜市旧柳津町の天神神社の例
祭。 

17 芸能 東伝寺人形浄瑠璃 春秋の彼岸、盆 伊奈波神社 
江戸時代に伊奈波神社境内で興

行を許された人形浄瑠璃で、明治時
代まで続いた。 

18 芸能 雨乞太鼓踊り 不定期 北野 
役者は歌うたい、鉦、太鼓、竹太

鼓で構成される歌うたいに続き、太
鼓が打たれ輪が動く。 

19 芸能 住吉踊り 不定期 黒野古町 
全 12 曲の中から数曲選び踊っ

た。三番曳、豊年踊り、子守唄、砂
垣等が演じられた。 

20 芸能 天保宮下太鼓 3 月、8 月 柳津町高桑 
太鼓を一列に並べ、後ろの締め太

鼓の合図で６曲を演奏する。 

21 芸能 
高桑太鼓 
(市無形民俗文化財) 

8 月 24 日 
9 月 1 日 

柳津町高桑 
ひとつの太鼓を二人で打つ。宮太

鼓であり、鉦笛、太鼓を使用する。 

 

出典：『岐阜県の民俗芸能―岐阜県民俗芸能緊急調査報告書―』岐阜県教育委員会 1999 

   『岐阜県の祭り・行事総合調査報告書』岐阜県 2020 
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表 7‐42 調査で把握された岐阜市の伝承・伝説１ 

No. 地域 タイトル 関連する場所 時期 

１ 金華（達目洞） 岩入巌 阿原の大地、妙見菩薩の堂、岩窟 近世 

尾張の殿さまの家来に臼井若入という武芸のすぐれたさむらいがいた。金華山の達目に住まいを移し、山まわり

の役目をつとめ達目の発展に尽くした。晩年には一層信仰に身をささげた。最後には山の中腹にある岩窟にこも

り、一字一石の行に入り南無妙法蓮華経を唱えながら、村人みんなが感心するほどりっばな死の姿を見せ、仏さ

まのもとに還った。 

２ 京町 火伏地蔵 慈恩寺の地蔵 昭和 

昭和のはじめごろ、小熊区では、権現山に遊びに行く子どもたちに「天狗が出て子どもをつきおとす」と言って、

山へ行かせないようにしていた。区内の家で火事が起きたが、ボヤですんだ。だれかが生活をまもってくれたと

いう思いが区の人たちにあった。昭和 20 年(1945)、岐阜空襲の夜にも、火災からまぬがれることができた。濃尾

大震災の時にも区の家々はまもられていた。不思議なできごとから、町の人々は慈恩寺の火伏地蔵を思い出して

いた。 

３ 金華 烏帽子岩 鳥帽子岩（丸山） ― 

中川原に変わった男がいた。男は、長良川のほとりを歩いていて、突然大声で、「川底に伊奈波さまの烏帽子が

沈んどる」と叫んだ。人々は、またいつもの癖が始まったと笑っていたが、まい日まい日、同じことばを繰り返

すので．だんだん耳を傾けるようになった。調べてみると、烏帽子に似た岩が川底に沈んでいた。村人が総出で

丸山の伊奈波さままで運びあげた。そのことがあってから、男はまじめな働き者になり、村も豊かになったとい

う。その岩は、今も丸山にある。 

４ 徹明 黒岩さま 神石黒岩（金神社お旅所） 近世 

西柳ヶ瀬の雲雀町に 2 つの大きな石を祀った小さなお社があった。黒岩さまと呼ばれ、神様の石としてお参りさ

れていた。黒岩さまは金神社のお旅所といわれ、また伊奈波神社のお旅所でもあった。4 月の祭りには伊奈波神

社や金神社のお神輿が立ち寄り賑わった。 

５ 金華・長良 一石山 一石山（金華山） ― 

昔、怠け者が雄総に住んでいた。家を追い出され、金華山（東北地方）の頂上でひと休みした。涼しい風と美し

い景色に、身も心も洗われた若者は、働く決心をして家へ帰ることにした。記念に小石を持ち帰ろうとすると、

巫女が出て来て、神様の石を持ち出してはいけないと告げたが、そのまま無視して帰った。家に着いた若者は、

父に許してもらい、小石のことも話した。父は、神の心に背いたと怒って、長良川の対岸に小石を投げた。する

と、ひと晩で大きな山になったので「一石山」というようになった。 

６ 梅林 池にともった龍の火 観音寺（岩戸観音）、火見が池 中世 

550 年ほど前、金華山の南は岩戸から西にかけて池のようになっていた。この地を治めていた斎藤利永は、村人

の生活が安定するようにと観音に願っていた。あるとき利永の夢の中で「願いをかなえてやるので、わたしを岩

戸の洞窟にまつれ。これから毎晩池に火がともるであろう」というお告げがあった。利永は、寺を建て観音を祀

り熱心に拝んだ。やがて池には毎夜数多くの灯がともり、龍のように見えたので．村人は火見が池といって畏れ

崇めた。信長軍が、岩戸から城を攻めて寺を焼いた。そのとき観音から強い光が出て、兵士達は動けなくなった

という。 

７ 白山 織田塚 織田塚 戦国 

尾張の織田信秀が木曾川を渡って、美濃の斎藤道三を攻めた。織田の大軍は、稲葉山城のふもとまで攻めたが、

道三は一気に押し返し織田勢を大敗させた。戦場となった上加納には．多くの将兵の死体が横たわっていた。村

人は穴を掘って葬り、「織田塚」とよんだ。その後、この近くでは、月のない夜に．うめき声や泣き声が聞こえ

た。そこで、高名な坊さんにお経をあげてもらって供養した。うめき声は聞こえなくなり、村人は安心して暮ら

すことができた。塚は霞町に残っている。 
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表 7‐43 調査で把握された岐阜市の伝承・伝説２ 

No. 地域 タイトル 関連する場所 時期 

８ 金華 御手洗池 御手洗池 戦国 

400 年ほど昔、大名たちが徳川方と豊臣方に分かれ、「天下分け目の関ケ原」の戦をした。岐阜城主の織田秀信

は豊臣方で戦った。必死に防戦する岐阜方を打ちのめし、逃げ惑う館の女たちを断崖絶壁にまでおいつめた。逃

げ場を断たれた女たちは、刺し違えたり．断崖から御手洗池に身を投げたりして死んでいった。以来、御手洗池

には幽霊が出るとか、釣り針に髪の毛が引っかかってくるという噂があとを断たなかった。 

９ 加納（天神町） 久雲寺の鶏 久運寺 近世 

410 年ほど前のこと、加納に児島平太夫という侍がいた。ある日、平太夫は、家に鶏が 2 羽いるから鶏をさかな

に友人と酒盛りをしようとした。その日から鶏がいなくなった。加納の久運寺へ参拝すると、鶏がいた。寺の和

尚に「生き物を殺すことは罪ぶかい」ことをさとされた。家に帰ると鶏は家にもどっていた。この寺を鶏寺とよ

び評判になった。 

10 加納 加納姫 光国寺（十二相堂）、盛徳寺 近世 

亀姫は、徳川家康の長女として生まれ、奥平信昌の妻となった。加納藩主になった信昌と共に加納城にはいった

のが、慶長 6 年(1601)である。亀姫は、父や、弟の二代将軍秀忠にたのんで、いろいろな望みをかなえてもらっ

た。加納の人は、加納姫とか加納大夫とかとよぶようになった。ある時、姫の侍女 12 人が、咎めを受けて殺され

る事件が起きた。その理由も処刑の様子も明らかでない。数年後、北広江に、12 人の魂をしずめるお堂が建てら

れた。十二相堂である。 

11 茜部・鶉 あわずの火   ― 

キヌと新助の出会いは、祭りの花見の時だった。キヌは、病気の母親の代わりに、畑仕事に精を出していた。そ

んなキヌを新助は、好ましく思っていた。秋、台風が来て、大水となり、キヌの家は水びたしになった。新助が、

小舟で食べ物を届けてくれたので、キヌは、涙を流して喜んだ。新助の両親は、家柄が違うと言ってキヌとの仲

を認めない。絶望した二人は、あの世で夫婦になろうと、境川に身を投げた。しかし、新助だけは息を吹き返し

た。その後、人魂が出るようになった。 

12 
厚見・加納 (伏
見町） 

ぶたれ坊 妙泉寺 近世 

今から 200 年ほど前、茶所に鏡岩という相撲とりが住んでいた。父親である初代鏡岩に仕込まれるが、江戸本場

所では一度も勝てなかった。後に上方場所だけに出場し、関脇まで昇進した。相撲とりをやめてから、加納宿で

宿屋を営み、人をだますあくどいやり方で大金をもうけた。えらいお坊さんから、人の道をはずれず生きること

の大切さを諭された。その後は改心し、茶店を開き、旅人にお茶をふるまった。また、自分に見たてた木像を造

り、償いのため人々に木像をぶたせた。 

13 茜部 ごんぞうたぬき 白山神社 明治 

茜部は竹やぶがあり、庄屋さまのおやしきの縁の下はたぬきが住みついていた。「ごんぞうたぬき」とよばれて

いる古だぬきが、通る人の目の前にいきなりつるべが落ちてきて「ごんぞうたぬきのつるべ落とし」という悪さ

をすることで、村の人はこわがっていた。村人が庄屋さんにごんぞうたぬきを追い出してくれるようお願いしま

した。しかし、庄屋さまは、ごんぞうたぬきがわるさをするはずはないと取り合いませんでした。実は、三人の

いたずら坊主の仕業でした。 

14 明徳 弥八地蔵さま 弥八地蔵 戦国 

戦国の世、美濃国加賀野井城主に、弥八郎という乱暴者の息子がいた。石山合戦の折り、信長の命令で、敵方に

ついた西方寺を焼き払ったうえ、槍で仏様の胸を突き刺した。すると、仏様の胸から鮮血が飛び散った。返り血

を浴びた弥八郎はおどろいて改心し、仏門に入った。地蔵を祀るために、信長にたのんで、湿地を手に入れたの

が、今の柳ケ瀬の弥八地蔵様のある所である。戦後に建てられたコンクリートの大きな地蔵様は、病気を治す霊

験あらたかな仏様として信仰を集めた。 

15 市橋 蛙の鳴かない池 立政寺 中世 

室町時代のことである。ある日、智通という僧が、市橋の西荘に小さな堂を建て、お経を唱えたり、村人に仏教

の教えを話した。夏近くなった頃から、堂の前の池の蛙の鳴き声が大きく、智通の心は乱れた。智通は、美山の

谷合に一室をかり、そこで修行にはげんだ。ある夜、池に住む老いた亀が現れ、「西荘にもどってほしい」と言

った。亀のねがいをきいて酉荘にもどった。それ以来、この池の蛙は鳴かなくなった。 
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表 7‐44 調査で把握された岐阜市の伝承・伝説３ 

No. 地域 タイトル 関連する場所 時期 

16 鏡島・合渡 小紅の渡し 乙津寺 近世 

300 年ほど前、紅という娘がいた。紅は渡し舟に乗って、鏡島弘法近くの船頭の弥助のところへ嫁にきた。3 年が

過ぎて、弥助は渡し舟の船頭になった。紅も弘法様の命日には、船頭の仕事を手伝うようになり、舟の中で話を

することを思いついた。鏡島弘法を梅寺というようになった訳や、鏡島にはマムシがいないこと、関ケ原合戦と

黒田の柳のことなど、いろいろ話をした。それで、女船頭の紅は、たいそう評判になった。今も「小紅の渡し」

として、手こぎの舟が長良川を往復し、往時を偲ばせてくれる。 

17 鏡島・本荘 蛙と亀と智通上人 立政寺 中世 

今から 650 年程前、西ノ荘に立政寺を開いた智通上人というお坊さんがいた。ある雨の日、川向こうの長者が亡

くなったので、枕経を上げに行くことになった。激しい雨の中、長良川にたどりついたが、大水で川は越せなか

った。困り果てた智通上人が念仏を唱えていると、川の中から大きな亀が現れ、上人を背中に乗せて対岸に渡し

てくれた。亀のおかげで無事お経をあげることができた。以来、そこを亀の渡しと呼ぶようになった。今はその

場所に、ひっそりと灯篭が建っている。 

18 鶉 尾なし竜 鶉田神社 近世 

350 年ほど前、鶉田神社の竜の彫り物は、名工左甚五郎の作らしいという評判で、参詣者もふえてきた。夏の落

雷で、一本松がさけ見張り小屋が燃えた。彫り物の竜が火を吐いて、空を駆け回り、その火が小屋にうつったと

いう。ある日、役人のひどい仕打ちで、村の幼い娘が死んだ。お城近くの大火事で、役人の家が燃えた。間もな

く、竜が怒って、火をつけたという噂がひろまった。心配なった庄屋は、ひそかに竜の尾を切り落として、村を

守ることにした。 

19 
日置江   
(茶屋新田) 

将軍の飲んだお茶   近世 

江戸時代の初め、将軍徳川家康は、江戸から京に行くため美濃路を通って日置江の新田にやって来た。長良川を

前にして、将軍の一行は休息した。家来たちは、新田の中で水がわき出ている泉を見つけ、その水でお茶をたて

て将軍にすすめた。「これは見事な味だ。きっとよい水があるのだろう」と、大変に喜ばれた。このうわさが広

がり、わき水の出た新田は、「御茶屋新田」と呼ばれ、その後将軍家光の時代には役人のいる御茶屋御殿もでき、

この地は「御茶屋新田村」と呼ばれるようになった。 

20 芥見（三間戸） 金のにわとり 日輪寺 戦国 

芥見に三間戸という村があった。芥見の方から山道を登っていくと高天原ニュータウンの入り口に池があり、黒

竜明神や万霊の塔が建っている。かつて池のほとりに日輪寺があって、本堂に金のにわとりを祀っていた。織田

信長が稲葉山城を攻めたとき、稲葉山城を守っていた侍が日輪寺に逃げてきた。追ってきた信長の家来が、お寺

に火を付け、お寺も金のにわとりも燃えてしまい池に落ちてしまった。元日の朝に池の中から、突然にわとりの

鳴き声響いた。村人は、金のにわとりが鳴いているにちがいないと、それを聞こうとして、早起きしてよく働く

ようになった。 

21 芥見 黒龍明神 日輪寺（洞） 昭和 

昭和の初めころ、芥見日輪寺の池の近くで大蛇を見た人が、奇妙な病気にかかって死ぬという出来事がつづいた。

ある時、村に住む祈祷師に神様のお告げがあった。「わしは日輪寺の龍神である。祀ってもらいたくて大蛇の姿

を現したが、かえって死なせてしまい気の毒なことをした。ぜひ、わたしを祀ってくれよ」村人たちは相談して

「黒龍明神」の名で祀ることにした。池の畔に小さな祠を建てた。毎年 3 月 5 日には大祭が行われている。 

22 芥見 中将姫誓願桜 中将姫誓願桜 古代 

今から 1200 年ほど前、奈良の都に中将姫という和歌や音楽に長けた美しい娘がいた。幼い頃母を亡くし、継母に

いじめられ命までねらわれたが、何とか逃げのびた。子どもの頃から信ずる観音様を慕って、大洞の願成寺にた

どりついた。長旅の疲れから病に苦しむが、観音様のお力にすがって、みごとに回復した。お礼に姫は、寺に桜

を植え「桜よ、私に代わって観音様をお守りし、人々の苦しみを救っておくれ」と、祈り続けた。その桜は「誓

願桜」と呼ばれて、多くの人々に親しまれ．信仰を集めている。 
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表 7‐45 調査で把握された岐阜市の伝承・伝説４ 

No. 地域 タイトル 関連する場所     時期 

23 岩 毘沙門さまと仁王さま 法花寺 戦国 

織田信長の軍勢に追われ、手傷を負った三人の武将が、岩滝の「法花寺」に逃げ込み、住職と村人に保護された。

村人たちは、和紙を濡らして武将たちの傷口と同じところを仁王様の身体に貼り．毎日、毘沙門様にお祈りした。

お蔭で三人は元気になったが、寺は信長の軍勢に火攻めにされた。三人の武将と村人は地面に穴を掘り、昆沙門

様と仁王様を埋め、大石をかぶせて火から守った。その後、どこからともなく龍が現れて大石を動かし、毘沙門

様と仁王様をよみがえらせた。 

24 長森北 べんけいのしりもち   ― 

金華山の一番東の山を野一色山といった。南には前一色山があった。野一色山は、いつも低い前一色山の悪口を

いっていた。山どうしの口争いに村人も巻き込まれ、お互いに悪口を言い合う始末となった。とうとうどちらの

山が重いか比べることになった。べんけいはたいそうな力持ちということなので、たのむことになった。べんけ

いは長良川をひとまたぎして、2 つの山に綱をかけ天秤棒でかつぎあげた。べんけいの足はめり込み、とうとう

棒をはなしてしりもちをついてしまった。その跡に大きな池ができた。村人は大笑いして山の重さ比べのことは

忘れてしまった。 

25 長森東 琴塚の椀貸し 琴塚 ― 

琴塚古墳にはコトヒメがまつられているといわれる。お膳やお椀をたくさん使うときは、コトヒメに頼むと貸し

てもらえた。清助は、息子の祝言のとき貸してもらい、全部返した。しかし、三太は、惜しくなって、一揃いだ

けは返さなかった。そのことがあってから、コトヒメに頼んでも膳椀は貸してもらえなくなった。3 人の男が、

塚の中に膳椀や宝物があると思い、塚を掘りはじめた。すると、塚のあたりが風雨で荒れた。3 人は、地面にた

たきつけられ、長く患ったという。これは、琴塚あらしにあったのだと伝えている。 

26 日野 日野のほうせんぼ 方仙坊（沼） ― 

日野の古地図に“方仙坊”という地名がある。むかし、日野村の名主の一人娘おみねは、母親の形見の鈴を大切

にしていた。日野の洞穴に方仙坊という泥棒がいて．その形見の鈴を盗んだ。おみねは病気になってしまった。

名主は心配して、おそのさにご祈祷をたのんだ。逃げようとしていた方仙坊は足をすべらせて沼に沈んだ。何日

かたって、日野から一里も南の高田の沼から方仙坊の死体が浮かび上がって、形見の鈴は見つかった。その後、

与この沼は、「ほうせんぼ」と呼ばれるようになった。 

27 日野 蛇首塚 蛇首塚 近世 

むかし日野村に、雇われ仕事をしながら病の母親に尽くす若者がいた。ある日、草刈りを頼まれ、わき目もふら

ず鎌を使っていると、異様な手ごたえを感じ、激しい雷鳴と稲妻に、若者は気を失った。その夜、若者の前に大

蛇が現れて「お前の鎌にかかってわしはもう生きられないが、親孝行なお前を恨みはしない。その代わりにわし

の骸を舟伏山の頂上に葬ってもらいたい」と言い残した。若者はすぐさま．このことを村長に話した。村人たち

は舟伏山の頂上に［蛇首塚］を建てた。以来、村では塚に雨乞いや農事の願い事をしている。 

28 網代 二つ岩 祐向山城 戦国 

約 450 年ほど前のこと。網代一帯は桜の木が多く、春には花見を楽しむ人々で賑わっていた。祐向山城の雛鶴姫

と、大桑城の武士倉之助は、花見の折りに互いに心ひかれ、夫婦になることを誓い合った。しかし、国取りの戦

のために双方の城は落とされた。敵に追いつめられ「あの世でむすばれよう」と、心中してしまった。村人たち

は二人を哀れみ、そこに二つの岩をたてて弔った。その岩は『夫婦岩』とも言われて、今に伝えられている。 

29 網代 カッパのやくそく からかさ松公園（落合の松） ― 

網代には二筋の川が流れていて、合流するところを「落合の淵」といっていた。村のこどもが大勢遊んでいたが、

カッパが悪さをする噂で、水浴びもできなくなった。夏の終わり頃、六兵衛じいが、淵の土手の草を刈っていた

とき、カッパが一緒に泳がないかと声をかけてきた。六兵衛は網をもってきて、カッパを捕まえた。カッパは悪

いことをしない約束の印に三本の松を植えた。それから、二度と悪さをしなくなった。 

30 方県（彦坂） 駒が岩 駒が岩 中世 

彦坂の村長には、気立ての優しい美しい娘がいた。ある時、高熱で倒れている若者に出会い．手厚い看護をした。

元気をとり戻した若者は、お礼にと横笛を吹いた。笛の音色は娘の心をかき乱し、二人は心引かれる仲となった。

二人の仲を許さぬ父親から逃れようと試みるが果たせない。若者が残した笛を娘は奏で続けた。元日の朝、娘の

奏でる笛の音に誘われるように若者を乗せた駿馬が出て来て、周囲を駆け回り去って行った。何時の頃からか、

勇士が乗った駒の姿に似た岩が下河原にあり、今に伝えられている。 
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表 7‐46 調査で把握された岐阜市の伝承・伝説５ 

No. 地域 タイトル 関連する場所 時期 

31 西郷 べんけいのくれた山 明音寺 ― 

昔、べんけいが、腹を空かせ二つの大きな山をかついで東に向かっていた。文殊から上西郷にさしかかったとき、

ぬかるみに足を取られてひっくり返った。すると、二つの山はすっ飛んで、今の船木山と大平山になった。村人

は、腹ぺこのべんけいに大きなおにぎりを作って食べさせた。するとべんけいは、お礼に転んだ時こぼれ落ちた

土で山を造った。村人は、べんけいが造ってくれた山を記念に残すために、お寺を建てた。その寺は『明音寺』

と名づけられたが、今は跡かたもない。 

32 合渡曽我屋） ゆうべが池 夕べが池 ― 

合渡の曽我屋に「夕べが池」という池がある。曽我屋の長者は、広い田んぼをもっていた。一日では田植えは、

おわらない。次の日に田植えを続けようとした。すると、その田んぼは夜のうちに池になってしまった。それで、

お百姓さんたちは、打苗をして残った苗は、その日のうちに、片づけるようにしている。 

33 七郷 案外堀 白山神社 戦国 

信長が岐阜城にいたころ、おおぜいの家来の中にやせぽっちの男がいた。からかわれても男は無口でしたから言

い返すこともしない。男のうわさは信長の耳にもとどいた。その男にほんとうに力があるか試してみようと考え

た。庭には大きな石がいくつもあり、男を呼びつけ「石をもちあげてみよ」といいつけた。男は一礼すると、石

に組つき一声叫ぶと、金華山のてっぺんから大石を投げ飛ばした。石の落ちたところは二間四方の池ができた。

この池に「案外堀」という名がついた。 

34 木田 藪からご本尊 貴船神社、おもかる地蔵 ― 

木田は、伊自良川と板屋川にはさまれていて、水害にはたびたび悩まされた。貴船神社は、水の神様で農民の守

り神でもあった。ある年の大水で、貴船神社のご本尊までも流されてしまった。ある晩、氏子総代の要六の枕も

とに、白髪の老人が現れて、「わしは、竹薮の下にいる」と言って、暗闇に消えた。要六が村人を集めて、竹薮

を掘ってみると、土の中から石の仏様が出てきた。村人たちは、ご本尊を神社に納め、大切に祀った。 

35 島（近島） こしきじぞう こしき地蔵堂 ― 

美濃の国に信心深い若夫婦が住んでいた。ある日妻が「お地蔵様、お姿を現してください」と願いをかけると、

こしきの中に地蔵様が現れた。地蔵様を家にまつり「子どもが欲しい」と願いをかけると、男の子が生まれたが、

母親は亡くなってしまった。夫は約束を破って妻を迎えた。新しい妻は子どもにつらくあたった。ある日、こし

きに入れて蒸し殺そうとした。それを地蔵様が身代わりとなって助けられた。 

36 城西 おたすけぎつね 稲荷神社 ― 

昔の長良川は、幾筋もの川が分かれたり集まったりしていた。島や則武の村は、輪中となって島輪中・則武輪中

と呼ばれていた。秋の初めに３日続けて雨がふった。村の男衆はつつみのみまわりをした。サエは父親のことが

気がかりでならなかった。サエとおにいは様子をみにいった。すると流れる井川に白キツネが一匹およいでくる

のが見えた。キツネは川の中ほどにくると一声鳴いて空向かって飛び上がり、雲の中に消えていった。雨は小ぶ

りになり明るくなった。サエは雨を止めてくれたキツネの飛び上がった空を拝んだ。萱場に大水になるのを防い

でくれた白キツネを祀った城稲荷神社が建っている。 

37 早田 おもかるさま 早田 観音堂 明治 

明治の中ころ早田の本郷に観音堂が建てられ、お堂の前に「おもかる石」があった。願い事が叶うと持ち上がり、

だめなときは重くて上がらなかった。あるとき十歳になるおきぬが、母親のはやり目をなおしてくださいと念じ

て、おもかる石を持ち上げると、ふわっと持ち上がった。それを見ていた熊五郎は、力任せに石を持ち上げよう

としたが、石は動きません。ぽっと火がついて石が燃え上がった。その後、村人は早田観音を「おもかるさま」

と呼んで大切に守った。 

38 則武 火消し「のノ字組」 菊花御紋章付纏 近世 

天保 10 年（1839）、則武で酒造業を営む高橋亦五郎は．あいつぐ火事から人々を救おうと「のノ字組」という火

消し組をつくった。安政 4 年（1857）に、今の羽島市竹鼻町で布徳火事といわれる大火があり、「のノ字組」は

遠路もいとわず駆けつけ、代官屋敷に火がせまっているのを見事に消し止めた。その働きぶりが天子様のお耳に

達し菊のご紋章付きの纏を拝受するという最高の栄誉に輝いた。その纏は今も則武公民館に安置されている。 
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表 7‐47 調査で把握された岐阜市の伝承・伝説６ 

No. 地域 タイトル 関連する場所 時期 

39 三輪 西光寺の雨乞い 西光寺の(雨鯉の寺)、水神様 近世 

江戸時代のこと、ひどい水飢饉になった。雨が降ってほしいと村人の雨乞いが始まる。最初は、西光寺の和尚さ

ん、庄屋さんと限られた代表だけであった雨乞いが、時間がたつにつれ、どんどん人が増え村じゅう総出になっ

た。三日三晩祈り続けてようやく雨に恵まれた。百姓たちの喜びは大変だった。 

40 藍川 瘡神様と小野小町 延算寺東院（薬師如来） 古代 

歌人小野小町が、瘡の病にかかり困っていた。一人の僧侶から「美濃の国に瘡のなおる仏様がある」と聞いて、

延算寺をたずねた。寺にこもってお参りするがききめがなく、あきらめて帰ろうとした夜、夢に仏様が現れて、

「山のふもとにある泉で体を清めよ」と告げられる。小町が、その泉で体を洗うと、瘡は見事になおった。お礼

に、小町は石に仏様を刻んで、泉のほとりにおまつりした。以来『瘡神様』と親しまれ、お参りする人が多い。 

41 三輪北 流れてきた仏様 真長寺 中世 

今から、500 年程前に、三輪に大水が出た。村人たちが、真長寺の裏山へ逃げようとしたとき、すぐ南を流れて

いる武儀川を大きな仏様が、押し流されてきた。男衆が川へ飛びこんで、仏様を押し上げ山に祀った。そこは、

「押し上げ」と呼ばれている。真長寺から南へ下った、中屋というところの堤防が切れて、川筋が南下するよう

になった。それまで郡上川は三輪地内を西に流れ、高富から鵜飼黒野へ流れていた。その時のことを村人は、「中

屋切れ」と呼んでいる。 

42 三輪北 うそつかん地蔵 太郎丸 六地蔵 ― 

関の親戚に女の子が生まれたと聞いたばあさんは、赤ちゃんに着せる着物を作った。関へとどけようとして太郎

丸まで歩いていった。太郎丸には関にいく道案内がありました。それは六地蔵といわれる六角形の石灯籠です。

石灯籠の足のあたりに道しるべがほってあった。しかし、道しるべのとおり歩いても、関の町にはつかなかった。

するとむこうからお坊さんが歩いてきました。お坊さんにいくら歩いても関に着かないと言うと、ここが関です

よと教えられ、「六地蔵はうそはつきなさらん」とさとされた。おばあさんは「うそつかん地蔵さま」申し訳あ

りませんと頭をさげました。 

43 岩野田 三田洞のうんか送り 法華寺 古代 

弘法大師が、諸国行脚の途中、三田洞の法華寺に立ち寄られた。杖にしていた竹が根づいて三鈷の竹となった。

そして、菩提樹を植え、その実で数珠を作るようにと言い残して立ち去られた。ある年の 6 月頃、うんかが発生

したので、百姓たちは庄屋に相談した。そこで、菩捷樹の実で数珠を作り、百万遍の数珠繰りをして、うんかの

退散を願った。それから毎年、7 月 22 日に百万遍の数珠繰りが行われている。それを「うんか送り」と呼ぶよう

になった。 

44 鷺山 道三塚の火の玉 道三塚 戦国 

斎藤道三は長男義龍よりも次男孫四郎をかわいがった。国主の座を奪われるのではないかとおそれた義龍は、つ

いに長良川をはさんで、道三と戦うことになった。戦いは道三に利がなく、道三は首をとられてしまう。道三の

首は義龍の手にわたるが、ぬすみ出されて崇福寺に埋葬され、道三塚とよばれた。胴体は長良川の近くに捨てら

れた。首と胴とが別々なので、道三の亡魂が火の玉となって、毎夜この塚から飛び出し、さまよい回るというい

いつたえが残っている。 

45 鷺山 サンコポぎつね   ― 

草むらがひろがっていた鷺山には、サンコポさあと呼ばれていた大きなキツネが一ぴきすんでいた。キツネは若

者になって村の家々をもらい風呂にまわったり、薬をおいていくなど村じゅうの人気者になった。あるとき、村

を出て西に旅立った。しかし、犬に襲われ命を落とした。気の毒に思った茶店の主人が、サンコポの笠と刀を鷺

山にとどけた。村人は、原っぱの真ん中に遺品を埋めて丁寧に土をもってやりました。 

46 常磐（椿洞） 夜泣き地蔵 夜泣き地蔵（子安地蔵） 近世 

椿洞の小さな橋の上にくると、どんなに夜泣きをしている赤児でも、機嫌がよくなった。お乳の少ない母親は、

乳がたくさん出るようになった。あるとき、子どもが川に落ちたが、橋の石垣のおかげで助かった。よく見ると、

首のない地蔵であった。昔、上山に、大きな寺があって、子安地蔵がまつられていた。この地蔵が、流されてい

るうちに、橋の土台に使われたのであろう。村人は、橋の下の首のない地蔵を「夜泣き地蔵」とよんで大切にし

ている。 
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表 7‐48 調査で把握された岐阜市の伝承・伝説７ 

No. 地域 タイトル 関連する場所 時期 

47 長良・黒野 キツネ女とカミナリ女   ― 

むかし小川市に、キツネ女というどろばうが人々を困らせた。川下の村に住むカミナリ女のクマが、キツネ女を

こらしめようとして、市に行って力くらべをした。キツネ女は岩を投げてあらそったが負けてしまった。むちで

打たれて悪さを認めて許してもらった。クマはかみなりから力をさずかったお坊さんの孫だった。 

48 長良西 柿木金助の話   近世 

百姓の家に生まれた金助は、子どものころから手くせが悪く、12 歳のときに家を追い出された。金助は、ぬすっ

とのおじの孫七をたよったが、知恵で孫七を負かし、孫七らを手下にして、金持ちの家からお金をぬすんでは貧

しい人たちに分けていた。ある時、ぬすっと仲間でうで比べの話になった。金助は、あらしの晩に、大凧に乗っ

て名古屋城の金の鰊鉾の鱗をぬすむことに成功した。仲間から大親分とあがめられたが、役人にとらえられ、処

刑されてしまった。 

49 長良（堀田） おくわ様 堤（祠） 近世 

長良川沿いの堀田村に、器量よしで百姓仕事をよくこなす『くわ』という娘がいた。村々はたび重なる水害に悩

まされていた。この年は、ことのほか大洪水で、犠牲者も多く出た。茫然と洪水のあとを見る村人の前に、一人

の行者が現れた。「堤の修復には人柱を立てよ。美しい娘がよかろう」と言って立ち去る。世話役たちの相談の

結果『くわ』が人柱に立ち、堤の土中に埋められた。村人は、『くわ』の魂を鎮める詞を建てて、祀っている。 

50 長良東(雄総) 仏鉢と金丸 護国之寺（仏鉢） 古代 

奈良に都があった頃、ききん・疫病の流行・地方の反乱などで人心が乱れた。聖武天皇は、人心を鎮めようとし、

奈良に大仏を造ることにした。大仏造りに必要な仏師が全国各地から集められた。日野の仏師金丸は、大仏造り

の頭となり、大仏を完成させる。開眼供養の時、天から美しい仏鉢がふってくる。金丸は、その仏鉢を褒美とし

てさずかり、日野に持ち帰る。それは、岐阜市唯一の国宝として長良雄総の護国之寺に保存されている。 

51 長良東（雄総） 久官やぶ 久官藪 近世 

300 年ほども昔のこと、雄総村では長良川ぞいの畑に麦を作り、桑を育てて蚕を飼っていた。畑は毎年のように

洪水の被害をうけ、ある水害のあった年、庄屋は代官の久右衛門に、「毎年の水害で、村は困っとります。助け

てくだせえ」と願い出た。代官もたいへん困ったが、一案を考え、「川べりの畑に桑の木と竹の株を植え、土寄

せをせよ」と話した。村人は竹薮の中に隠し堤を造った。何年か後、この薮と堤が村を救った。村人は感謝し『久

官薮』と呼んだ。 

 52 柳津 畑つなぎ堤 畑繋堤 近世 

柳津村は、まわりの村々で松枝輪中をつくって村を洪水から守っていた。けれども宝暦治水のころから大雨が降

るとこれまで以上に水かさが増え、堤が切れて村が水にのみこまれてしまった。村人たちは、畑と畑の間の水田

を土盛りして堤防をつくったが、代官所から堤を取りはらうよう言いつけられた。その後、天明 4 年（1784）、4

人の村役が再度代官所に訴えたが、ゆるしをもらえず牢に入れられ死んでしまった。文化 2 年（1805）酒井七右

衛門が北奉行所の代官になり、ようやく堤防を築くことを許され、文化 4 年(1807)に畑つなぎ堤が完成した。丸

野にある畑繋大神宮は、酒井奉行と 4 人の村役の霊を祀っている。 

 53 
金華、徹明、梅

林 
三社ものがたり 伊奈波神社、金神社、橿森神社  

垂仁天皇の第一皇子であるイニシキイリヒコノミコト、その弟である景行天皇、天皇の皇女であるヌノシヒメ、

そのヌノシヒメはミコトと結婚し、イチハヤオが生まれる。ミコトは因幡の国（鳥取県）の国守に任命され都を

離れ、妻とも離れることになった。ミコトは天皇から奥州で出土した金石を運ぶよう命を受けた。天皇の臣下の

トヨマスの陰謀により、ミコトとイチハヤオは謀反者とされ、官軍と美濃の国で戦うことになった。奥州から担

がれてきた金石は椿原（丸山）に安置されていた。ミコトが天を仰ぎ祈ると平田川は大洪水となり、金石が一晩

のうちに大きな山になった。現在の金華山である。ミコトは因幡山大菩薩の神号を受け、旧伊奈波神社に祀られ

た。ヌノシヒメは金大明神となり金神社に祀られ、イチハヤオは橿森神社に祀られている。 

 

出典：『岐阜のつたえ話(Ⅰ)～(Ⅵ)』1995 年～2001 年、『岐阜のつたえ話』2002 年、『続 岐阜のつたえ話』2006 年、 

   『三社ものがたり』2012 年 財団法人岐阜市教育文化振興事業団  
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５ 調査研究に関する書籍一覧 

表 7‐49 岐阜県の文化財調査報告書一覧 

No. 種別 図書名 発行年 発行機関 

1 記念物 岐阜県史蹟名勝天然紀念物調査報告書第 1 輯～11 輯 
1923～
1950 岐阜県 

2 記念物 長良川の生物 1957 岐阜県 

3 記念物ほか 岐阜県指定文化財調査報告書第１巻～58 巻 
1957～
2018 岐阜県教育委員会 

4 記念物 岐阜県文化財調査報告書第8輯 岐阜県天然記念物緊急調査
報告書 

1969 岐阜県教育委員会 

5 有形文化財 岐阜県における水屋の調査報告書 1974 岐阜県教育委員会 

6 記念物 岐阜県現存植生図 1977 岐阜県 

7 有形文化財 岐阜県の民家：岐阜県民家緊急調査報告書 1978 岐阜県教育委員会 

8 記念物 歴史の道：中山道調査報告書 1979 岐阜県教育委員会 

9 有形文化財 岐阜県の近世社寺建築：近世社寺建築緊急調査報告書 1980 岐阜県教育委員会 

10 民俗文化財 岐阜県民俗分布図：民俗文化財緊急調査報告書 1980 岐阜県教育委員会 

11 記念物 特別天然記念物カモシカ緊急調査報告書 1981 岐阜県教育委員会 

12 記念物 歴史の道調査報告書：北国街道 1982 岐阜県教育委員会 

13 記念物 歴史の道調査報告書：郡上街道 1982 岐阜県教育委員会 

14 記念物 岐阜県の昆虫：岐阜県昆虫分布調査報告 1982 岐阜県 

15 民俗文化財 岐阜県の民謡：民謡緊急調査報告書 1985 岐阜県教育委員会 

16 民俗文化財 岐阜県の諸職 : 岐阜県諸職関係民俗文化財調査報告書 1990 岐阜県教育委員会 

17 記念物 岐阜の淡水魚 1995 岐阜県博物館 

18 有形文化財 岐阜県の近代化遺産：岐阜県近代化遺産(建造物等)総合調査
報告書 

1996 岐阜県教育委員会 

19 民俗文化財 岐阜県の民俗芸能：岐阜県民俗芸能緊急調査報告書 1999 岐阜県教育委員会 

20 記念物 岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物:岐阜県レッドデータ
ブック 

2001 岐阜県 

21 記念物 岐阜県中世城館跡総合調査報告書第１集～４集 2002～
2005 

岐阜県教育委員会 

22 記念物 岐阜県遺跡地図 2007 岐阜県教育委員会 

23 有形文化財 岐阜県近代和風建築総合調査報告書 2016 岐阜県教育委員会 

24 民俗文化財 岐阜県の祭り・行事総合調査報告書 2020 岐阜県 
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表 7‐50 岐阜市の郷土資料一覧１ 

№ 図書名 発行年 編集・発行者 

1 岐阜市史（昭和 3 年版） 1928 岐阜市 

2 網代村史 1942 網代村役場 

3 加納町史 上・下 1954 加納町史編纂所岐阜市加納支所 

4 北長森郷土史 1956 北長森青年学級 

5 厚見村史 1960 厚見村史編集員会 

6 芥見郷土誌 1961 芥見公民館 

7 ながらにし 1967 長良西小学校 

8 木田 1969 木田小学校 

9 梅林の昔 1970 梅林小学校 

10 ぎふ早田郷土誌 1970 岐阜早田郷土誌編さん委員会 

11 早田郷土誌 1970 早田広報連合会 

12 柳津町史 柳津編 佐波編 1972 柳津町 

13 郷土の社会科しま 1972 島小学校 

14 三輪北のすがた 1972 三輪北小学校 

15 鏡島小学校創立百周年記念誌 1973 鏡島小学校 

16 のりたけ 1973 則武小学校百周年記念実行委員会 

17 岩野田 1973 岩野田小学校 

18 本荘 1973 本荘小学校開校百周年記念事業記念誌委員会 

19 合渡 1973 合渡小学校創立百周年委員会 

20 ふるさと七郷 1975 ふるさと七郷編集委員会 

21 岐阜市史 通史編 史料編 1976～1981 岐阜市 

22 伸びゆく本郷のすがた 1978 本郷小学校創立 50 周年記念事業委員会 

23 島郷土史 1978 島郷土史編さん委員会 

24 常磐村誌 1979 常磐公民館運営委員会 

25 網代 1980 網代小学校ＰＴＡ 

26 郷土読本わたしたちの金華 1981 金華小学校 

27 西郷の歴史 1982 西郷の歴史刊行会 

28 わがまち明徳 1983 記念誌編集委員会 

29 あかなべ 1983 茜部小学校創立百周年記念事業執行委員会 

30 きょうまち 1984 京町小学校社会科副読本編集委員会 

31 わたしたちのまち ながら 1984 長良小学校、西長良小学校、東長良小学校 

32 ふるさと琴塚 1985 琴塚広報会 

33 黒野 1985 黒野小学校 

34 厚見郷土史 上 1986 厚見校下自治会連合会 

35 ふるさと三里 1986 三里広報連合会 
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表 7‐51 岐阜市の郷土資料一覧２ 
№ 図書名 発行年 編集・発行者 

36 ながもり 1986 ながもり編集委員会 

37 長森郷土史資料 1986 南長森郷土史会 

38 厚見郷土史 下 1987 厚見校下自治会連合会 

39 伸びゆく本郷 1987 本郷小学校 

40 岐阜市黒野史誌 1988 黒野校下自治会連合会 

41 合渡の歴史 1988 合渡広報連合会 

42 柳ケ瀬百年誌 1988 柳ヶ瀬商店街振興組合 

43 鷺山史誌 1989 鷺山校下自治会連合会 

44 ふるさと木田 半世紀のくらし 1990 木田自治会連合会 

45 則武史誌 1990 則武校下自治会連合会 

46 さぎやま 1990 鷺山小学校創立百周年記念委員会 

47 ふるさと梅林 1992 梅林ＰＴＡ 

48 ふるさと城西 1993 城西小学校 

49 開けゆく常磐 1994 常盤公民館運営委員会 

50 鶉郷土史 1996 鶉郷土史研究会 

51 ふるさと黒野 1996 黒野小学校 

52 大宮町一丁目史誌 2000 大宮町一丁目自治会 

53 梅香る ふるさと梅林 2000 梅林自治会連合会 

54 日置江の歴史 2006 日置江自治会連合会 

55 岩郷土誌 2007 岩郷誌編さん委員会 

56 京まちの歴史 2008 京まちづくりの会 

57 わたしたちの子供の頃の金華の町 2010 金華一二三会 

58 ふるさと藍川 2012 藍川自治会連合会 

59 鏡島の歴史 2014 鏡島校下自治会連合会 

60 長森北郷土誌 2016 長森北公民館 

61 三輪北の散策 2017 三輪北を知ろう会 

62 ふるさと三輪南 2018 三輪南自治会連合会 

63 岐阜市史現代Ⅱ 通史編 史料編 2017～2019 岐阜市 
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表 7‐52 岐阜市の埋蔵文化財発掘調査報告書１ 
№ 図書名 副書名 発行年 発行者 

1 岐阜市長良龍門寺古墳発掘調査報告書   1962 岐阜市教育委員会 

2 岐阜市埋蔵文化財調査報告書 龍門寺古墳群調査報告 1969 岐阜市教育委員会 

3 宇田遺跡発掘調査報告書   1975 岐阜市教育委員会 

4 大廻古墳群発掘調査報告書   1977 岐阜市教育委員会 

5 老洞古窯跡群発掘調査報告書   1981 岐阜市教育委員会 

6 長山遺跡発掘調査報告書   1982 岐阜市教育委員会 

7 岐阜市埋蔵文化財発掘調査報告書   1985 岐阜市教育委員会 

8 椿洞古墳群 
公共急傾斜地防災事業に伴う緊急
発掘調査 1986 岐阜市教育委員会 

9 寺田・日野１ 
一般国道156号岐阜東バイパス建設
に伴う緊急発掘調査 1987 岐阜市教育委員会 

10 日野２ 岐阜市日野土地区画整理事業に伴
う緊急発掘調査 

1987 岐阜市教育委員会 

11 椿洞遺跡 岐阜市民公園整備関連事業 1989 岐阜市教育委員会 

12 椿洞遺跡２ 市道建設に伴う緊急発掘調査 1990 岐阜市教育委員会 

13 城之内遺跡 
東長良中学校建設に伴う岐阜大学
跡地の緊急発掘調査 1990 岐阜市教育委員会 

14 千畳敷 織田信長居館伝承地の発掘調査と
史跡整備 

1990 岐阜市教育委員会 

15 千畳敷Ⅱ 財団法人加藤栄三・東一記念館建設
に係る緊急発掘調査の記録 

1991 岐阜市教育委員会 

16 上城田寺古墳群   1994 岐阜市教育委員会 

17 寺田遺跡第３次発掘調査概要報告書   1994 岐阜市教育委員会 

18 西野々遺跡発掘調査報告書   1994 岐阜市遺跡調査会 

19 御望遺跡 市道西郷1号線建設に係る緊急発掘
調査の記録 

1995 岐阜市教育委員会 

20 寺田遺跡 
ガソリンスタンド建設に伴う２次
調査報告書 1995 岐阜市遺跡調査会 

21 岐阜市遺跡詳細分布調査報告書   1996 岐阜市教育委員会 

22 平成７年度岐阜市市内遺跡発掘調査報
告書 

  1996 岐阜市教育委員会 

23 
平成５～７年度岐阜市埋蔵文化財調査
報告書   1996 岐阜市教育委員会 

24 堀田・城之内 岐阜市堀田土地区画整理事業に伴
う発掘調査 

1996 岐阜市遺跡調査会 

25 堀田・城之内Ⅱ 岐阜市堀田土地区画整理事業に伴
う発掘調査その２ 

1997 
公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 

26 平成８年度岐阜市市内遺跡発掘調査報
告書 

  1997 岐阜市教育委員会 

27 
平成９年度岐阜市市内遺跡発掘調査報
告書   1998 岐阜市教育委員会 

28 岐阜市北山３号墳   1998 
公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 

29 城之内遺跡 北町堀田線・宮口町高見線街路事業
に伴う緊急発掘調査 

1999 
公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 

30 城之内遺跡 １・２分冊 
長良公園整備事業に伴う緊急発掘
調査 

1999・ 
2000 岐阜市教育委員会 

31 
平成 9・10 年度岐阜市市内遺跡発掘調査
報告書  1999 岐阜市教育委員会 
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表 7‐53 岐阜市の埋蔵文化財発掘調査報告書２ 

№ 図書名 副書名 発行年 発行者 

32 
平成 10・11 年度岐阜市市内遺跡発掘調
査報告書 

 1999 岐阜市教育委員会 

33 下西郷一本松遺跡 
西郷１号線街路事業に伴う緊急発
掘調査 2000 

公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 

34 千畳敷Ⅲ 岐阜公園再整備事業に伴う岐阜城
千畳敷遺跡の緊急発掘調査 

2000 
公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 

35 岐阜城千畳敷遺跡井戸復元整備報告書  2000 
公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 

36 
平成 11・12 年度岐阜市市内遺跡発掘調
査報告書 

 2001 岐阜市教育委員会 

37 平成 12・13 年度岐阜市市内遺跡発掘調
査報告書 

 2002 岐阜市教育委員会 

38 鷺山仙道遺跡 
岐阜市鷺山・下土居土地区画整理事
業における太平町下西郷線建設に
伴う緊急発掘調査 

2002 
公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 

39 平成 13・14 年度岐阜市市内遺跡発掘調
査報告書 

 2003 岐阜市教育委員会 

40 史跡加納城  2003 

岐阜市教育委員会 
公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 

41 平成 12・14・15 年度岐阜市市内遺跡発
掘調査報告書 

 2004 岐阜市教育委員会 

42 芥見町屋遺跡 
芥見野村水源地建設事業に伴う緊
急発掘調査 2005 

岐阜市教育委員会 
公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 

43 鷺山仙道遺跡Ⅱ 
岐阜市鷺山・下土居土地区画整理事
業における太平町・下西郷線に伴う
緊急発掘調査 

2005 
公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 

44 平成 15・16 年度岐阜市市内遺跡発掘調
査報告書 

 2005 岐阜市教育委員会 

45 
平成 16・17 年度岐阜市市内遺跡発掘調
査報告書 

 2006 岐阜市教育委員会 

46 船来山古墳群  2007 
公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 

47 鷺山蝉・鷺山仙道遺跡 岐阜市鷺山第二土地区画整理事業
に伴う緊急発掘調査 

2007 
公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 

48 鷺山市場遺跡 

岐阜市都市計画事業鷺山・下土居土
地区画整理事業における都市計画
道路鷺山下土居線建設に伴う緊急
発掘調査 

2008 
公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 

49 平成 17・18 年度岐阜市市内遺跡発掘調
査報告書 

 2008 岐阜市教育委員会 

50 
平成 17・18・19 年度岐阜市市内遺跡発
掘調査報告書 

 2008 岐阜市教育委員会 

51 岐阜城跡  2009 岐阜市教育委員会 

52 平成 19 年度岐阜市市内遺跡発掘調査報
告書 

 2009 岐阜市教育委員会 

53 史跡 加納城跡２  2010 

岐阜市教育委員会 
公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 

54 
平成 19・20 年度岐阜市市内遺跡発掘調
査報告書 

 2010 岐阜市教育委員会 

55 鷺山遺跡群 １～５分冊 
岐阜市都市計画事業鷺山・下土居土
地区画整理事業における区画道路
建設に伴う緊急発掘調査 

2011～ 
2012 

公益財団法人岐阜
市教育文化振興事

業団 

56 
平成 21・22 年度岐阜市市内遺跡発掘調
査報告書 

 2011 岐阜市教育委員会 

57 鷺山市場遺跡 
岐阜市都市計画事業鷺山・下土居土
地区画整理事業における区画道路
建設に伴う緊急発掘調査 

2012 
公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 
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表 7‐54 岐阜市の埋蔵文化財発掘調査報告書３ 

№ 図書名 副書名 発行年 発行者 

58 岩田東Ａ・岩田西遺跡 
市道ミイソ川原畑線道路改良工事
に伴う緊急発掘調査 2012 

公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 

59 平成 22・23 年度岐阜市市内遺跡発掘調
査報告書 

  2012 岐阜市教育委員会 

60 
平成 23 年度岐阜市市内遺跡発掘調査報
告書   2013 岐阜市教育委員会 

61 旧柳津町域詳細分布調査報告書   2013 

岐阜市教育委員会 
公益財団法人岐阜
市教育文化振興事
業団 

62 加納城跡 岐阜市加納西丸町宅地開発工事に
伴う緊急発掘調査 

2013 (株)イビソク 

63 岐阜城下町遺跡 
都市計画道路岐阜駅高富線道路改
良工事に伴う緊急発掘調査 2013 岐阜市教育委員会 

64 
平成 24 年度岐阜市市内遺跡発掘調査報
告書   2014 岐阜市教育委員会 

65 岐阜城跡 ２   2014 岐阜市教育委員会 

66 加納城跡 
岐阜市加納丸之内地内における緊
急発掘調査 2015 

ナカシャクリエイ
テブ(株) 

67 岐阜城跡 ３ 史跡整備に伴う発掘調査 2015 岐阜市教育委員会 

68 岐阜城跡 ４ 織田信長居館伝承地の確認調査 2016 岐阜市教育委員会 

69 平成 25 年度岐阜市市内遺跡発掘調査報
告書 史跡加納城跡３ 

  2016 岐阜市教育委員会 

70 平成 26 年度岐阜市市内遺跡発掘調査報
告書 

  2017 岐阜市教育委員会 

71 
平成 27 年度岐阜市市内遺跡発掘調査報
告書   2017 岐阜市教育委員会 

72 平成 28 年度岐阜市市内遺跡発掘調査報
告書 

  2018 岐阜市教育委員会 

73 
平成 29 年度岐阜市市内遺跡発掘調査報
告書  2019 岐阜市教育委員会 

74 岐阜城跡 ５  2019 岐阜市教育委員会 
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６ 市民意識の調査成果一覧 

(１) 調査の経過 

表 7‐55 ワークショップの開催経過 

開催場所 開催日 内 容 参加人数 

南部コミュニティーセンター 平成 31 年１月 11 日 テーマ 「城跡」 23 名 

北東部コミュニティーセンター 平成 31 年１月 23 日 テーマ 「用水」 26 名 

東部コミュニティーセンター 平成 31 年１月 30 日 テーマ 「自然」 25 名 

市橋コミュニティーセンター 平成 31 年２月１日 テーマ 「街道」 19 名 

北東部コミュニティーセンター 令和元年 10 月２日 
テーマ「農と食と用水 

    (長良川と自然、神話)」 
9 名 

日光コミュニティーセンター 令和元年 10 月８日 
テーマ「戦国時代を舞台とした 

    ドラマ」 
19 名 

東部コミュニティーセンター 令和元年 10 月 23 日 
テーマ「長良川と自然、神話 

    (農と食と用水)」 
20 名 

市橋コミュニティーセンター 令和元年 10 月 31 日 テーマ「陸運・水運と産業」 14 名 

 

表 7‐56 アンケート、市政モニター調査の経過 

事 項 実施日 アンケート項目 回答数 

講座「信長塾」 

アンケート 
平成 30 年９月 15 日 

【項目】 

・あなたの身近な岐阜市の文化財・歴史遺産につい

て教えてください。 

名称／所在地／大切にしたい点 

・保存活用のために特に重要だと思うこと。 

134 人 

市政モニター 
平成 30 年 11 月 22 日 

～12 月６日 

【項目】 

・岐阜市には多くの文化財・歴史遺産がありますが、

あなたが特に関心があり、その保存や活用が重要

だと思うものはなんですか。 

・あなたは保存・活用のためにどのような取り組み

が必要だと思いますか。 

174 人 

公民館アンケート 
平成 30 年 12 月 11 日 

～12 月 26 日 

【項目】 

・重要な文化財・歴史遺産 

・保存活用に必要な取組 

・活動主体 

・活動内容 

38 館 

市民意識調査 
平成 30 年 11 月 20 日 

～12 月３日 

【項目】※抜粋 

・岐阜市民であることに誇りを感じますか。 

・観光資源の豊かなまちだと思いますか。 

・自然豊かなまちだと思いますか。 

・岐阜市の魅力は何ですか。 

1581 人 
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(２) ワークショップ 

表 7‐57 前半(１月・２月）の市民ワークショップのまとめ１ 

種別 名   称 魅力、意見 

城跡 

岐阜城／加納城／川手(革手)城／黒野
城／鷺山城／世保城／太郎丸城／北野
城跡／長山城／上茜部城／柳津城／高
桑城 

・加納城 
  石垣が素晴らしい。  
  お城、石垣、堀の復元。 
  大手門が日置江に移築されている。 
・黒野城 
  土塁と堀が、400 年前の姿を留めている。 
   
  黒野城大手門の復元。 
  菊丸瓦の出土。 
・川手城 
  加納城と一体で文化の掘り起し。 
  土岐氏、中世美濃の中心地。 
・岐阜城 
  本物の石垣が見れる。 
  天守の復元。 
・人物 
  土岐氏、斎藤氏をキーワードにまちづくり。 
  高野山に初代藩主・奥平信昌の墓がある。 
  黒野城主加藤貞泰は川北を守る堤を造った。 
  揖斐川町に県史跡・土岐頼芸の墓。 
・交流 
 ・奥平氏の移封先、大分県中津城との交流。 
 ・奥平信昌が活躍した長篠と交流。 
 ・黒野城・加納城・大桑城との交流。 
・活用 
  加納城下町のジオラマの作成。 
  城巡りツアーの開催。 
  三大城合同イベント・パンフ作成。 
  学校の授業でお城を…魅力の語り部。 
・その他 
  未発掘の山城の発掘等。 
  保全のための行政の支援。 

手が加わっていない城の姿が良い。 
  長山城の整備・保存、道しるべの作成。 

神社・ 

寺院 

加納天満宮／猿田彦神社／加納八幡神社
／松下神社／菊池神社／方懸津神社／岩
八幡神社／三輪神社／白山神社／岩熊野
神社／金比羅神社／保食神社／諏訪神社
／白髭神社 

日子坐／大洞の山門／伊和西神社／石塔

碑、石神様・道祖神／茅野神社 

 

延算寺／真聖寺／太子堂（供養塔）／願

成寺の仁王門／光国寺／西方寺／玉性院

／閻魔堂(川手)／正法寺跡／円徳寺／瑞

龍寺／厚見廃寺跡／久運寺／大智寺／浄

音寺／慈恩寺／真長寺／獅子庵／船国寺

／鏡島弘法 

・加納天満宮…お祭りの保存。 
       沓井城の時代より続く神社。 
・八幡神社…加納城の表鬼門。 
・寺社の主要な仏像…いわれの調査、 
          看板の設置。 
・久運寺…お茶壺道中の悲話。 
・大宝廃寺…塔心楚を地元に移設したい。 
・観光のための駐車場を増やす。 
・大智寺…四季が楽しめる。 
・真長寺には三輪釈迦如来等の文化財が多く伝 
 わる。 
・真長寺～大智寺を結ぶ歴史文化花街道を作る。 

・歴史が古い…芥見の瓦職人（東大寺の瓦） 

・百済との関係があるのでは。 

・伝説の小町滝（延算寺） 

・仁王像をきれいに保存。 
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表 7‐58 前半(１月・２月）の市民ワークショップのまとめ２ 

種別 名   称 魅力、意見 

街道 

中山道／御鮨街道／一里塚／東山道／郡
上街道の起点／谷汲街道／忠節街道／高
富街道／お結街道／美濃路／加納道／長
良川の舟運 

・中山道 
  加納城と中山道の関係をＰＲ。 
  本陣、脇本陣の跡を明確化、案内板等。 
  宿屋（本陣、脇本陣）の復元。 
  道沿いに飲食店や土産物を。 
  和傘をベースとした土産物屋・飲食店。 
  中山道まつりの工夫。 
・御鮨街道 
・中山道の案内板を統一的に。 
・説明板、案内板の設置。 
・語り部の育成。 
・安全に歩けるよう歩道、自転車道を整備。 
・休憩所、トイレの整備、展示施設。 
・脇街道にも目を向ける。 
・色々な街道を選択できるようなパンフ。 
・一里塚の復元、復興…前後のルートの表示。 
・郡上海道の起点…柳ケ瀬辺り、ロマン。 
・岐阜街道の起点…川原町、まちなみが素敵。 

用水 

山県用水／中濃用水／席田用水／各務用

水／治水碑（長良川）／オランダ技師デ

レーケの志段見堰堤群 

・三輪神社・真長寺と山県用水は関係が深い。 

・砂防堰堤（志段見）をデレーケが作っている。 

・中学生の水防団演習への参加…郷土教育に活 

 用。 

・中濃用水（山県用水） 

  平安時代から続く用水。 

  流域面積が広い（城田寺まで）。 

  分岐箇所に桐木の礎石。 

・活用 

  山県用水、忠節用水を本来の姿に戻す。 

  用水を活かした商業施設。 

  用水巡りウォーキング。 

古墳 
東北浦古墳／内山古墳／真長寺裏の前方

後円墳／丸山古墳／北浦古墳 

・地図にない古墳の形跡にも標柱を。 

・古墳巡り。 

祭り 

三輪神社の獅子の舞／三輪祭（三輪神社）

／豊栄の舞(白山神社)／熊野神社でんで

らがはち／八幡神社（岩）の灯篭まつり

／出屋敷白山神社雨乞い太鼓踊り／浦安

の舞（天満神社) 

・地域の年中行事を残す。 

・伝統芸能を地域の人々に知ってもらい後世に 

 残したい。 

断層 梅原断層／濃尾断層／三田洞断層 
・地震による断層を見ることができる。 

・破砕帯を歩く、たどる。 

人・ 

教育 

春日局／海部元総理の奥さん 

女子大、女子高、中学、小学校 
・教育機関が豊富…学園地区。 
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表 7‐59 前半(１月・２月）の市民ワークショップのまとめ３ 

種別 名   称 魅力、意見 

自然 

北野神社大杉／石田川ホタル／櫂立山／

芥見権現山、清水川、大洞の里山（遊歩

道）／湧水（里山） 

・石田川は水が綺麗で生き物が多い。 

・ホタルを通じた地域づくり。 

・「櫂立山」呼び名の由来。 

・田んぼの景色を守る。 

 

・清水川…親水公園⇒市民の憩いの場。 

・湧水…飲める。 

・眺望が素晴しい（芥見権現山） 

 …登山道の整備。 

・大洞の里山…誰でも歩け、自然に親しめる。 

 ⇒ＰＲ 

・「里山作ろう会」のメンバーを多くして若者 

 を参加させたい。 

食 
ハツシモ（米）／長良ういろう／だんご

／ぶんだご餅／だらり餅／本荘うろこ餅 
・「食」にはだれでも興味がある。 

伝統・ 

行事 

山の神／山の講（子）／大洞の獅子舞／

吉野神社の祭り／水神まつり／いこまい

祭り／河渡の川祭り／本荘雨乞い踊り 

山の講（一泊） 

  …収穫祭：おはぎ、けんちん汁 

       さんまを焼いて食べる。 

吉野神社祭り…いわしを焼いて食べる。 

文化財 老洞窯跡／琴塚古墳 ・老洞の活用 

その他 

亀姫伝承／和傘／土岐氏の墓地／鵜飼の
里／梅林公園／川端康成／御望山／伊自
良川／板屋川／茜部荘／平田荘／岐阜町
総構／小川市／長良川の鵜飼／芥見南の
獅子舞（金蔵獅子）／光輪公園のお墓、
道標／硯石／道標（古街道）／お紅の渡
し／曾我屋横小堤／河渡の戦い／ゆうべ
が池の伝説／斎藤一族／忠節用水 

・小川市…今昔物語、日本霊異記。 
・板屋川…蛍が飛ぶ。 
・伊自良川…学園都市にきれいな水。 
・御望山…鵜飼山城跡が岐阜大学付近にある。 
・茜部荘…東大寺の荘園・絹を奉納。 
・平田荘…立政寺、鏡島弘法 
・亀姫の伝承 
・和傘職人の育成と展示・教室。 
・英語で案内する。 
 
・道標…保存すべき。 
 
・お紅の渡しの維持と活用の促進。 
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表 7‐60 後半(10 月）の市民ワークショップのまとめ１ 

項 目 内 容 

資源 

三輪神社、真長寺、胴木分水、山県用水、三輪用水、石田川、古墳、黒野城跡、信長居館跡、城田

寺城、船田城、岐阜公園、亀姫、和舟、鏡島湊、小紅の渡し、川原町、土岐氏関連の山城、関ヶ原

合戦と美濃武将、川原町、岐阜城、雛倉城、旧加納町役場、岐阜大仏、金華山、則武天満宮、土岐

氏の城、斎藤氏の城、長良川舟運、川原町石舟、山田川、山の神、御衣黄桜、権現山、願成寺、シ

デコブシの自生地、シデコブシ群落、芳野神社の石燈、権現山にある古井戸、長山城、畳堤防、中

将姫誓願桜、大洞里山、林陽寺、古墳、里山、小紅の渡し、松尾池のオシドリ、松尾池の合掌家屋、

長良川、金華山、伊波乃西神社、加納城、加納城の石垣、加納城大手門、加納宿、亀姫御膳、日野

の渡し、長刀堀、中山道、御鮨街道、湊街道、小紅の渡し、三十三間堂、合渡宿、合渡の祭り、合

渡宿の衣装、馬頭観音、杵築神社、谷汲巡礼街道、二文字うなぎ 

自分たちでできること 

保全 

○里山の維持 

 ・定期的な草刈りを地域で行う。 

 ・整備用具充実のため助成金が必要。 

 ・拠点となるベースをつくる。 

 ・協力地主を増やす。 

○安全対策 

 ・水害対策を行う。 

○地域の文化 

 ・田植え踊りを継承し保全する。 

 ・昔の衣装を再現し着てもらう。 

 ・河渡宿まつりの時代行列を継承し保全する。 

共有化 

○山県用水の周知 

 ・水害の歴史を知る。 

 ・用水の歴史、工夫、技術を学び、教室や講座を開きありがたみを伝える。 

 ・古墳と用水の関連を調べる。 

 ・実際に見て実感する機会をつくる。 

○歴史の情報発信 

 ・関ヶ原合戦とからめて紹介する。 

 ・土岐氏関連の城を紹介する。 

 ・武将との関連を寺・神社から発信してもらう。 

 ・市内の城跡解説動画作成をする（YouTube）。 

 ・HP、Facebook、Twitter などでの情報発信を行い、若い人への周知を狙う。 

 ・作家が方県郡の物語をつくる。 
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表 7‐61 後半(10 月）の市民ワークショップのまとめ２ 

項 目 内 容 

共有化 

○地域住民、子ども達への周知 

 ・文化財を住民が知る機会をつくる。 

 ・子どもが学校で学ぶ機会をつくる。 

 ・小学校で黒野城検定を実施する。 

 ・子どもに観光ガイドを体験してもらう。 

 ・紙芝居をつくる（土岐氏、黒野城等）。 

 ・紙芝居を CG 化して印象を残す。 

 ・城下町ソングを作成する。 

○シデコブシ 

 ・シデコブシを周知させ保全していく。 

 ・シデコブシ群落と周辺の整備をする。 

 ・案内看板を設置する。 

○中将姫誓願桜 

 ・桜祭りを市民に広報する。 

 ・保存会の協力者を増やす。 

○歴史の掘り起こし 

 ・願成寺の歴史と文化財を紐解く。 

 ・古墳と天皇家の関りを調べる。 

 ・川漁師、船頭の暮らしの話を収集する。 

 ・河童等、水にまつわる民話を集める。 

 ・地名に残る歴史を調べる。 

 ・宿場の帳簿を調べる。 

 ・陸運、水運の文献を調べる。 

 ・渡し舟の体験談を資料として残す。 

活用 

○まち歩きツアー 

 ・山県用水を歩くツアーの企画。 

 ・古文書解読ツアーの企画。 

 ・古地図を手掛かりに歩くツアーの企画。 

 ・魅力を組み合わせたツアーの企画。 

 ・竹やぶ、広場など資源を活かす。 

 ・まち歩きガイドを募集する。 

○川を活かした観光 

 ・川湊の風景を活かす。 

 ・鏡島湊を整備する。 

 ・和舟を出し風情を楽しむ。 

 ・城を舟で川からも桟敷からも見ることで、岐阜でしか見られない景色をつくる。 

 ・長良川舟運のビジュアル化を行う。 
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表 7‐62 後半(10 月）の市民ワークショップのまとめ３ 

項 目 内 容 

活用 

○ウォーキングマップづくり 

 ・全校区でマップを作成する。 

 ・歴史のストーリーに合わせて、時間別コース作成する。 

○地域の交流 

 ・花見イベントを企画する。 

 ・音楽を使ったイベントを企画する（音が響く）。 

 ・若い人が参加する行事を企画する。 

 ・近隣地域住民同士で交流を持つ機会をつくる。 

 ・中山道ふるさと祭りに子ども達を参加させ後世に伝える。 

 ・お地蔵さん祭りを復活させる。 

 ・地域に根差した祭りを行う。 

その他 

○スマートインターで岐阜に立ち寄ってもらう。 

○中江藤樹など関わりのある歴史上人物を新たに探す。 

○夜の楽しみをつくる。 

 ・散策できるところをつくる。 

 ・くのいちカフェをオープンさせる。 

○看板の設置者をわかるようにする。 

誰かと共にできること 

保全 

○安全対策 

 ・ため池の管理を行う。 

 ・行政、自治会と災害対策を行う。 

 ・安全性とふるさとの再生の両立を工夫して行う。 

○維持管理 

 ・地域で清掃活動を行う。 

○古墳の周知 

 ・地域の古墳を住民が知る機会をつくる。 

 ・案内板等で場所をわかりやすくする。 

○ホタル生育域の拡大 

 ・三輪用水を昔の姿に戻す。 

 ・上流の排水処理を工夫しホタルの生育地を広げる。 

 ・用水の維持管理を地域全体で行う。 

○お城の保全と整備 

 ・岐阜城の石垣の保全。 

 ・黒野城の城跡、土塁堀の保全。 

 ・信長居館跡を再現する。 
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表 7‐63 後半(10 月）の市民ワークショップのまとめ４ 

項 目 内 容 

保全 

○保全と整備 

・史跡の整備、発掘調査を行う。 

 ・山の講（神）を復活させる。 

 ・山田川の整備し川幅を広げる。 

 ・小紅の渡しを続けていく。 

 ・まち並みを保全する。 

 ・古い家屋を行政が主体となり保全する。 

 ・遺構を整備する。 

 ・加納城、堀を発掘する。 

 ・企業の協賛金を集めて整備を行う。 

 ・河渡宿は半分が無くなっている、これ以上無くならないよう保全する。 

共有化 

○地域住民、子ども達への周知 

 ・地域の歴史を小学校の教材にして伝える。 

 ・郷土の歴史の本をつくる。 

 ・三輪神社と真長寺の古文書を調べ教室を開く。 

 ・加納宿、河渡宿のジオラマをつくり、建設中の加納宿交流センターに置く。 

 ・水運の技術を知る機会をつくる。 

 ・会報を発行する。 

 ・広域の各研究会が集まり情報を共有し発信する。 

 ・自然観察、講座を開催する。 

 ・整備作業の体験会を行う。 

 ・防災キャンプを行う（湧き水が飲める）。 

 ・小学生の自然学習を行う。 

 ・語り部、インストラクターを育成する。 

○地域のまちづくり 

 ・地域住民の関心を高める。 

 ・三輪北と三輪南が一体となった協議会を組織する。 

 ・歴史文化をきっかけに地域の連携を促す。 

○三輪神社の活性化 

 ・三輪神社を 14 ヶ村の神社とする。 

 ・三輪まつりで地域の繋がりを復活させ、まつりを存続させていく。 

 ・文化として地域で盛り立てる。 

 ・神社と用水を一体として考える。 

 ・信仰と用水、神社を結びつける。 
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表 7‐64 後半(10 月）の市民ワークショップのまとめ５ 

項 目 内 容 

共有化 

○歴史の掘り起こし 

 ・隠れた美濃武将を発掘する。 

 ・地元の城の掘り起こしを行う。 

 ・町名の由来を調べる。 

 ・地元の民話を調べる。 

○他の地域との連携 

 ・祭りを連携させ岐阜町としてのまとまりをつくる。 

 ・歴史の繋がりから観光での連携を促す。 

○観光 PR 

 ・HP 開設。 

 ・小紅の渡しの紹介。 

 ・畳堤防の紹介。 

 ・七福神めぐりの紹介。 

 ・金華山の眺望をもっと宣伝する。 

 ・文化財と希少自然がある環境を宣伝する。 

活用 

○文化財、地域資源の活用 

 ・里山、里川を一体的に再生する。 

 ・話し合う場を設け、続けていく。 

 ・埋もれている遺産を掘り起こす。 

 ・ゲレーテが工事した松尾池と合掌造りの家屋を周知させる。 

 ・点々とした資源を面で捉える。 

○観光の為の環境整備 

 ・岐阜公園、黒野城に駐車場を増やす。 

 ・城下空き地を駐車場化する。 

 ・駐車場への案内を分かりやすくする。 

 ・案内看板を設置する。 

 ・中山道の案内板を設置する。 

 ・公衆トイレを増やす。 

 ・休憩施設をつくる。 

 ・旧加納町役場活用案を高校生が考える。 

 ・若い人に向けたおもてなし施設をつくる。 

 ・金華山登山道の整備を行う。 

 ・案内を多言語化し、外国人観光客にもわかりやすくする。 

 ・戦国の史跡を中心とした観光マップを作成する。 

 ・観光ルート作成する。 

 ・ハイキングコースをつくる。 

 ・松尾池の合掌家屋を再生させる。 
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表 7‐65 後半(10 月）の市民ワークショップのまとめ６ 

項 目 内 容 

活用 

 ・権現山、登山道の整備をする。 

 ・長山城、芳野神社の案内を作成する。 

○川原町活性化 

 ・飲食店を増やす。 

 ・自己負担なく店を出せる仕組みをつくり若手のインキュベートをする。 

 ・町並みから暮らしを見えるようにする。 

○岐阜大仏 PR 

 ・日本三大大仏として周知させる。 

 ・岐阜城とセットの入場券を検討する。 

○観光バスとの連携 

 ・城跡ツアー、神社めぐりツアーを案内人と連携して企画する。 

○観光活用 

 ・和舟のある風景を活かす。 

 ・水上タクシーで地域を繋ぐ。 

 ・街道を歩くイベントを企画。 

 ・お寺を含めたハイキングコースを作成する。 

 ・地域を連携させ、歴史の流れを汲んだガイドマップを作成する。 

 ・歴史ある食文化を宣伝する。 

 ・各地域の団子を復活させ食べ歩きできるようにする。 

 ・地図アプリなどを作成し、歩くことを楽しむ工夫づくりをする。 

 ・川（舟）に関わる職人を支え、学べる総合的な場をつくる。 

その他 

○地域の親睦を深める懇親会を開催する。 

○長良川おんぱくへの支援をする。 

○古い町屋を手放してもらう仕組みづくりを考える。 

○食と連携させる。 

○鵜飼船の料金を下げる。 

○地元企業からスポンサーを集める。 

○資金集め 

 ・クラウドファンディングを活用する。 

 ・HP、SNS を活用する。 

 
 
 

 

 

 

 

 



資料編 

147 
 

(３) 信長塾アンケート 

 

表 7‐66 信長塾アンケートのまとめ 

種別 名称／内容 文化財・歴史資産の保存・活用 

史跡 

・加納城 

 加納城の周辺や歴史を含む 

・現在は石垣しか無いが歴史を感じる。 

・上屋構造の復元を検討して欲しい。 

・黒野城 

 黒野城の周辺や歴史を含む 
・岐阜城等と関係づけて、黒野城の歴史をＰＲ。 

・瑞龍寺山頂遺跡 ・埋もれた未発見の古墳の活用。 

・琴塚古墳 
・案内板をもう少しわかりやすくしてほしい。 

・周囲の草を刈って整備してほしい。 

・土岐氏関連の遺跡 ・埋蔵文化財を分かりやすく説明する。 

寺社 

・伊奈波神社 
・市内の神社仏閣巡りコースを策定する。 

・交通の便をよくする（休日に特別バス運行等）。 

・立政寺、西荘 

 室町幕府15代将軍足利義昭の仮御所 
・資料を公開する。 

・三輪真長寺 ― 

有 形 

文化財 

・岐阜大仏（正法寺） ・建物を修復する。 

・+釈迦如来坐像（三輪真長寺） ― 

無 形 

文化財 
・手力の火まつり ― 

自然 

・夕べが池 ― 

・瑞龍寺山 ― 

・達目洞の自然 ― 

伝承 
・三社まいり 

 （伊奈波神社、金神社、橿森神社） 
― 

その他 

・中山道の宿場町 

 加納宿、加納城跡～茶所の東あたり

は江戸時代の宿場町の風情が残る 

・宿場町として文化財登録する。 

・狂俳発祥の地 

 （岐阜公園周辺） 
― 
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(４) 市政モニター調査 

 

設問１．あなたのお住まいの地域（実際に生活されている地域）はどちらですか。 

1.本庁舎【中央部】（金華、京町、明徳、徹明、梅林、白山、華陽、本郷、木之本） 17 件,10% 

2.東部（岩、芥見、芥見東、芥見南） 12 件, 7% 

3.西部（網代、方県、西郷、黒野、木田、七郷、合渡） 20 件,12% 

4.北部（長良、長良西、長良東、鷺山、常盤、岩野田、岩野田北） 32 件,18% 

5.南部（加納、加納西、茜部、厚見） 13 件, 8% 

6.日光（島、早田、則武、城西） 18 件,10% 

7.長森（日野、長森南、長森北、長森西、長森東） 26 件,15% 

8.市橋（本荘、三里、鶉、市橋、鏡島、日置江、柳津） 32 件,18% 

9.北東部（藍川、三輪南、三輪北） 4 件, 2% 

 

設問２．あなたは、岐阜市に居住してどのくらいの期間になりますか。通算年数を教えてください。 

設問３．あなたは、岐阜市に対して誇り・愛着を感じますか。 

設問４．あなたは、岐阜市の歴史や自分たちの祖先の暮らしに興味がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問５．岐阜市には多くの文化財・歴史的遺産がありますが、あなたはこれらの文化財、歴史的遺産の

由来やその保存・活用などについて、どの程度関心がありますか。 

設問６．あなたは、「『信長公のおもてなし』が息づく戦国城下町・岐阜」というストーリーが、「日本

遺産」として認定されていることを知っていますか？ 
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※以下、設問７～９は、次にあげる岐阜市のおもな文化財・遺跡についておたずねします。 

1.岐阜城跡 2.長良川鵜飼 3.正法寺（岐阜大仏） 4.川原町 5.老洞・朝倉須恵器窯跡 6.願成寺（中

将姫誓願ザクラ） 7.黒野城跡 8.加納城跡 9.中山道 10.河渡宿  11.琴塚古墳 12. 瑞龍寺山頂

遺跡 13.城田寺古墳群 14.大智寺・獅子庵 15. 三輪神社 16．真長寺 17.伊奈波神社・岐阜まつり 

18.手力雄神社・手力の火祭り 19.葛懸神社・池ノ上みそぎ祭 

設問７．岐阜市のおもな文化財・遺跡のうち、行ったことがあるものを選んでください。（複数回答数） 

設問８．岐阜市のおもな文化財・遺跡のうち、あなたが特に関心があり、その保存や活用が重要だと思

うものを選んでください。（３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問９．設問８で選んだ文化財・遺跡について、あなたは保存・活用のためにどのような取り組みが必

要だと思いますか。（自由記述）※一部抜粋 

【保存】◇遺跡発掘後の保全・見せ方。◇むやみに立ち入れないようにする。◇歴史的事実の探求及び

現代における活用（大衆の認知、ビジネスなど）、隣接市町と連携した保存振興。◇城田寺古墳群は発掘

調査など。◇景観を損なわないための、定期的な点検や見回り、ごみ対策。◇歴史の中の伝統継承を担

う後継者の育成や取り巻く環境の整備。◇中山道は岐阜市のみならず、隣接の市町と連携した取り組み

(散策コースの用意など)が必要。  

【ＰＲ】◇市民が興味や関心を持つこと。近くにある文化財や遺跡を訪ねたり、学校では勉強の一環と

して取り入れ、自治会では機会あるごとに関心や興味、理解できる活動。◇知る機会を増やす。子供の

時から触れることで大人になっても知識として残るようにする。◇多くの方に周知してもらうため、テ

レビ CM や駅、電車内などの広告。◇全国の方々に観光 PR をして、保存の資源を稼ぐ。◇学校教育に社

会見学を取り入れること等、若い世代に周知させる。◇岐阜市民の認知と理解。 
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【イベント・観光】◇川原町はオシャレで若い人や観光客が集まるので、そこを中心に盛り上げる。◇

岐阜市民が鵜飼に行きやすくなる市民割などの取り組み。◇土産店の整備。◇何度も足を運びたくなる

仕掛け。◇鵜飼を小学校 5 年生から授業で取り入れる。◇観光 PR を市民と旅行会社（観光客）で企画。

◇老若男女が身近に感じ、興味を持つようになるようなイベント。◇岐阜城は近年の登山ブームを生か

して、歴史と山歩きの両方できる山として、登山の本などに載せる。◇市民が気軽に参加できるイベン

トや企画の開催。◇岐阜大仏はまだ周知されてないと感じるので、入り口を目立たせ境内に大仏以外の

見どころ(桜や紅葉する木を植える等)を増やす。◇災害対策を考える。◇文化財ウオーキングや散歩コ

ースの策定で関心を継続する等、存在価値を継続的に高める。◇周辺と一体感のある街作り。住宅街等

も含め雰囲気の統一化。◇交通の便を良くする。◇駐車場の整備。◇観光場所を巡るコミュニティバス。 

 

設問 10 例示した以外にも、岐阜市には多くの文化財・歴史的遺産がありますが、そのうちあなたが特

に関心があり、その保存や活用が重要だと思うものは何ですか。（自由記述・複数回答可）  

種別 名称／内容 文化財・歴史資産の保存・活用 

史跡 

・川手城跡 ― 

・鷺山城 ― 

・西郷舟木山の古墳群 ・広報誌に掲載。 

・旧加納町役場跡 ・役場跡地に中山道加納宿を復元。 

・岐阜城 
 山麓の遺構や三重塔等も含む 

・山麓部の復元。 

・日子巫命御墓（伊波乃西神社） ― 

寺社 

・伊奈波神社 

・広く周知する。 
・寺社を巡るような交通整備。 
・古い建物に関しては調査をし、助成金等必要に応じて保存
措置を講じる。 

・伊波乃西神社 

・法華寺（三田洞弘法） 

・乙津寺（鏡島弘法） 

・延算寺、真福寺 
 （岐阜市東部の寺） 

・崇福寺 

有 形
文 化
財 

・道祖神 
 （市内各地に点在） 

― 

・平和祈願像（梅林公園） ― 

・忠節橋 ・現状保存。 

・旧岐阜県庁舎 ― 

無 形
文 化
財 

・岐阜まつり 
・かつて行われていた４月４、５日に岐阜市内を子供神輿が
町内を練り歩く文化の復活。 

・小紅の渡し ・島地区からの交通の便を良くする。 

自然 

・大洞シデコブシ群落 ・保護活動助成。 

・百ケ峰 ― 

・梅林公園 ― 

・達目洞 ― 

伝 統
工芸 

・和傘 
・加納の和傘や鵜飼の舟造りやウカゴに必要な松等の材料の
保存。 

・美濃和紙 ― 

・提灯 ― 

・うちわ ― 

そ の
他 

・御鮨街道 ・宿場町の景観復元。 

・水の資料館、水の体験学習館 ― 

・旧柳津町の文化財 ― 

・井の口周辺の町並み 
 （武家屋敷と町屋？） 

― 
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設問 11 設問 10 で記載いただいた文化財・歴史的遺産について、あなたは保存・活用のためにどのよ

うな取り組みが必要だと思いますか。（自由記述）一部抜粋 

 

【情報発信】 

◇素晴らしさが伝わるように、存在を周知させるような PR をしてもいいと思う。 

◇集客しないと保存も活用も意味がないと思うので、廃れるのを保つための保存ではなく、未来でも愛

され、身近に感じられる存在になるような使われ方をしてもらえるように、知ってもらう努力が必要だ

と思います。 

◇PR をもっとする。歴史ボランティアの積極的な活用と、SNS による積極的な発信。 

◇文化財・歴史遺産のデジタルアーカイブ化。 

◇どのような文化財・歴史遺産があるか、記事を情報誌に載せる。 

◇どこでどんなお祭りがあるのか、広報やフリーペーパーで宣伝していくと良いと思います。 

◇広報ぎふで文化財・歴史遺産の存在を PR する。 

◇国外の人向けに発信するためホームページの英語版など作成する取り組みが必要だと思います。 

◇岐阜市に 20 年以上住んでいる夫に聞いても文化財・歴史遺産が出てこないので、画像、マップ、オス

スメポイント、歴史背景をまとめたサイトがほしい。このままでは後世に残らない。 

◇西郷舟木山の古墳群について、岐阜最大の古墳群の県民市民へのアピールと詳しい説明を市広報にの

せる。 

◇伊奈波神社・金神社をもっと盛り上げて、県外の方々に知ってもらうのが大事だと思います。岐阜ま

つりや、信長まつりも原点に還ってもっと盛り上げてほしいです。 

 

【普及啓発】 

◇興味のない方にも文化財・歴史遺産を発信していった方が良いと思います。専門的な所へ行かないと

勉強できないと、興味がある方しか知識が増えません。全く関係のないイベントで発表するなど興味の

ない方にも知ってもらえるようにした方がいいと思います。 

◇文化財・歴史的遺産というと、小さな子がいる家族づれには近寄りがたく、利用しづらいイメージで

す。利用しにくい層に気軽に足を運んでもらい、興味を持ってもらうことが、利用と保存にも繋がると

思います。 

◇映画のロケ地やイベント会場などとして活用することで、観る・保存だけの施設ではなく、建物を活

かした取り組みをして欲しいと思います。 

◇神社・仏閣で非常に歴史のあるところがありますが、これらを巡回するような交通機関によるモデル

コースを作るのも施策かと思います。 

◇女性活躍社会における岐阜市の偉大なる偉人を TV 化・映画化してみては？ 

◇認知度が低いので広報誌で特集を行うなど、イベントを行う。 

◇最近はやりのマルシェなどをひらき、人が集まるきっかけをつくる。 

◇身近に感じられるように、若者が集まるイベントを開いて認知してもらう。 

 

【整備】 

◇周りの清掃と看板の設置。 

◇定期的なメンテナンス。 

◇保存会ができていて、それなりの活動は行われている。国道など目にする箇所に案内板の設置など。 

◇宿場町の復元。 

◇観光ガイド・ICT(Information and Communication Technology)を活用した PR。 

◇居館及び宮殿、庭園・池等全体を復元整備して、テーマパークにする。 

◇役場跡地に中山道加納宿を再現したものを建設する。 

◇小紅の渡しについて、島地区からの交通の便を良くする。 

 

【補助制度】 

◇国費の投入。観光地としての再開発。広告戦略。住宅街等も含め雰囲気の統一化の為の補助。 

◇維持補修のための寄付を募る。 

◇記録に残す・存続するための助成制度を作る。 
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◇まずは、多くの人に知ってもらうこと、ボランティアの育成、補助。 

◇文化財・歴史遺産を知ってもらうため割引率を高くした割引券を配布。 

◇少子化の影響で自治会単位では無理なので、支部単位で子供神輿が出来るように、岐阜市が主導して

復活して欲しい。 

◇古民家は保存しつつ住み続けられるよう修理や保存に必要な費用を補助する。神社仏閣に関しては、

歴史的背景や建築方法、文化財など調査して必要であれば保存の助成金を出す。 

◇登山道の整備を行い市民の健康管理に役立てる。 

 

設問 12 文化財・歴史的遺産の持続的な保存・活用のために、重要だと思うことは何ですか。 

（２つまで） 

 

 

設問 13 文化財・歴史的遺産を紹介し、学習できるような取り組みの充実を図る場合、あなたが望むサ

ービスは何ですか。（複数回答数３つまで） 
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設問 14  あなたが岐阜市の文化財・歴史的遺産に関する活動のうち、今後、参加してもよいと思うも

のはありますか。（３つまで） 

 

質問 15 その他、岐阜市の文化財・歴史的遺産について、ご意見・ご感想がありましたらご記入くださ

い。（自由記述）※一部抜粋 

【保存】 

◇文化財や遺産はなくなれば終わりだから、もっと予算をつけるべき。 

◇遺跡・遺産・文化財などは現状維持が一番大切だと思うが、観光化の為にはある程度の修復や、建設も必要

だと思う。 

◇信長の居城発掘に市民からのボランティアを募集して発掘作業に参加させてはどうか。より、市民に身近に

なると思う。発掘作業に参加したいボランティアは多いと思う。 

◇指定文化財に登録された物を所有しているお寺が「入場禁止」になっている事があるのが残念。 

◇貴重な物が色々あるのに、あまり賑わっていないイメージ。それぞれの文化財がその地域全体を活性化させ、

もっと人が集まりやすいように、交通機関とかに工夫が必要だと思う。 

◇地域は地域で古い文化・遺産を細々と守っていることを認識してほしい。 

◇文化財の保護・活用にはお金がかかります。いつでもどこでも後回しにされます。 

◇文化財等の保護とともにそれを活用した観光資源の整備発掘を継続的に行って、魅力ある岐阜を創設したい。 

◇維持保存のためにだけ多額のコストをかけるのはあまり賛成できません。 

◇文化財や遺産は展示品だけでなく実際に触れたり体験できるブースもあると良い。手軽にお願いできるガイ

ドさんの興味深い話も、こぼれ話しを聞いていても楽しい。見るだけでは記憶に残りづらい。 

◇重要文化財に触れるにもアクセスが悪い。また入場料、駐車料が高い場所もあるのも辛い。うかいミュージ

アムに行きましたがとてもよく、鵜飼の歴史を学べ、楽しめた。 

◇文化財マップを作製してはどうですか。 

◇多くの文化財を地元が守っていくために協力していきたい。 

【ＰＲ】 

◇あまり岐阜市のことを知らないので、いろんな形での情報発信をしてほしい。お祭りとか身近なことを通し

て歴史等を学べるといいと思う。 

◇これからも SNS 等で岐阜の歴史など発信していきたいと思います。 

◇子どもと一緒に歴史的遺産について学べると良い。 
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◇たくさんの文化財があるのにもかかわらず、全国に知られてない。 

◇テレビ番組（まるっとぎふ、ぎふチャン等で）旅番組として定期的に紹介する。 

◇岐阜市のホームページには、文化財・遺産について名称・住所などの一覧表だけで画像がなく、興味が湧き

ませんでした。画像を追加したり、文化財施設の公式ホームページとリンクをはったりして、興味を持つ分か

りやすいきっかけがあると良い。 

◇学校（小学校、中学校）と連携して、子供たちにも文化財のことを知ってもらう。 

◇多くの講座や、パンフレットがあり、参加することができ感謝です。真長寺の美しい庭や文化財の開示日な

ど、また大智寺の勅使門、蓮池、苔庭と美しい紅葉などそれぞれの場所の詳しいことを知らせてほしい。 

◇全国的に見ても宣伝アピールが下手だし、少ない気がする。 

◇金華山・百々ヶ峰をウォーキングコースとして大々的に国内外に発信して欲しい。特に馬の背コースを短い

が、急峻な面白い登山道として。 

【観光・イベント】 

◇高齢化により税収が減少するなか総花的ではなく、岐阜市にしかない物を一点集中で創る事が重要。 

◇もっと観光に来てくれる人達の意見やアドバイスなどを取り入れ、新しいものを作っていって欲しい。 

◇伊奈波神社、岐阜まつりが多くの観光客が出向いている行事の割には、人的、金銭的にも地元の負担が重す

ぎる。 

◇昔からの伝承はとても大切ですがそのままだと面白みもないので、たまのイベントが興味を持つ又啓発につ

ながらないでしょうか？ 

◇現在、ゲームやアニメの影響などから若い世代の人たちにも「歴史モノ」に注目が集まっている。岐阜には

信長をはじめ、いろいろな文化財や遺産があるので広い世代で知ってもらえるチャンスではないでしょうか。 

◇10 年近く住んでいますが、岐阜市の文化財や歴史的遺産についてはほとんど知りません。他地方から移り

住んでくる人も多いのでそういう人達が楽しめるイベントなどがあるといいかもしれない。 

◇岐阜市の文化財を 1 日でまわれるツアーの企画があれば参加したい。 

◇世界の方々が集うまちづくりをお願いします。 

◇岐阜の街中をゆっくりのんびり楽しみたいが、やはり駐車料金はネックです。自転車で気軽に街中を回るた

め、車の置き場所に困ります。 

◇どこになにがあるのかイマイチわかりにくい。 

◇駅前の信長の像など、新しい感じがしてせっかくの歴史が感じられないとよく思う。新調するのも良いがも

う少し重みのある風情が欲しいと思う。 

◇岐阜のお祭りは金儲けが強く感じる。 

◇県外の友達が来た時に観光するスポットが無い。日本的にも世界的に観てもパッとしない印象。 

◇ロゴなどもそうですが、著作権をできるかぎり無くして、無審査で誰でも自由に利用できるようにした方よ

い。商業利用であろうと拡散が一番の時代です。 

◇ドローン搭載カメラによる映像を Youtube へのアップも面白い。例えば伊奈波神社などを撮影して、市の

HP などにアップすると、観光 PR に味が出ると思う。 

 

 以上の市民モニター調査結果をまとめる。調査対象者の８割が 10 年以上岐阜市に住まわれている方で、

設問３の愛着、設問４の先祖への興味、設問５の文化財・歴史遺産への関心がいずれも７割と高い。設

問７の行ったことがある文化財・遺跡が直ちに設問８の保存・活用が重要とする文化財・遺跡に一致し

ているわけではないが、設問９の取り組みを問うといくつもの方法の提示があった。 

設問 10 では、例示の文化財・歴史遺産以外にも、関心のある身近な文化財・歴史遺産が数多くあげら

れている。設問 11 の保存・活用では、具体的に情報発信・普及啓発・整備・補助制度の項目で具体的な

意見が多く寄せられた。設問 12 の取り組みでは、観光振興によるにぎわい創出とともに歴史文化の次世

代の継承があげられている。設問 13 の望むサービスでは、学校教育との連携とともにインターネットに

よる情報発信、観光スポットの紹介・展示が８割近い。設問 14 の今後、参加してもよいと思うものはあ

りますかでは、学習機会（講座・イベント等）への参加が同じく８割以上となっている。 
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(５) 公民館アンケート 

 

表 7‐67 公民館アンケートのまとめ１ 

地域 地区 文化財・歴史遺産 保存活用に必要な取組み、課題 

南 
 
 
 

西 
 
 
 
 
 

部 

鏡島 

・中山道及び関連遺産 

 1870 年追分の道標 

 旧鏡島郵便局 

 「お紅の渡し」 

・文化財指定、登録。 

・保存修理を含む財政支援。 

市橋 ・立政寺所有の仏像、書画等 

・立政寺の歴史価値について周知を図る。 

・市内の歴史文化にふれるコースを設け、市民に紹

介→歴史文化への関心を高める。 

三里 

・善超寺 ・慶善寺 ・西厳寺 ― 

・六條神社 ・片田神社 

・菊池神社 ・旦之越神社 

・日吉神社 ・稲荷神社 

・神明神社 

・神社には三里部会があり、各神社、氏子総代が管

理している。 

鶉 

・民話「尾なし龍」 

 鶉神社に飾られている木彫りの龍にまつ

わる民話を題材としたもの。 

・民話「尾なし龍」を通じて家族や地域との絆を深

め、この民話を永く後世に語り継ぐ関係を構築す

る。 

柳津 

・境川 

・柳津地区、佐波地区（何れも『自然堤防』

上に発達した集落）水害に苦しんだ地域。そ

の史跡例として、畑繁神社、加納輪中堤や等

光寺鐘楼がある。 

・十一面観音菩薩座像（慈恩寺） 

・正蓮寺の欄間 

・神明神社のムクノキ 

・北塚のイチョウ（現存せず） 

・高桑太鼓 

・畑繫堤跡 

・境川緑道公園に境川の歴史を紹介する案内板を設

置する。 

・小中学校で地域を知る学習を取り入れる、副読本

の作成を行う。 

・地域住民向け現地史跡等を巡るツアーの企画を行

う。 

北 
 

西 
 

部 
黒野 

・黒野城址・堀 

・芭蕉碑 

・講座での紹介。 

・広報誌の発行。 

・河原町並みの有効活用。 

西郷 

・古墳群を中心とした舟木山（桑山）の多彩

な魅力 

・西郷の「命の水」としての「金谷井水」遺

構 

・古墳群は本巣市側の一部が国指定史跡だが、舟木

山（桑山）は西郷にとっても宝であり、一体のもの

として共有する取り組みが必要。 

・今も地域の中を 30km にわたり網の目のように流

れる井水があり、そこから先人の苦労、知恵を受け

継いでいく取り組みが必要。 

合渡 

・ゆうべが池  ・横小堤 

・小紅の渡し  ・方懸津神社 

・杵築神社    ・松下神社 

・馬頭観音    ・石橋地蔵 

・小紅の渡し…現在の県による運営の継続 。 

・その他は説明看板の設置（既に設置済みのところ

もある）。 

木田 

・佛心寺 

 徳川家康が赤坂へ行く際に、木田の渡しを

渡り佛心寺前で小憩をしたといわれる腰掛

石がある。 

 

早田 
・郷土芸能 

 江戸中期から「雨乞い踊り」、「拍子踊り」 

・公民館が主となり地域が活動するように働きかけ

が必要。 
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表 7‐68 公民館アンケートのまとめ２ 

地域 地区 文化財・歴史遺産 保存活用に必要な取組み、課題 

北 
 

西 
 

部 

則武 

・天神社及び周囲の則武輪中跡・尉殿堤跡則武

東１丁目（約 350 年前に、古川・古々川の洪水

を機に水の守り神として建立された） 

・江戸時代の則武の火消し「のノ字組」の活躍

に対して天皇より贈られた「菊花御紋章付纏」

（則武公民館に保管・展示） 

・地域住民への告知による保存・活用意識の向上。 

・行政による資産機能の予算化。 

・現在、一時休止中のまといの会の活動（設問３

参照）を継続するための支援。 

島 
・池ノ上みそぎ祭り 

 600 年以上続く伝統行事。 

・池ノ上の総 181 世帯（自治会）を中心に島地区

の自体会連合会並びに地域の小学校の保護者に

も広報誌で周知している。 

南 
 
 

東 
 

部 

芥見東 ・願成寺誓願桜・コバノミツバツツジ ― 

岩 

・日子坐王部御廟所（９代開化天皇皇子宮内庁

管理） 

・伊波乃西神社（明治の神仏分離により御廟所

にあったとされて神社を移動） 

・毘沙門天像（国重文、岩滝山奉賛会の管理(加

藤信明) 

・岩の季節行事 

・幼稚園、保育園、小学校で地域学習資料として

活かす。 

芥見 

・老洞古窯 ・草の中に埋もれてるので、その場で見学できる

ように復元してほしい。 

・長山城址（権現山、芳野神社） ・発掘調査。 

・町屋の川湊 
・川湊があって芥見が発展したという説明がほし

い。 

・芥見八幡神社 ・現に活用されている  

芥見南 

・権現山 

 長山城址、芳野神社及び祭礼 

・見学路、案内板、解説版等の整備。 

・祭など行事の普及啓発。 

・老洞 浅倉古窯跡 

・大洞古窯跡 

・現在、荒れ果てていて場所を確認するのも難し

いため、文化財としての保存整備を行う。 

・如意山願成寺及び仏像、他収蔵物 

 仏像：十一面観音立像、阿弥陀如来座像、大

日如来座像、金剛力士像(仁王門) 

 その他：大般若経、春日番、大般若経、叡尊

筆念踊次第、鰐口、華瓶及び閼伽桶６個、絹本

着色刀八毘沙門天 

・現在、山門に網をかけて置かれているが、この

ままでは腐朽が進んでゆくため、収納庫などに保

管する必要がある。 

・大門川の津島神社 

・石神（岐阜バス「南山団地」バス停横） 

祭り“山の子”舞台 3 か所（芥見南山一丁目、

大洞三丁目、大洞一丁目） 

・それぞれ祭りがあったはずだが、少子化によっ

て開催できず、地域内でも知らない人が増えてき

ている。学習会などを開いて、地元の文化財とし

て認知度を高める必要がある。 

日野 ・諏訪神社の獅子頭 ・保存方法について検討中。 

長森東 ・琴塚古墳 

・古墳の保存。 

・今は個人の厚意によって出土物が保管されてい

る。周辺住民への説明等もその人がおこなってい

る。 

・清掃活動を新田地域のみでおこなっているが、

他地域との連携も難しく、やはり市の主導による

保存・維持をお願いしたい。 
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表 7‐69 公民館アンケートのまとめ３ 
地域 地区 文化財・歴史遺産 保存活用に必要な取組み、課題 

南 
 

東 
 

部 

長森北 
・陸軍六八連隊兵営施設跡（現：野一色公園・

長森中学校・富田学園・長森北公民館） 
・中学生の平和学習に活用継続。 

長森南 

・切通聖観音堂 ― 

・一里塚 
・地元有志による保存活動。 

(毎年 5 月 5 日には記念行事をおこなう。) 

・細畑の両天橋 

 徳川家康が関ヶ原の合戦に向かう途中、この

橋を渡ったといわれている 

― 

・手力神社 

 瓶子一対（岐阜市指定文化財） 

 僧形神像（岐阜市指定文化財） 

 手力火祭り 

― 

・東中島 熊野神社花まつり ― 

中 
 

央 
 

部 

梅林 

・瑞龍寺 1467 年開寺、1806 年再建 

・厚見寺の五重塔の礎石(瑞龍寺内） 

・御薗の榎(御薗楽市場の市神) 

・瑞龍寺遺跡 

・水道山遺跡 

・美殿町遺跡 

・殿町遺跡 

・篠ヶ谷遺跡 

・梅林遺跡 

・おすし街道 

・橿森神社・駒爪岩 

・梅林公園の梅林 

・広報活動を通じて市民に周知させることが、

保存・活用を活性化するのではないか。 

華陽 

・華陽小学校から発掘された壺 

・鉄道の引き込み線路敷地跡 

・お地蔵様（生田町） 

― 

本郷 

・忠節橋通りと岐阜西通りを東西に結ぶ本郷町

通り。約 500m 続く並木で、四季折々の姿が見

られる 

・まちづくり協議会、各種団体との協力のもと、

清掃活動を行っている。 

徹明 

・円徳寺 

・金神社 

・じゅうろく徹明ギャラリー 

・黒岩様 

・旧徹明小学校正門門扉 

・旧徹明小学校校地内にあるこがね橋欄干 

  

白山 

・織田塚 

・溝畑神社 

・おしゃごじ・二福神 

・清掃活動の充足。 

・白山小学校「わたの木」 ・生育活動。 

・溝旗神社 
・伝統文化（提灯まつり・航空機祀り等）を支

える。 

加納東 ・旧加納町役場跡他 

・旧加納役場に関わる資料を利用する。 

・中山道の道標管理などをまちづくり協議会な

どが行う。 

・和傘つくりの PR に努め、体験学習、見学会

を積極的に行う。 
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表 7‐70 公民館アンケートのまとめ４ 
地域 地区 文化財・歴史遺産 保存活用に必要な取組み、課題 

中 
 

央 
 

部 

加納西 

・猿田彦神社 

  （関ヶ原に勝利し、加城を建てる際の守護

神として奉られた。） 

・妙泉寺 

 （ぶたれ坊が置かれている） 

・西方寺 

 （川端康成ゆかりのお寺） 

・地域の子供たちに伝えていく。 

 （スタンプラリー、ウォーキングなど） 

厚見 

・西川手にある中教院 

・城東にある石切神社 

・中山道→上川手西に建っている森さん宅 

・石切神社、中教院などは実際に見学したり、

話を聞いたりできる。 

・周知させることが大切。 

・加納～厚見～長森と連携して考える。 

北 
 

東 
 

部 

 
 

三輪北 

・三輪神社と三輪祭り（稚児の舞） 

・山県用水 

 山県用水の歴史、中濃用水の整備 

・真長寺文化財 

 釈迦如来坐像、釈迦涅槃図などの仏画、古

文書 

・淨音寺 

 落語の祖：安楽庵策伝 

・獅子庵 

 各務支考の生涯、鑑塔「梅花佛」、歴代道統

及び看住の句碑 

・北野城城の井戸跡・堀跡・神社。鷲見美作

守の木像・保重の五輪塔と 13 士の墓。鷲見家

70 年の北野における歴史 

・雨乞い太鼓踊り 

・熊野神社（豊作祈願の神事「田田良賀発」） 

・山県村の歴史 

 67 年間と教育（正蓮寺の寺小屋、明誼学校、

山県小学校） 

・地域の歴史や文化財・歴史的遺産についての

研究書や資料を収集したり、地域で暮らしてき

た古老の話を記録したりして資料を収集整理す

る。 

・集められた資料を誰もが理解しやすいような

形で整理しまとめる（地域内で組織的に行うこ

とを基本とする）。 

・整理された資料をもとに、理解を深める学習

会・講座・見学会などの活動をする。 

・地域の文化財や歴史的遺産に関する資料を集

中的に保管し、展示できる場所を設置し、そこ

に行けば糸口がつかめるようにする。こような

取り組みを通じて、先人への感謝や地域への愛

着を育むことが可能となる。 

藍川 

・延算寺 

 弘法大師、小野小町にゆかりのある寺。薬

師如来（年一回のご開帳）、柳原白蓮歌碑、弘

法大師歌碑とお手掘りの井戸、ヤマモモの木、

小町滝、などがある。 

・西光寺 

 雨乞い伝説にちなんだ池や碑、鐘楼門があ

る。不動祭りも有名。 

・洞泉寺 

 鐘楼門、２本の大杉、松倉甚兵平の墓など

がある 

・三世代が一緒に地域の文化財を訪問するよう

な地域行事を実施する。 

・パンフレットの配布。 

・住職の説明。 

・事前学習（小・中学生）。 

岩 野 田

北 

・既存の文化財以外に、 

 「無形の風俗習慣」（地域としては未調査） 

 「古老の記憶」（岩野田の歴史を語る会の刊

行物に一部掲載） 

 「神輿」（粟野西・東） 

 「石仏」（岩野田の歴史を語る会刊行）など 

・神明神社（粟野東）の春の例大祭 

 祭りもとの家から旧道を通り神社まで行列

する。また、御供えに生きた鯉を供える。 

― 
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表 7‐71 公民館アンケートのまとめ５ 
地域 地区 文化財・歴史遺産 保存活用に必要な取組み、課題 

北 
 

東 
 

部 

長良東 

・長良古墳群 

 長良川と鳥羽川に挟まれた地域を指すが、

当地域では主峰百々峰を北限とする「龍門寺、

西山、雄総、志多見」古墳群が主なもの。丘

陵景観に恵まれる長良東の住民は新旧を問わ

ず恩恵を得る。 

・史跡の碑や掲示板の設置。 

・市の広報誌等による文化財の紹介。 

・市の職員や郷土史家による出前講座。 

・護国之寺 

・古代の道「仙道」 

鷺山、下土居、雄総、鍋坂へと通る古道。 

長良 

・鵜飼文化 

・長良橋（北）燈台のいわれ 

 燈台は、伊勢湾から美濃市まで続いていた

もので、現在は新しい物が建っている 

・鵜塚 

 鵜塚は、鵜の供養で建てられたもの 

・鵜飼文化は鵜飼ミュージアムで紹介している

ため、公民館等では資料を置いてその内容を広

める。 
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 表 7‐72 公民館アンケートで把握した活動団体 
地域 地区 活動団体 活動内容 

南 

西 

部 

鏡島 ・鏡島史跡と花文化研究会 
・歴史説明板の設置。 

・各種講座の開催。 

鶉 ・尾なし龍保存会 

・創作音楽劇「尾なし龍」の映像上映。 

・紙芝居を制作し校区内行事で披露。 

・劇中に出てくる「うずらもち」を再現。 

柳津 

・原三渓・柳津文化の里構想 

 実行委員会 

・高桑太鼓保存会 

・原三渓の郷里を訪ねる研修会を実施。 

・市重要無形民俗文化財「高桑太鼓」を伝える。 

北 

西 

部 

七郷 ・七郷ふるさと歴史講座 ・地域の歴史文化を学ぶ講座を開催。 

西郷 
・水と親しむ西郷まちづくり推進 

 協議会 

・「水と親しむ」と題しての街づくり活動。 

・蛍の育成、蛍祭りの開催。 

木田 ・木田歴史・文化研究会（仮称） 
・木田の歴史を調べる。 

・公民館講座などで発表し、地域の人へ教える。 

則武 ・まといの会（現在一時休止中） 
・江戸時代の則武の火消し「のノ字組」の顕彰。 

・小学生による人形劇・紙芝居を地域内外で上演。 

島 
・葛懸神社のみそぎ祭り 

「祭典委員会」 

・池ノ上みそぎ祭り。 

・元旦祭り、左義長、秋葉祭り等。 

南 

東 

部 

芥見南 

・芥見南獅子舞実行委員会 
・芥見南みんなの祭りにて披露。           

・結婚式や各種イベント等でも披露。  

・岩滝山奉賛会 ・国重要文化財「木造毘沙門天立像」の保存・継承。 

長森南 

長森北 

長森西 

長森東 

・手力雄神社火祭り奉賛会 
・県重要無形民俗文化財「手力雄神社火祭り」の保存・継

承。 

中 

央 

部 

金華 

・井の口まちづくり会 

・川原町まちづくり会 

・伊奈波界隈まちづくり会 

・岐阜長良川鵜飼保存会 

・岐阜お城研究会 

・地域の歴史や文化等の保存・活用・継承。 

・国重要無形民俗文化財「長良川の鵜飼漁の技術」等を伝

える。 

長良 ・鵜飼屋景観まちづくり協議会 ・地域の歴史や文化等の保存・活用・継承。 

厚見 ・厚見ふるさとを学ぶ会 
・毎月第３水曜日に会員で集まり、講師を招いて地域のこ

とを学ぶ会。 

北 

東 

部 

三輪北 

・獅子門 

・市重要無形民俗文化財「獅子門正式俳諧」を伝える。 

・獅子庵及び鑑塔や句碑の管理・支考忌に正式俳諧を興行。 

・小学生への俳句指導。 

・安楽庵策伝顕彰会 
・毎年１月８日（策伝の命日）に「策伝顕彰落語会」を開

催。 

・岐阜県退職公務員連盟 

 岐阜支部三輪北分会 

・『三輪北の散策』出版。 

・三輪北文化のつどいで文化財の展示・見学会開催。 

・雨乞い太鼓踊り保存会 ・白山神社の「雨乞い太鼓踊り」の実演と普及。 

・三輪祭り保存会 
・市重要無形民俗文化財「三輪神社稚児山の芸能」の指導

と伝承。 

岩 野 田

北 
・岩野田の歴史を語る会 ・地域の歴史の記録、継承。 
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(６) 市民意識調査（平成 30 年度実施） 

 

岐阜市民としての誇りについて「感じる」、「どちらかといえば感じる」と回答した割合の合計

が52.9%となった。過去の調査結果と比較すると、「感じる」、「どちらかといえば感じる」と回答

した割合の合計は、平成28 年度（47.9%）、平成29 年度（48.0%）より増加した。 

 

 

岐阜城や長良川鵜飼文化などの観光資源の豊かなまちとしてのイメージについては、「思う」、

「どちらかといえば思う」と回答した割合の合計が53.9％となった。 

 

金華山や長良川などの自然の豊かなまちとしてのイメージについては、「思う」、「どちらかといえ

ば思う」と回答した割合の合計が91.0％となった。 
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岐阜市の魅力の14 項目（「その他」を除く）のうち、選択された割合が最も高かったものは「岐

阜城・金華山」（69.4%）となり、次いで、「長良川の花火」（64.8%）、「長良川」（60.8%）、「ぎ

ふ長良川鵜飼」（57.2%）、「富有柿」（30.4%）が続く。 

選択項目数をみると、「4 項目」（271 人）が最も多く、次いで「3 項目」（252 人）、「5 項

目」（206人）、「1 項目」（194 人）となった。 
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７ 策定委員会名簿及び策定委員会の経過 

表 7‐73 岐阜市歴史文化基本構想策定委員会名簿 

区 分 氏 名 所 属 専 門 

委員長 瀬口 哲夫 名古屋市立大学名誉教授 建築、まちづくり 

副委員長 日比野 光敏 愛知淑徳大学 教職・司書・学芸員 
教育センター 教授 民俗 

委員 筧 真理子 (公財)犬山城白帝文庫主任学芸員 歴史 

委員 田中 智麻 名古屋学院大学 経済学部講師 歴史観光まちづくり 

委員 山岡 典子 岐阜長良川温泉旅館協同組合 
若女将会副会長 観光関係者 

委員 須田 勇人（R1） 岐阜県環境生活部県民文化局 
文化伝承課 文化財行政 

委員 太田 喜文（H30） 

堀  進  (R1) 
岐阜市都市建設部次長 庁内 

委員 小川 洋史 (H30) 

鷲見 弘 （R1） 
岐阜市商工観光部次長 庁内 

委員 原 昭雄 岐阜市教育委員会事務局参与兼次長 庁内 

 

表 7‐74 岐阜市歴史文化基本構想策定委員会の開催経過 

委員会 開催日 内 容 

平成 30 年度 

第１回策定委員会 
平成 30 年 11 月 21 日 

【審議事項】 

１．構想策定の方針・スケジュール 

２．策定体制・構想の位置づけについて 

３．歴史文化基本構想の構成・目次について 

平成 30 年度 

第２回策定委員会 
平成 31 年２月 22 日 

【審議事項】 

１．文化財保存活用地域計画への移行について 

２．市民意識調査について 

３．歴史遺産の把握について 

令和元年度 

第１回策定委員会 
令和元年８月 19 日 

【審議事項】 

１．関連文化財群について 

【報告事項】 

１．岐阜市観光ビジョンについて 

令和元年度 

第２回策定委員会 
令和元年 11 月 22 日 

【審議事項】 

１．関連文化財群について 

２．文化財の保存・活用の基本的方針について 

【報告事項】 

１．ワークショップの報告について 

令和元年度 

第３回策定委員会 
令和２年２月 14 日 

【審議事項】 

１．岐阜市文化財保存活用地域計画について 

【報告事項】 

１．今後の認定までの流れについて 
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岐阜市歴史文化基本構想策定委員会規則 

 
平成30年7月17日 

岐阜市教育委員会規則第４号 
 

（趣旨） 
第1条 この規則は、岐阜市附属機関設置条例（平成25年岐阜市条例第7号）第3条の規定に基

づき、岐阜市歴史文化基本構想策定委員会（以下「委員会」という。）の組織及び運営に関し

必要な事項を定めるものとする。 
（文化財保護法との関係）  

第2条 委員会は、文化財保護法（昭和25年法律第214号）第183条の3第1項に規定する文化財

保存活用地域計画に関する事項を調査し及び審議する。 
（組織） 

第3条 委員会は、委員10人以内で組織する。 
2 委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

(1) 学識経験を有する者 
 (2) 前号に掲げる者のほか、教育委員会が適当と認める者 
（任期） 

第4条 委員の任期は、委嘱の日から基本構想の策定に係る調査及び審議が終了するまでとす

る。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
（委員長及び副委員長） 

第5条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により定める。 
2 委員長は、委員会の会務を総理し、委員会を代表する。 
3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その

職務を代理する。 
（会議） 

第6条 委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。 
2 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 
3 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 
4 議長は、特に必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、その意見を

聴くことができる。 
（庶務） 

第7条 委員会の庶務は、教育委員会社会教育課において処理する。 
（その他） 

第8条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が定める。 
  附 則 
 この規則は、平成30年7月17日から施行する。 

附 則 
 この規則は、平成31年4月1日から施行する。
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